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関
�
原
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戦
い
�
に
お
け
る
加
越
の
西
軍
の
動
向
に
つ
い
て 

北
村 

太
智 

 

は
じ
め
に 

 

�
関
�
原
の
戦
い
�
１

に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
�
特
に
本
戦
や
�
奥
羽

の
戦
い
�
九
州
の
戦
い
が
多
く
の
研
究
者
に
よ
�
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
� 

一
方
前
田
利
長
や
堀
秀
治
の
い
た
北
国
に
つ
い
て
は
�
も
ち
ろ
ん
先
行
研
究
は
豊
富
で
あ

る
も
の
の
�
奥
羽
や
九
州
の
よ
う
に
広
域
的
な
視
野
で
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
は
皆
無
と
い

�
て
よ
く
�
そ
の
ど
れ
も
が
加
賀
国
内
や
越
後
国
内
で
起
こ
�
た
局
地
戦
と
し
て
扱
う
も
の

ば
か
り
で
あ
る
� 

 

そ
こ
で
筆
者
は
以
前
�
前
田
利
長
や
堀
秀
治
の
�
関
�
原
の
戦
い
�
を
�
北
国
と
い
う
マ

ク
ロ
な
視
点
で
再
検
討
し
�
北
国
の
戦
い
の
意
義
付
け
を
試
み
た
�
以
下
��
拙
稿
ア
�
と

す
る
�
２

� 

�
拙
稿
ア
�
で
は
��
１
�
会
津
出
兵
に
お
い
て
利
長
は
�
家
康
に
よ
�
て
北
国
軍
総
大
将

の
位
置
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
�
会
津
の
南
か
ら
進
軍
す
る
家
康
軍
と
対
を
成
し
て
�
会
津
を

北
か
ら
攻
め
て
家
康
軍
と
と
も
に
上
杉
軍
を
挟
撃
す
る
重
要
な
役
割
を
担
�
て
い
た
こ
と
�

�
２
�
秀
治
は
��
関
�
原
の
戦
い
�
転
換
後
�
領
土
守
備
を
家
康
か
ら
厳
命
さ
れ
て
い
た
一

方
�
利
長
は
上
方
に
向
け
て
出
陣
す
る
と
い
う
よ
う
に
役
割
分
担
が
あ
り
�
こ
の
構
造
は
�

宇
都
宮
で
結
城
秀
康
等
が
踏
み
と
ど
ま
り
�
上
方
に
向
け
て
進
軍
す
る
家
康
・
秀
忠
軍
の
背

後
を
守
る
構
造
と
一
致
す
る
こ
と
��
３
�
家
康
・
秀
忠
・
利
長
の
三
者
は
情
報
の
共
有
を

し
�
長
期
戦
を
見
据
え
て
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
上
方
に
向
か
う
�
三
方
面
上
洛
作
戦
�
が
あ

�
た
が
�
濃
尾
方
面
で
の
東
軍
の
先
発
隊
�
以
下
��
濃
尾
方
面
軍
�
と
呼
称
�
の
快
進
撃

に
刺
激
さ
れ
た
家
康
の
急
な
方
針
転
換
に
よ
り
綻
び
を
生
み
出
し
�
作
戦
は
完
遂
で
き
な
か

�
た
こ
と
�
以
上
三
点
を
主
に
明
ら
か
に
し
た
� 

 

し
か
し
��
北
国
�
と
銘
打
�
て
お
き
な
が
ら
�
検
討
対
象
に
な
�
た
の
は
北
国
の
東
軍

で
あ
り
�
西
軍
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
す
る
こ
と
な
く
終
わ
�
て
し
ま
�
た
�
そ
こ
で
�

本
稿
で
は
加
越
�
加
賀
・
越
前
国
�
の
西
軍
の
動
向
を
検
討
し
て
�
北
国
の
戦
い
の
実
態
を
�

さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
� 

 

加
越
の
西
軍
に
関
す
る
研
究
は
�
外
岡
慎
一
郎
氏
に
よ
る
も
の
が
唯
一
と
言
�
て
大
過
な

い
３

�
一
方
で
�
外
岡
氏
の
研
究
が
公
表
さ
れ
て
以
降
�
新
史
料
の
発
見
が
あ
り
�
僭
越
な

が
ら
�
拙
稿
ア
�
な
ど
の
新
説
も
発
表
さ
れ
て
き
た
�
そ
こ
で
本
稿
で
は
�
外
岡
氏
の
一
連

の
研
究
成
果
に
学
び
つ
つ
��
拙
稿
ア
�
の
成
果
も
踏
ま
え
て
加
越
の
西
軍
の
動
向
を
検
討

し
て
い
き
た
い
� 

 

な
お
�
人
物
名
は
一
般
的
な
も
の
を
採
用
し
た
た
め
�
当
時
の
名
前
と
異
な
る
場
合
が
あ

る
� 

 

第
一
章 

加
越
に
お
け
る
西
軍
の
計
画 

 

ま
ず
�
上
洛
し
て
く
る
前
田
利
長
軍
に
対
し
て
�
西
軍
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で
迎
え
撃
と

う
と
し
て
い
た
の
か
見
て
い
き
た
い
� 

 

石
田
三
成
が
信
濃
上
田
城
主
真
田
昌
幸
に
宛
て
た
八
月
五
日
付
書
状
４

に
添
付
さ
れ
て

い
た
と
思
し
き
�
備
口
人
数
�
に
は
��
北
国
口
�
と
し
て
左
表
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
� 

�
史
料
１
��
備
口
人
数
�
５ 

 
 

一
�
千
弐
百
人 

 

大
谷
刑
部
少
輔

�

吉

継

�

／
一
�
三
千
人 

 

若
狭
少
将

�

木

下

勝

俊

�

／
同
宮
内
少
輔

�

木

下

利

房

�

／

一
�
五
千
人 

 

丹
波
七
頭
之
衆
／
一
�
弐
千
五
百
人 

 

但
馬
弐
頭
／
一
�
七
百
人 

 

木
下
山
城
守
／
一
�
八
百
人 

 

播
磨
姫
路
衆
／
一
�
弐
千
人 

 

越
前
東
江
衆
／
一
�

五
百
人 

 

戸
田
武
蔵

�
勝
成
�

／
一
�
五
百
人 

 

福
原
右
馬
亮

�

長

堯

�

／
一
�
三
百
人 

 

溝
江
彦

三
郎
／
一
�
三
百
人 

 

上
田
主
水

�
重
安
�

／
一
�
五
百
人 

 

寺
西
下
野

�
是
成
�

／
一
�
五
百
人 

 

奥
山
雅
楽

�
正
之
�

／
一
�
弐
千
五
百
人 

 

小
川
土
佐

�
祐
忠
�

／
同
左
馬
亮

�

祐

滋

�

／
一
�
千
人 

 

生
駒

雅
楽

�
親
正
�

／
但
�
主
煩
故
家
老
之
者
共
召
連
／
一
�
弐
千
人 

 

蜂
須
賀
阿
波
守

�

家

政

�

／
右
同
／

一
�
六
千
人 

 

青
木
紀
伊
守

�

一

矩

�

／
一
�
八
百
人 

 

青
山
修
理

�
宗
勝
�

／
以
上
�
三
万
百
人 

 

八
月
初
頭
の
計
画
で
は
�
約
三
万
人
の
軍
勢
が
�
利
長
の
上
洛
を
防
ぐ
べ
く
動
員
さ
れ
る

こ
と
に
な
�
て
い
た
� 

岐阜関ケ原古戦場記念館では、令和５年１０月１４日に第一線で活躍する歴史研究者を

会員とする関ケ原研究会を設立し、関ケ原研究の深化・発展に向け、講演会・討論会

等を通じた最新研究状況の発信、若手研究者の支援などに取り組んでおります。

この取り組みの一環として、関ケ原の戦いに関連する調査研究に取り組み、新たな

一面を見出そうとする意欲ある若手研究者に対して、調査研究活動の支援及び成果

発表機会の提供を行う「関ケ原研究若手研究者支援事業」を実施しました。

このたび、第１回関ケ原研究若手研究者支援事業として支援を行った北村太智氏、

小池絵千花氏、篠﨑祐介氏の３名から提出された成果論文を冊子にまとめましたので、

ぜひ御覧ください。

慶長５年（１６００）９月１５日に美濃国（岐阜県）関ケ原で行われた天下分け目の戦い「関ケ原の戦い」については、関ケ原
の戦いに至るまでの経緯や、本戦での東西両軍の攻防、その後の江戸幕府開府への流れなどについて、江戸時代から今日に
至るまでの豊富な研究蓄積があり、通説あるいは定説といった以上に、関ヶ原の戦いの常識といえるものが形作られてきました。
しかしながら、近年、史料の研究が進み、常識とされてきた内容を見直す新説が積極的に提示されています。また、新説に
対する検証、反論が出され論争になるなど、研究は百花繚乱の様相となり、大いに活性化しています。
一方、関ケ原には、今なお、陣跡や首塚、墓などの史跡が国指定史跡である９か所を含め、数多く残されており、関ケ原の
戦いの解明につながる調査研究フィールドとして大きな意義を有しています。
加えて、岐阜県と関ケ原町により、平成２７年３月に関ケ原古戦場の整備と活用の指針として「関ケ原古戦場グランドデザイン」

が策定され、令和２年１０月には関ケ原の戦いの歴史を伝え、関ケ原古戦場の魅力を発信する「岐阜関ケ原古戦場記念館」が
開館するなど、関ケ原の戦いの調査研究を進めていく環境は大きく整えられてきています。
このような研究情勢をふまえ、令和５年１０月１４日に、講演会・討論会等を通じた最新研究状況の発信、若手研究者の支援、
学芸員ネットワークの形成等を行う「関ケ原研究会」を関ケ原の地に設立することとしました。
当研究会の活動が、関ケ原の戦いに関する調査・研究のさらなる深化・発展につながることを期待しています。

はじめに

関ケ原研究会　設立趣意書

発起人

岐阜関ケ原古戦場記念館館長　　　　　　　　　小和田　哲　男
国際日本文化研究センター名誉教授　　　　　　笠　谷　和比古
関ケ原町歴史民俗資料館前館長　　　　　　　　草　野　道　雄
滋賀県立大学名誉教授　　　　　　　　　　　　中　井　　　均
國學院大學文学部教授　　　　　　　　　　　　矢　部　健太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０音順）
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�
史
料
１
�
を
見
る
と
�
青
木
一
矩
率
い
る
六
千
人
が
最
大
の
勢
力
と
な
�
て
お
り
�
北

国
勢
の
な
か
で
�
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
�
ま
た
�
越
前
府
中
城
６

の
名
前
や
�
加

賀
の
丹
羽
長
重
�
小
松
城
主
�・
山
口
宗
永
�
大
聖
寺
城
主
�
の
名
前
が
な
い
�
一
体
な
ぜ

だ
ろ
う
か
� 

 

府
中
城
が
�
北
国
口
�
の
メ
ン
バ
�
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
理
由
は
次
の
史
料
か
ら
う
か

が
え
る
� 

 

八
月
十
八
日
付
の
細
川
家
臣
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
連
署
状
で
は
��
府
中
ハ
堀

帯

�
堀
尾
吉
晴
�

者

共
堅
固
ニ
相
踏
旨
候
�
と
あ
る
７

� 

同
じ
く
八
月
二
十
五
日
付
の
松
井
・
有
吉
連
署
状
で
は
�
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
� 

�
史
料
２
��
慶
長
五
年
�
八
月
二
十
五
日
付
�
中
川
秀
成
宛
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
連
書
状
�

８ 

一
�
北
国
之
儀
�
府
中
城
へ
大
刑
少

�
大
谷
吉
継
�

人
数
寄
�
色
々
被
レ

申
候
へ
共
�
堀

帯

�
堀
尾
吉
晴
�

留
守
居
堅
固

ニ

申
故
�
丈
夫
相
抱
ニ
付
�
手
当
残
置
�
北
庄
へ
通
�
彼
表
ニ
在
陣
之
旨
候
事
� 

 

�
史
料
２
�
を
要
約
す
る
と
�
北
国
で
は
�
府
中
城
へ
大
谷
吉
継
の
軍
勢
が
攻
め
寄
せ
て
�

西
軍
に
つ
く
よ
う
に
言
�
た
け
れ
ど
も
�
堀
尾
の
留
守
居
た
ち
は
断
固
と
し
て
拒
否
し
�
府

中
城
を
堅
固
に
守
�
て
い
た
の
で
��
吉
継
は
�
押
さ
え
の
軍
勢
を
置
い
て
北
庄
へ
向
か
い
�

今
は
そ
こ
に
陣
し
て
い
る
�
と
な
ろ
う
� 

 

す
な
わ
ち
府
中
城
は
当
初
か
ら
東
軍
と
し
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
� 

 

次
に
��
史
料
１
�
で
加
賀
の
丹
羽
長
重
・
山
口
宗
永
の
名
前
が
あ
が
�
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
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長
五
年
�
八
月
一
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付
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木
一
矩
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石
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三
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書
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尚
以
小
松
表
之
儀
�
切
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御
注
進
尤
候
�
ふ
か

〱
と
相
働
に
付
て
�
②

拙
者
人

数
つ
れ
�
不
レ

寄
二

時
日
一

懸
付
�
可
レ

有
二

一
戦
一

候
間
�
御
気
遣
間
敷
候
�
何
時

も
可
二

申
使
一

候
�
追
々
可
レ

得
二

御
意
一

候
�
以
上
� 

 
 

去
月
廿
八
日
御
飛
札
今
日
朔
参
着
�
於
二

大
坂
一

拝
見
候
�
拙
者
昨
日
当
地
着
候
�
仍
小

松
表
之
様
子
承
候
�
令
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得
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其
意
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�
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為
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ニ
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在
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之
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令
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談
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①

小
松
へ
も
御
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丸
岡
其
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何
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在
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候
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相
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候
条
�
頓
て
御
人
数
可
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被
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差
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様
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者
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可
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御
心
安
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候
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其
上
何
時
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拙
者
懸
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可
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申
候
間
�
被
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成
二

御
気
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間
敷
候
�
将
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今
日
伏
見
城
本
丸
へ
悉
乗
入
西
丸
何
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焼
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候
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落
候
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数
多
討
果
�
殿
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も
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焼
亡
�
加
様
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速
相
済
候
儀
�
天
命
難
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遁
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と
存
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候
�
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小
松
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様
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�
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御
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言
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石
田
治
部
少
輔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
善
院 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
以 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輝
元 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秀
家 

 
 
 
 
 
 
 

木
下
宮
内
少
輔
殿 

 

�
史
料
３
�
は
�
石
田
三
成
が
�
北
庄
城
主
青
木
一
矩
宛
て
た
書
状
で
あ
る
�
傍
線
部
①

に
は
�
小
松
へ
も
御
加
勢
�
其
外
大
聖
寺
・
丸
岡
其
他
何
へ
も
御
加
勢
可
レ

在
レ

之
候
�
と
あ

り
�
三
成
は
�
北
庄
城
か
ら
小
松
城
・
大
聖
寺
城
・
丸
岡
城
へ
の
援
軍
派
遣
を
命
じ
て
い
る
� 

 

�
史
料
４
�
は
�
西
軍
中
枢
が
若
狭
高
浜
城
主
木
下
利
房
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
�
傍
線

部
で
は
�
大
事
に
至
ら
な
く
て
も
�
利
長
の
進
軍
に
対
抗
し
て
�
北
庄
城
へ
の
加
勢
と
し
て

若
狭
小
浜
城
主
木
下
勝
俊
と
と
も
に
派
遣
す
る
�
と
し
て
い
る
� 

以
上
の
こ
と
か
ら
�
西
軍
中
枢
は
越
前
の
拠
点
を
北
庄
城
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
� 

 

そ
し
て
�
後
掲
�
史
料
７
�
③
に
は
大
聖
寺
落
城
の
知
ら
せ
が
八
月
六
日
に
大
坂
城
に
届

い
た
と
さ
れ
て
お
り
�
八
月
五
日
付
の
真
田
昌
幸
等
宛
書
状
に
添
付
す
る
た
め
に
こ
の
陣
立

が
書
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
�
こ
の
計
画
は
大
聖
寺
城
が
健
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
書
か
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
� 

 

つ
ま
り
��
北
国
口
�
に
挙
げ
ら
れ
た
メ
ン
バ
�
は
�
あ
く
ま
で
も
小
松
城
や
大
聖
寺
城

へ
派
遣
さ
れ
る
援
軍
で
あ
り
�
加
越
の
西
軍
す
べ
て
を
列
挙
し
た
リ
ス
ト
で
は
な
い
の
で
あ

る
�
こ
れ
は
�
蜂
須
賀
家
政
や
生
駒
親
正
の
軍
勢
も
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
� 

 

そ
し
て
��
史
料
３
�
傍
線
部
②
で
三
成
は
�
自
身
で
軍
勢
を
率
い
て
で
も
援
軍
に
駆
け

つ
け
る
と
豪
語
し
��
史
料
１
�
に
従
え
ば
�
約
三
万
人
の
軍
勢
が
越
前
に
集
結
す
る
計
画

で
あ
�
た
� 

 

第
二
章 

加
越
の
西
軍
の
動
向 

 

前
章
で
は
�
利
長
の
上
洛
を
防
ぐ
た
め
の
西
軍
の
計
画
を
確
認
し
た
が
�
実
際
の
戦
況
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
だ
ろ
う
か
� 

 

ま
ず
は
��
拙
稿
ア
�
の
時
点
で
掲
げ
ら
れ
な
か
�
た
史
料
を
提
示
し
た
い
� 

�
史
料
５
��
年
月
日
未
詳
���
仮
題
�
浅
井
畷
奇
襲
直
前
ま
で
の
動
向
覚
�
１
０ 

①
一
�
八
月
朔
日
�
肥
前

�
利
長
�

殿
大
聖
寺
へ
出
張
之
時
�
小
松
城
下
ヲ
通
ラ
ル
ヽ
事
不
レ

成
し
て
�

山
路
ヲ
経
�
き
は

�
木
場
�

三
田
山
三
�
所
ニ
付
城
を
拵
�
人
数
ヲ
残
�
大
聖
寺
へ
出
張
ノ
時
�

五
郎
左
衛
門

�

丹

羽

長

重

�

様
�
跡
ヲ
シ
タ
ヒ
可
レ

被
レ

成
之
由
各
家
老
共
へ
御
相
談
之
時
�
肥
前
殿
諸

勢
ハ
四
万
計
ニ
て
被
レ

通
候
之
間
�
御
遠
慮
可
レ

被
レ

成
之
由
�
達
而
各
申
上
候
ニ
付
�

さ
ら
は
セ
め
て
�
き
ば
潟
ヨ
リ
鉄
炮
ニ
て
打
か
け
候
ハ
ん
と
て
�
山
路
ヲ
通
候
諸
勢
へ

鉄
炮
ニ
て
打
カ
ク
ル
�
加
賀
衆
ハ
不
レ

構
�
被
レ

通
之
由
云
々
� 

②
一
�
八
月
三
日
ニ
大
聖
寺
之
後
詰
ヲ
�
五
郎
左
衛
門
様
可
レ

被
レ

成
之
由
ニ
て
�
已
ニ
く
し

�

串

�

野
迄
御
出
張
之
時
�

江

口

�
三
郎
左
衛
門
�

�
先
へ
参
見
候
ハ
ん
由
ニ
て
�
敷
地
之
川
迄
�
出
城
之

体
ヲ
見
候
時
は
や
落
城
ニ
て
�
掃
除
以
下
被
二

申
付
一

候
故
�
早
々
小
松
へ
引
取
被
レ

申

之
由
� 

 

�
史
料
５
�
は
�
木
越
隆
三
氏
に
よ
る
と
�
お
そ
ら
く
丹
羽
長
重
家
臣
の
誰
か
が
大
聖
寺

落
城
か
ら
浅
井
畷
奇
襲
ま
で
の
経
緯
を
関
係
者
か
ら
聞
い
て
メ
モ
風
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
１
１

� 

 

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
�
利
長
が
率
い
て
き
た
軍
勢
の
数
で
あ
る
�
傍
線
部
に
は
�
肥
前

殿
諸
勢
ハ
四
万
計
�
と
あ
り
�
利
長
軍
は
四
万
人
の
軍
勢
を
率
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
�

こ
れ
は
��
義
演
准
后
日
記
�慶
長
五
年
九
月
二
十
六
日
条
に
も�
北
国
肥
前
守

�

利

長

�

共
�
供
�

奉
云
々
�

四
万
騎
云
々
�
と
あ
る
� 

 

こ
の
数
字
を
鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
�
利
長
軍
が
��
自
分
た
ち
は
四
万

人
率
い
て
き
た
�
と
喧
伝
し
た
の
か
�
長
重
軍
が
利
長
軍
を
見
て
��
四
万
人
く
ら
い
居
そ

う
�
と
思
�
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
�
と
に
か
く
�
利
長
軍
は
四
万
人
い
る
ら
し
い
�
と

い
う
情
報
が
広
ま
�
て
い
た
こ
と
は
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
� 

 

そ
し
て
��
肥
前
殿
諸
勢
�
と
記
さ
れ
て
お
り
�
利
長
が
他
家
の
軍
勢
も
率
い
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
が
�
あ
く
ま
で
も
可
能
性
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
� 

 

内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
�
①
で
は
�
長
重
は
前
田
軍
が
大
聖
寺
に
向
か
う
際
に
攻
撃

を
仕
掛
け
よ
う
か
家
老
に
相
談
し
た
が
�
家
老
ら
は
�
前
田
軍
は
四
万
ら
し
い
の
で
や
め
た

ほ
う
が
い
い
�
と
進
言
し
た
�
せ
め
て
鉄
砲
だ
け
で
も
打
�
て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
発
砲

し
た
が
�
前
田
軍
は
無
視
し
て
進
軍
し
て
い
�
た
�
と
あ
る
� 

 

②
で
は
�
大
聖
寺
の
援
軍
�
背
後
か
ら
前
田
軍
を
攻
撃
�
に
行
こ
う
と
�
く
し
野
�
ま
で

出
て
い
た
長
重
は
�
江
口
に
大
聖
寺
周
辺
を
下
見
さ
せ
た
と
こ
ろ
�
大
聖
寺
城
は
す
で
に
落

23



城
し
て
お
り
�
前
田
軍
が
掃
除
な
ど
を
し
て
い
た
の
で
�
早
々
に
小
松
城
に
帰
�
た
�
と
あ

る
� 

 

つ
ま
り
�
小
松
城
�
長
重
�
と
�
大
聖
寺
城
�
山
口
�
は
う
ま
く
連
携
で
き
ず
�
結
果
大

聖
寺
城
は
落
城
し
て
し
ま
う
�
実
際
�
長
重
軍
は
�
利
長
軍
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
な
く
戦

況
は
推
移
し
て
い
く
� 

�
史
料
６
��
大
正
持
陣
覚
書 

付
浅
井
畷
之
事
�
１
２ 

一
�
大
正
持
落
城
ニ
付
テ
�
城
代
ニ
ハ
篠
原
出
羽
守
・
加
藤
石
見
ヲ
被
レ

置
テ
�
扨

�
カ
�

①

越
前

北
之
庄
ノ
城
主
青
木
紀
伊
守
方
エ
為
二

御
使
一

藤
掛
豊
前
ヲ
被
レ

遣
�
則
翌
日
金
津
近
辺

御
働
之
所
ニ
御
使
帰
リ
紀
伊
守
ハ
煩
ニ
テ
十
死
一
生
之
体
ニ
テ
其
上
秀
頼
公
エ
対
シ
逆

心
無
レ

之
上
ハ
�
少
モ
御
人
数
ニ
カ
セ
イ

�

加

勢

�

無
レ

之
由
ヲ
申
ス
�
又
�
丸
置

�
岡
�

ノ
城
主
青
山
伊

賀
モ
御
旗
下
ニ
可
二

罷
下
一

旨
申
越
ス
�
②

然
ル
所
ニ
上
方
ヨ
リ
小
松
エ
為
二

加
勢
一

服
部

�
小
川
�

土
佐
守
・
寺
西
備
中
・
戸
田
武
蔵
守
・
上
田
主
水
ナ
ト
四
五
人
下
向
之
由
�
五
郎
左
衛
門

�

丹

羽

長

重

�

之
戸
田
武
蔵
ハ
利
長
ニ
チ
ナ
ミ

�

因

�

有
テ
�
何
時
モ
利
長
一
味
ノ
者
也
ト
思
無
用
之
由
申
遣

ス
ニ
依
テ
今
庄
ヨ
リ
呼
ノ
ホ
セ
ラ
ル
�③
此
時
利
長
卿
エ
武
蔵
方
ヨ
リ
飛
札
ヲ
以
申
上
ル

ハ
�
家
康
末

�
未
�

ノ
ホ
リ
玉
ハ
ス
�
利
長
卿
一
人
御
上
リ
候
ヘ
テ
ハ
益
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
�
所
詮

御
帰
城
有
テ
家
康
被
二

仰
合
一

御
尤
之
旨
申
サ
ル
�
其
上
大
正
持
ニ
テ
旗
指
物
等
モ
損
ス

ル
間
十
日
ノ
御
逗
留
ニ
テ
上
洛
可
レ

在
ト
テ
金
津
ヨ
リ
八
月
七
日
ニ
御
帰
也
� 

 

�
史
料
６
�
は
筆
者
も
成
立
年
代
も
不
明
で
あ
り
１
３

�
内
容
は
北
国
の
戦
い
�
特
に
加
越
�

や
�
利
長
の
上
洛
過
程
を
�
覚
書
�
形
式
で
記
載
し
て
い
る
�
他
の
一
次
史
料
に
よ
�
て
裏

付
け
ら
れ
る
記
載
も
多
く
�
無
論
す
べ
て
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
が
�
内
容
に
一
定
の
信

憑
性
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
� 

 

傍
線
部
①
で
は
�
大
聖
寺
落
城
後
�
利
長
は
青
木
に
使
者
を
派
遣
し
て
去
就
を
問
う
た
と

こ
ろ
�
抵
抗
も
加
勢
も
す
る
気
は
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
�
丸
岡
の
青
山
も
利
長
の
旗
下
に

入
る
こ
と
を
申
し
出
て
き
た
と
し
て
い
る
� 

 

こ
の
記
述
は
�
前
掲
註
七
の
松
井
・
有
吉
連
署
状
に
�
大
性
寺
へ
被
レ

働
�
即
時
ニ
責
崩
�

山
口
父
子
被
二

討
果
一

由
候
�
丸
岡
・
北
庄
�
肥
州

�
利
長
�

へ
手
ヲ
入
申
由
候
�
と
あ
り
�
堀
尾
の
留

守
居
が
堅
固
に
守
�
て
い
る
こ
と
も
合
わ
さ
�
て
�
利
長
軍
は
�
敦
賀
へ
早
速
可
レ

被
二

打
出

一

旨
候
�
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
� 

 

ま
た
�
前
掲
�
史
料
３
�
傍
線
部
②
で
�
自
身
が
軍
勢
を
率
い
て
駆
け
つ
け
�
利
長
と
一

戦
を
交
え
る
と
豪
語
し
て
い
た
三
成
で
あ
�
た
が
��
史
料
６
�
傍
線
部
②
に
は
�
加
勢
に

来
た
の
は
�
小
川
父
子
・
上
田
重
安
・
寺
西
是
成
ら
の
み
で
あ
�
た
と
さ
れ
て
い
る
� 

�
史
料
７
��
慶
長
五
年
�
八
月
八
日
付
�
下
川
兵
太
夫
宛
大
木
兼
能
書
状
�
１
４ 

③
一
�
前
肥
前

�

利

長

�

殿
御
人
数
御
出
被
レ

成
�
小
松
の
き
わ
五
こ
う
つ
か

�

御

幸

塚

�

に
お
さ
へ
を
五
千
御
お

き
に
て
大
少

�
聖
�

寺
を
せ
め
は
た
し
候
�
山
口
お
や
子

�

宗

永

・

修

弘

�

腹
を
き
ら
れ
候
と
八
月
六
日
ニ

御
城

�
大
坂
城
�

へ
之
御
注
進
に
て
候
� 

④
一
�
此
方
ゟ
北
国
へ
の
か
せ
い

�

加

勢

�

�
小
川
渡
佐

�
土
佐
�

お
や
子

�
祐
忠
・
祐
滋
�

・
上
田
主
水

�
重
安
�

・
寺
西
下
野

�
是
成
�

�
八
月

五
日
ニ

被
レ

参
候
�
又
�
肥
前
殿
御
は
た
ら
き
つ
よ
く
候
ニ

付
而
城
々
ゟ
か
せ
い
こ
わ
れ

�

請

�

候
ニ

付
�
備
前
中
納
言
殿
�
又
�
筑
前
中
納
言
殿
�
近
日
ニ
御
立
候
� 

 

�
史
料
７
�
は
�
差
出
・
宛
先
共
に
加
藤
清
正
の
重
臣
で
�
上
方
の
加
藤
屋
敷
に
い
た
大

木
が
�
熊
本
に
い
る
下
川
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
� 

 

④
に
注
目
す
る
と
��
此
方
ゟ
北
国
へ
の
か
せ
い
�
と
し
て
�
史
料
６
�
に
記
さ
れ
た
メ

ン
バ
�
�
小
川
父
子
・
上
田
重
安
・
寺
西
是
成
�
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
��
史
料
６
�
の
内

容
が
裏
付
け
ら
れ
る
� 

 

つ
ま
り
��
史
料
１
�
に
従
え
ば
四
〇
〇
〇
人
ほ
ど
し
か
加
勢
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
か
�
た
��
史
料
６
�
④
に
は
利
長
軍
の
猛
攻
に
よ
り
�
加
越
の
西
軍
か
ら
加
勢
を

要
請
さ
れ
て
�
近
い
う
ち
に
宇
喜
多
秀
家
か
�
小
早
川
秀
秋
が
向
か
う
と
さ
れ
て
い
る
�
し

か
し
�
後
述
す
る
よ
う
に
�
秀
家
や
秀
秋
の
加
勢
は
な
か
�
た
� 

 

つ
ま
り
�
三
成
の
豪
語
に
反
し
て
�
加
越
に
来
た
援
軍
は
は
る
か
に
少
な
く
��
四
万
人
�

�
い
る
と
さ
れ
て
い
る
�
の
利
長
軍
の
猛
攻
を
防
ぐ
に
は
心
も
と
な
い
も
の
で
あ
�
た
�
加

越
の
西
軍
に
と
�
て
�
西
軍
首
脳
を
あ
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
�
急
速
に
不
信
感
が
募
�

て
い
�
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
� 

�
史
料
８
��
慶
長
五
年
�
九
月
十
三
日
付
�
丹
羽
長
重
宛
徳
川
家
康
書
状
�
１
５ 

 
 

御
懇
札
委
細
令
レ

得
二

其
意
一

候
�
加
賀
中
納
言

�

利

長

�

与
御
同
意
可
レ

被
レ

成
之
由
�
満
足
存
候
�

即
申
越
候
間
�
早
々
御
入
魂
被
レ

成
�
越
前
表
へ
御
手
合
尤
候
�
今
日
十
三
日
�
岐
阜
へ

著
陣
申
候
�
頓
而
凶
徒
等
可
二

討
果
一

候
間
�
可
二

御
心
易
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

 
 
 
 

九
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

家
康
�
花
押
� 

 
 
 
 
 

小
松
宰
相
殿 

 

�
史
料
８
�
は
�
本
文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
�
江
戸
を
発
�
て
�
岐
阜
に
着
い
た
家
康
が
�

長
重
に
送
�
た
書
状
で
あ
る
�
長
重
の
�
御
懇
札
�
に
つ
い
て
了
解
し
た
こ
と
�
利
長
と
�
御

同
意
�
す
る
こ
と
に
つ
い
て
満
足
で
あ
る
と
告
げ
て
い
る
� 

 

こ
の
�
御
懇
札
�
が
何
日
付
で
あ
る
の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
�
家
康
家
臣
西

尾
吉
次
・
言
氏
連
署
の
�
史
料
８
�
の
副
状
に
��
去
月
廿
二
日
之
尊
書
�
と
あ
る
１
６

�
す

な
わ
ち
�
長
重
は
遅
く
と
も
八
月
二
十
二
日
の
段
階
で
利
長
と
和
睦
す
る
方
針
に
切
り
か
え

て
い
た
� 

 

大
聖
寺
落
城
直
後
か
ら
利
長
に
す
り
寄
る
越
前
の
領
主
や
�
右
の
よ
う
な
長
重
の
方
針
転

換
か
ら
明
ら
か
な
通
り
�
大
聖
寺
落
城
以
後
�
加
越
に
所
領
を
持
つ
西
軍
の
中
で
�
厭
戦
の

空
気
が
充
満
し
て
い
た
� 

 

北
国
の
戦
い
を
考
え
る
う
え
で
�
尾
張
・
美
濃
の
戦
い
を
検
討
し
た
山
本
浩
樹
氏
の
重
要

な
指
摘
を
参
考
に
し
た
い
�
山
本
氏
は
��
戦
国
期
の
戦
争
は
�
在
々
の
地
下
人
を
軍
事
力

の
末
端
に
組
み
込
ん
だ
�
い
う
な
れ
ば
��
地
域
ぐ
る
み
�
の
戦
い
で
あ
�
た
��
中
略
�
し

か
し
慶
長
五
年
の
動
乱
で
は
�
織
田
秀
信
領
の
例
に
見
る
ご
と
く
�
鉢
植
え
化
さ
れ
た
大
名

に
よ
る
地
域
支
配
が
し
�
か
り
根
を
張
る
に
は
至
ら
ず
�
戦
乱
の
激
化
に
よ
り
領
国
支
配
体

制
が
も
ろ
く
も
崩
壊
す
る
局
面
が
露
呈
し
た
�
と
す
る
１
７

� 

 

南
加
賀
や
越
前
・
若
狭
も
同
様
に
��
鉢
植
え
化
�
さ
れ
た
大
名
に
よ
る
領
主
交
代
の
激

し
い
地
域
で
あ
�
た
�
こ
れ
は
推
測
の
域
を
全
く
出
な
い
が
�
加
越
に
所
領
を
持
つ
西
軍
も
�

尾
張
・
美
濃
と
同
様
に
�
地
下
人
支
配
が
浸
透
し
て
お
ら
ず
��
四
万
人
�
の
利
長
軍
を
迎

え
撃
つ
に
は
�
あ
ま
り
に
も
士
気
が
低
か
�
た
の
で
は
な
い
か
� 

 

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
�
本
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
�
西
軍
中
枢
か
ら
ま
と
も
な
援

軍
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
状
況
で
あ
ろ
う
�
結
果
�
加
越
の
西
軍
は
�
利
長
軍
に
特
筆
す
る
よ

う
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
な
く
�
利
長
が
上
洛
を
目
指
し
て
再
出
陣
し
た
以
後
�
何
ら
抵
抗

す
る
こ
と
な
く
�
あ
�
さ
り
と
利
長
麾
下
に
降
る
こ
と
に
な
る
� 

 

第
三
章 

西
軍
中
枢
の
軍
事
的
展
開
と
計
画
の
崩
壊 

 

第
一
章
で
�
八
月
当
初
の
計
画
で
は
�
三
万
人
ほ
ど
の
軍
勢
が
北
庄
城
を
核
と
し
て
�
越

前
に
集
結
す
る
は
ず
で
あ
�
た
こ
と
を
確
認
し
�
前
章
で
は
�
西
軍
中
枢
か
ら
派
遣
さ
れ
た

援
軍
は
��
四
万
人
�
の
利
長
軍
を
迎
え
撃
つ
に
は
�
あ
ま
り
に
も
心
細
い
も
の
で
あ
�
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
� 

 

で
は
�
な
ぜ
西
軍
中
枢
は
加
越
の
西
軍
に
対
し
て
ま
と
も
な
援
軍
を
送
れ
な
か
�
た
の
だ

ろ
う
か
�
本
章
で
は
西
軍
中
枢
の
動
向
を
追
い
か
け
�
こ
の
問
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
� 

  

第
一
節 

西
軍
の
形
成 

 

本
節
で
は
ま
ず
�
西
軍
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
� 

 

布
谷
陽
子
氏
は
�
従
来
は
西
軍
の
中
心
人
物
と
し
て
三
成
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
�
た
が
�
毛
利
輝
元
や
宇
喜
多
秀
家
�
前
田
玄
以
・
増
田
長
盛
・
長
束
正
家
�
三
奉

行
�
ら
も
積
極
的
に
西
軍
の
意
思
決
定
を
主
導
し
�
三
成
・
吉
継
挙
兵
後
�
す
ぐ
に
�
二
大

老
�
輝
元
・
秀
家
��
と
�
四
奉
行
�
三
成
・
玄
以
・
長
盛
・
正
家
��
が
西
軍
を
形
成
し
た

�
以
下
�
こ
の
メ
ン
バ
�
を
�
二
大
老
・
四
奉
行
�
と
呼
称
�
と
す
る
１
８

� 

 

ま
た
�
同
氏
は
別
稿
で
��
関
�
原
の
戦
い
�
当
初
は
�
二
大
老
・
四
奉
行
�
が
合
議
に

よ
�
て
西
軍
の
意
思
決
定
を
し
��
二
大
老
が
発
し
た
軍
令
を
受
け
�
四
奉
行
が
そ
の
詳
細

を
伝
達
す
る
と
い
う
形
式
が
見
ら
れ
��
ま
た
�
八
月
四
日
以
降
は
�
二
大
老
・
四
奉
行
�

の
連
署
状
が
発
給
さ
れ
な
く
な
る
が
�
こ
れ
は
�
西
軍
の
東
進
部
署
が
決
定
し
�
各
々
そ
の

場
に
陣
し
て
い
る
武
将
が
対
応
す
る
形
式
へ
変
更
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
�
と
し
て
い
る
１
９

� 

 

白
峰
氏
は
�
布
谷
氏
が
西
軍
を
�
二
大
老
・
四
奉
行
�
体
制
と
捉
え
て
い
る
一
方
��
政

45



権
�
豊
臣
公
儀
��
と
捉
え
�
布
谷
氏
が
指
摘
し
た
役
割
分
担
に
つ
い
て
�
改
易
や
知
行
宛

行
を
追
加
す
る
２
０

� 

�
史
料
９
��
慶
長
五
年
�
七
月
十
二
日
�
前
田
玄
以
・
増
田
長
盛
・
長
束
正
家
連
署
状
写
�

２
１ 

 

大
坂
御
仕
置
之
儀
付
而
�
可
レ

得
二

御
意
一

儀
候
間
�
早
々
可
レ

被
レ

成
二

御
上
一

候
�
於
二

様

子
一

者
�
自
二

安
国
寺
一

可
レ

被
二

申
入
一

候
�
長
老

�
安
国
寺
�

為
二

御
迎
一

�
可
レ

被
二

罷
下
一

之
由
候

へ
共
� 

其
間
も
此
地
之
儀
申
談
候
付
而
�
無
二

其
儀
一

御
座
候
�
猶
�
早
々
奉
レ

待
存
候
�

恐
惶
謹
言
� 

 
 
 
 
 

七
月
十
二
日 

 
 
 
 

長
大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増
右 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
善 

 
 
 
 

輝
元
様 

 
 
 
 
 
 
 

人
々
御
中 

�
史
料
１
０
��
慶
長
五
年
�
七
月
十
五
日
付
�
上
杉
景
勝
宛
島
津
義
弘
書
状
写
�
２
２ 

 

雖
下

未
二

申
通
一

候
上

令
レ

啓
候
�
今
度
内
府
貴
国
へ
出
張
ニ
付
�
輝
元
・
秀
家
を
始
�
大
坂

御
老
衆
・
小
西
・
大
刑
少
・
治
部
少
被
二

仰
談
一

� 

秀
頼
様
御
為
ニ
候
条
�
貴
老
御
手
前

同
意
可
レ

然
之
由
承
候
間
�
拙
者
も
其
通
候
�
委
曲
石
治
ゟ
可
レ

被
レ

申
候
�
以
上
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
兵
入 

 
 
 
 

七
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

維
新 

 
 
 
 

景
勝 

 
 
 
 
 
 

人
々
御
中 

 

布
谷
・
白
峰
両
氏
は
�
主
に
�
史
料
９
��
史
料
１
０
�
を
根
拠
に
�
西
軍
形
成
は
周
到

に
準
備
さ
れ
て
か
ら
な
さ
れ
た
と
す
る
２
３

� 

 

�
史
料
９
�
は
三
成
・
吉
継
の
挙
兵
を
受
け
て
�
三
奉
行
が
毛
利
輝
元
に
上
洛
を
要
請
し

た
も
の
で
あ
る
��
史
料
１
０
�
は
島
津
義
弘
が
上
杉
景
勝
に
充
て
て
�
輝
元
・
秀
家
・
三

奉
行
・
小
西
行
長
・
吉
継
・
三
成
が
相
談
し
て
西
軍
を
結
成
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
�

た
し
か
に
�
こ
れ
だ
け
見
る
と
入
念
な
相
談
の
上
�
西
軍
が
結
成
さ
れ
た
と
思
え
る
� 

�
史
料
１
１
��
慶
長
五
年
�
七
月
二
十
七
日
付
�
秋
田
実
季
宛
榊
原
康
政
書
状
�
２
４ 

 
 
 
 

猶
々
其
表
御
行
之
儀
も
�
先
以
御
延
引
尤
候
�
以
上
� 

 

遠
路
御
使
札
忝
存
候
�
御
帋
面
之
趣
�
則
内
府
ニ
為
二

申
聞
一

候
処
�
被
レ

入
二

御
念
一

段
祝

着
ニ
被
レ

存
候
�
然
者
於
二

上
方
一

石
治
少
・
大
刑
少
別
心
仕
ニ
付
而
�
大
坂
ゟ 

御
袋

�
淀
殿
�

様

并
三
人
之
奉
行
衆
�
北
国
羽
肥
州

�

前

田

利

長

�

な
と
早
々
内
府
被
レ

致
二

上
洛
一

尤
之
由
申
来
候
間
�
右

之
別
心
仕
両
人
為
二

成
敗
一

�
今
度
此
方
へ
御
下
候
上
方
衆
致
二

同
道
一

�
上
洛
被
レ

申
候
�

路
次
中
城
々
へ
も
番
勢
を
入
�
仕
置
丈
夫
ニ
致
被
二

罷
上
一

候
�
此
表
之
仕
置
者
�
武
蔵
守

�
徳
川
秀
忠
�

ニ
被
二

申
渡
一

候
�
旁
可
二

御
心
安
一

候
�
拙
者
式
今
度
者
�
此
方
ニ
残
置
被
レ

申
候
�
相
替

儀
候
者
節
々
可
二

申
達
一

候
�
恐
惶
謹
言
� 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

榊
原
式
部
太
輔 

 
 
 
 

七
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
政
�
花
押
� 

 
 
 
 
 

秋
藤
太
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
報 

�
史
料
１
１
�
は
家
康
の
重
臣
榊
原
康
政
が
�
出
羽
の
大
名
秋
田
実
季
に
三
成
・
吉
継
の

挙
兵
を
報
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
� 

 

�
史
料
１
１
�
に
つ
い
て
笠
谷
和
比
古
氏
は
�
後
に
�
内
府
ち
か
い
の
条
々
�
を
発
布
し

て
家
康
追
討
の
前
面
に
出
て
く
る
の
と
は
異
な
り
�
む
し
ろ
三
成
ら
の
挙
兵
行
動
に
困
惑
し

て
お
り
�
そ
の
鎮
定
を
家
康
に
要
請
し
て
い
る
と
し
�
三
成
・
吉
継
の
挙
兵
の
後
に
�
二
大

老
・
三
奉
行
が
加
担
し
て
西
軍
の
形
成
�
と
い
う
�
西
軍
決
起
の
二
段
階
�
論
を
提
示
す
る

２
５

� 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
��
史
料
１
１
�
か
ら
明
ら
か
な
通
り
�
三
奉
行
は
�
家
康
へ

も
�
も
し
か
す
る
と
利
長
へ
も
�
三
成
・
吉
継
の
挙
兵
を
通
報
し
�
早
々
の
上
洛
を
求
め
て

お
り
��
史
料
９
�
は
そ
の
一
環
で
�
大
老
の
ひ
と
り
で
あ
る
輝
元
に
も
三
成
・
吉
継
の
反

乱
の
鎮
圧
を
要
請
し
た
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
� 

 

つ
ま
り
�
西
軍
形
成
は
七
月
十
二
日
以
降
か
ら
十
五
日
以
内
と
い
う
極
め
て
短
期
間
に
�

急
速
的
に
結
成
さ
れ
た
�
周
到
な
相
談
の
も
と
結
成
さ
れ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
� 

 

こ
れ
は
�
家
康
が
主
導
す
る
�
豊
臣
公
儀
�
に
従
�
て
会
津
出
兵
に
向
か
�
た
諸
大
名
が

基
盤
と
な
�
て
い
る
東
軍
と
は
対
照
的
で
あ
る
� 

  

第
二
節 

�
豊
臣
公
儀
�
の
分
裂 

 

次
に
�
会
津
出
兵
か
ら
��
関
�
原
の
戦
い
�
に
転
換
す
る
に
あ
た
�
て
東
軍
・
西
軍
に

�
豊
臣
公
儀
�
が
分
裂
し
た
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
� 

 

白
峰
氏
は
�
西
軍
は
��
内
府
ち
か
い
の
条
々
�
発
布
に
よ
�
て
�
会
津
出
兵
中
の
家
康

か
ら�
公
儀
性
�を
剥
奪
し
�大
坂
入
城
す
る
こ
と
で
秀
頼
を
直
接
推
戴
す
る
こ
と
に
な
り
�

こ
こ
に
お
い
て
�
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
�
と
も
い
う
べ
き
�
公
儀
�
が
成
立
し
た
と
評
価

す
る
２
６

� 

�
史
料
１
２
��
慶
長
五
年
�
八
月
二
十
二
日
付
�
秋
田
実
季
宛
佐
々
正
孝
書
状
�
２
７ 

①
一
�
上
方
へ
の
路
次
中
�
駿
河
中
式
少
監
物

�

中

村

一

氏

�

・
同
長
丸
人
し
ち
江
戸
へ
被
二

召
寄
一

�
城
々

に
は
内
府
様
御
人
数
を
被
二

入
置
一

候
�
遠
州
懸
川
山
内
対
馬

�
一
豊
�

・
浜
松
堀
尾
信
濃

�
忠
氏
�

・

三
州
吉
田

�

池

田

輝

政

�

之
儀
は
不
レ

及
レ

申
�
田
中
兵
部

�
吉
政
�

・
尾
州
福
島
大
夫

�
正
則
�

殿
兄
弟
し
ち
物
羽
三
左

�
池
田
輝
政
�

へ
被
二

請
取
一

�
是
も
右
之
分
ニ
御
座
候
事
� 

 

一
方
�
山
本
氏
は
�
家
康
は
��
史
料
１
２
�
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
��
文
字
通
り

の
�
天
下
人
�
と
し
て
振
る
舞
�
た
��
家
康
の
軍
事
指
揮
権
は
む
し
ろ
反
転
後
に
強
化
さ

れ
�
東
軍
諸
将
の
支
持
を
得
る
こ
と
で
�
新
た
な
�
公
儀
�
を
創
出
し
た
�
と
評
価
す
る
２
８

� 

筆
者
は
�
以
前
�
利
長
実
母
芳
春
院
の
江
戸
下
向
を
検
討
す
る
上
で
す
こ
し
触
れ
た
�
以

下
�
拙
稿
イ
�
と
す
る
�
２
９

�
芳
春
院
の
江
戸
下
向
は
豊
臣
政
権
の
人
質
政
策
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
が
��
史
料
１
２
�
の
措
置
は
三
奉
行
の
関
与
が
全
く
無
い
�
芳
春
院
江
戸
下

向
と
�
史
料
１
２
�
の
措
置
を
同
質
的
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
�
家
康
に
よ
る

�
公
儀
�
の
萌
芽
と
評
価
し
た
� 

 

加
藤
清
正
が
黒
田
如
水
に
対
し
て
��
如
二

御
存
知
一

�
拙
者
式
な
と
に
ハ
奉
行
衆
よ
り
も 

太
閤
様
被
二 

仰
置
一

筋
目
あ
り
や
う
不
レ

被
二

仰
聞
一

候
間
�
内
府
公
何
を
御
た
て
候
も
�
御

違
候
も
不
レ

存
候
�
と
述
べ
て
い
る
こ
と
や
３
０

�
蜂
須
賀
家
政
が
毛
利
家
臣
堅
田
元
慶
に
�

�
勿
論
近
年
内
符

�
府
�

無
二

御
届
一

儀
共
可
レ

有
二

御
座
一

候
�
雖
レ

然
�
被
レ

奉
レ

対
二 

秀
頼
公
一

�

余
相
違
之
題
目
�
拙
者
式
不
レ

承
候
�
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
３
１

�
政
権
か
ら
家
康
を

排
除
す
る
た
め
の
三
成
・
吉
継
の
挙
兵
に
困
惑
し
て
い
る
大
名
も
確
認
で
き
る
� 

 

つ
ま
り
�
西
軍
は
西
軍
で
正
当
性
�
す
な
わ
ち
�
豊
臣
公
儀
��
を
ア
ピ
�
ル
す
る
必
要

や
�
家
康
に
謀
反
人
の
レ
�
テ
ル
を
貼
り
付
け
る
必
要
も
あ
�
た
�
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
�
内

府
ち
か
い
の
条
々
���
換
言
す
る
な
ら
ば
�
秀
頼
の
意
向
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
を
装
う
必

要
が
あ
�
た
� 

 

実
際
��
史
料
１
２
�
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
�
西
軍
が
形
成
さ
れ
た
後
も
家
康
の

創
出
し
た
�
公
儀
�
を
�
豊
臣
公
儀
�
と
認
め
て
従
う
大
名
も
多
数
お
り
�
�
東
軍
��
白

峰
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
��
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
�
は
�
家
康
が
創
出
し
た
�
豊
臣
公

儀
�
を
圧
倒
し
た
と
ま
で
言
え
る
か
は
疑
問
が
残
る
� 

 

三
成
・
輝
元
�
家
康
両
陣
営
は
�
そ
れ
ぞ
れ
に
�
公
儀
�
を
創
出
し
�
す
な
わ
ち
西
軍
・

東
軍
の
形
成
��
諸
大
名
そ
れ
ぞ
れ
が
�
自
身
の
認
め
る
�
公
儀
�
に
従
う
こ
と
で
�
豊
臣

公
儀
�
は
分
裂
す
る
こ
と
に
な
�
た
の
で
あ
る
�
た
し
か
に
西
軍
は
物
理
的
に
秀
頼
を
掌
握

し
て
い
る
が
��
秀
頼
様
御
為
�
を
掲
げ
て
正
当
性
を
ア
ピ
�
ル
す
る
東
軍
大
名
も
い
た
の

も
事
実
で
あ
る
３
２

�
決
し
て
西
軍
優
勢
で
�
関
�
原
の
戦
い
�
が
始
ま
�
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
� 

  

第
三
節 

西
軍
の
軍
事
的
展
開
①―

輝
元
軍
の
動
向―

 

 

本
節
で
は
�
西
軍
の
総
大
将
と
さ
れ
た
毛
利
輝
元
の
動
向
を
見
て
お
き
た
い
� 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
�
前
掲
の
布
谷
氏
の
研
究
に
よ
る
と
�
八
月
一
日
に
伏
見
城
を
落
と

し
た
西
軍
は
�
八
月
四
日
以
降
に
美
濃
・
伊
勢
・
北
陸
な
ど
へ
軍
事
的
展
開
を
し
��
二
大

老
・
四
奉
行
�
の
合
議
で
軍
令
等
出
し
て
い
た
形
態
か
ら
�
方
面
軍
ご
と
に
意
思
決
定
す
る

形
態
へ
と
転
換
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
３

� 

 

周
知
の
通
り
�
美
濃
方
面
へ
は
三
成
や
宇
喜
多
秀
家
�
島
津
義
弘
�
小
西
行
長
ら
�
伊
勢

67



方
面
は
毛
利
秀
元
・
吉
川
広
家
ら
�
北
国
方
面
は
吉
継
ら
が
向
か
�
た
�
一
方
�
後
述
す
る

が
�
伊
勢
方
面
へ
出
馬
す
る
予
定
の
輝
元
は
終
始
大
坂
城
を
出
ず
に
�
関
�
原
の
戦
い
�
が

終
わ
�
て
し
ま
う
� 

 

こ
の
こ
と
に
関
し
て
�
光
成
準
治
氏
や
�
山
本
氏
の
研
究
が
あ
る
３
４

��
関
�
原
の
戦
い
�

時
の
輝
元
は
�
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
東
軍
の
拠
点
制
圧
に
重
き
を
置
い
て
い
た
と
さ
れ
る
� 

 

つ
ま
り
�
西
軍
主
力
の
輝
元
軍
は
西
国
に
目
線
が
向
い
て
お
り
�
美
濃
・
伊
勢
・
北
国
方

面
へ
軍
勢
を
派
遣
で
き
な
か
�
た
�
あ
る
い
は
し
な
か
�
た
�
の
で
あ
る
� 

 

ま
た
�
輝
元
軍
を
考
え
る
う
え
で
�
同
時
期
に
起
こ
�
た
大
津
城
の
戦
い
に
関
す
る
五
十

嵐
正
也
氏
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
３
５

� 

 

従
来
�
大
津
城
の
戦
い
は
�
急
遽
北
国
方
面
か
ら
居
城
大
津
城
に
戻
�
た
京
極
高
次
は
�

輝
元
軍
や
立
花
宗
茂
軍
な
ど
を
釘
付
け
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
�
関
�
原
に
お
い
て
�
西
軍

の
軍
勢
が
揃
う
こ
と
を
阻
止
す
る
功
績
を
あ
げ
た
�
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
� 

 

し
か
し
�
大
津
城
の
戦
い
後
�
九
月
十
四
日
以
降
��
関
�
原
に
向
か
�
た
大
津
城
攻
撃

軍
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
�
大
津
城
の
戦
い
の
意
義
が
��
西
軍
の

足
止
説
�
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
否
定
し
�
大
津
城
の
戦
い
が
無
く
と
も
�
関
�
原
へ
向
か

�
た
軍
勢
は
い
な
か
�
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
� 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
�
輝
元
本
軍
�
と
立
花
宗
茂
な
ど
一
部
の
九
州
の
大
名
�
が
来
な
い
ま

ま
�
三
成
は
関
�
原
で
決
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
�
濃
尾
方
面
西
軍
の
軍
勢
の
不
足
は
否

め
な
い
の
で
あ
�
た
� 

  

第
四
節 

西
軍
の
軍
事
的
展
開
②―

濃
尾
方
面
の
西
軍
の
動
向―

 

 

本
節
で
は
�
濃
尾
方
面
に
出
馬
し
よ
う
と
し
て
い
た
三
成
が
�
ど
の
よ
う
な
構
想
を
抱
い

て
い
た
の
か
を
確
認
し
�
実
際
の
濃
尾
方
面
の
戦
況
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
を
検
討

す
る
� 

�
史
料
１
３
��
慶
長
五
年
�
八
月
五
日
付
�
真
田
昌
幸
・
信
之
・
信
繁
宛
石
田
三
成
書
状
�

３
６ 

⑩
一
�
拙
者
儀
�
先
尾
州
表
へ
岐
阜
中
納
言

�

織

田

秀

信

�

殿
申
談
人
数
出
候
�
福
島
左
太

�
正
則
�

只
今
御
理
申
半

ニ
候
�
於
二

相
済
一

者
三
州
表
へ
可
二

打
出
一

候
�
も
し
於
レ

不
レ

済
者
清
須
へ
勢
州
口
一

所
ニ
成
候
て
可
レ

及
レ

行
候
�
尚
吉
事
可
二

申
承
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

�
史
料
１
４
��
慶
長
五
年
�
八
月
十
日
付
�
佐
竹
義
宣
宛
石
田
三
成
書
状
写
�
３
７ 

⑨
一
�
万
か
一
茂

家
康
う
ろ
た
ゑ
候
て
上
候
ハ
ヽ
�
尾
州
・
三
州
之
間
ニ
而

可
二

討
果
一

儀
案
中

に
候
�
然
間
三
口
被
レ

遣
人
数
備
書
立
為
二

御
披
見
一

進
レ

之
事
� 

�
中
略
� 

⑪
一
�
為
二

仕
置
一

輝
元
人
数
一
万
余
�
先
吉
川
・
安
国
寺
�
長
束
大
蔵
同
道
ニ
而

勢
州
へ
一
昨

日
出
陣
�
輝
元
儀
ハ
浜
松
辺
へ
出
陣
�
家
康
上
着
之
刻
三
万
召
供
出
連
�
可
レ

上
候
ニ

相

定
候
�
其
外
勢
州
へ
手
む
け
之
人
数
す
ゝ
か

�

鈴

鹿

�

を
こ
し

�

越

�

次
第
〱
ニ

く
り
出
候
之
事
� 

⑫
一
�
我
等
事
�
尾
濃
境
目
之
為
二

仕
置
一

�
尾
州
表
一
昨
日
八
日
罷
出
候
�
岐
阜
衆
与

申
談

事
候
�
九
州
衆
ハ
佐
和
山
ニ
人
数
入
次
第
可
二

打
出
一

候
申
事
候
� 

 

�
史
料
１
３
�
は
�
三
成
が
�
真
田
父
子
に
宛
て
て
各
地
の
様
子
を
知
ら
せ
た
長
文
の
史

料
の
抜
粋
で
あ
る
�
内
容
は
�
三
成
は
�
岐
阜
城
主
織
田
秀
信
と
相
談
し
て
尾
張
方
面
に
軍

勢
を
出
す
こ
と
�
福
島
正
則
を
説
得
中
で
あ
る
こ
と
�
無
事
に
完
了
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
三
河

方
面
へ
軍
を
進
め
る
こ
と
�
も
し
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
伊
勢
方
面
西
軍
と
一
緒
に
清
須
を

攻
撃
す
る
こ
と
�
が
書
か
れ
て
い
る
� 

 

�
史
料
１
４
�
は
�
同
じ
く
三
成
が
�
常
陸
の
大
名
佐
竹
義
宣
に
宛
て
て
�
同
様
に
各
地

の
様
子
を
知
ら
せ
た
長
文
の
書
状
の
抜
粋
で
あ
る
�
⑨
で
は
�
家
康
が
�
う
ろ
た
ゑ
�
て
上

洛
を
し
て
き
た
場
合
�
尾
張
・
三
河
間
で
�
討
果
�
す
計
画
で
あ
る
こ
と
�
⑪
で
は
��
先

発
隊
の
�
輝
元
の
軍
勢
が
吉
川
広
家
・
安
国
寺
恵
瓊
・
長
束
正
家
ら
と
伊
勢
方
面
へ
一
昨
日

出
陣
し
�
輝
元
は
浜
松
へ
向
け
て
出
陣
し
��
輝
元
軍
は
��
家
康
が
上
洛
し
て
き
た
と
こ
ろ

を
伊
勢
方
面
軍
が
鈴
鹿
を
越
し
次
第
に
出
撃
す
る
こ
と
�
⑫
で
は
�
三
成
は
濃
尾
の
境
目
の

�
為
仕
置
��
尾
張
方
面
へ
一
昨
日
出
陣
し
た
��
こ
の
件
は
��
岐
阜
衆
�
と
相
談
す
る
��
九

州
衆
�
は
佐
和
山
城
に
詰
め
さ
せ
�
必
要
次
第
に
出
撃
す
る
�
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
� 

 

つ
ま
り
�
三
成
は
家
康
を
尾
張
・
三
河
国
境
�
あ
る
い
は
浜
松
�
で
討
ち
果
た
す
計
画
を

立
て
て
い
た
� 

一
方
で
��
史
料
３
��
八
月
一
日
�
の
時
点
で
�
自
身
で
軍
勢
を
率
い
て
で
も
越
前
へ
援

軍
に
駆
け
付
け
る
と
豪
語
し
て
い
た
三
成
は
�
士
気
を
上
げ
る
た
め
の
社
交
辞
令
だ
ろ
う

が
��
遅
く
と
も
�
史
料
１
４
��
八
月
十
日
�
の
時
点
で
�
北
国
�
加
越
�
を
放
棄
し
た
こ

と
が
わ
か
る
�
三
成
の
目
線
は
濃
尾
方
面
に
向
い
て
い
た
�
こ
れ
は
前
掲
布
谷
氏
の
指
摘
す

る
よ
う
に
�
三
成
は
濃
尾
方
面
西
軍
を
指
揮
す
る
立
場
に
な
�
た
か
ら
で
あ
ろ
う
� 

 

岐
阜
・
犬
山
を
押
さ
え
た
三
成
で
あ
�
た
が
�
福
島
正
則
が
家
康
へ
の
加
担
を
決
意
し
て

清
須
に
帰
還
し
た
時
点
で
�
三
成
は
尾
張
攻
略
の
時
期
を
逸
し
て
�
主
導
権
を
東
軍
に
握
ら

れ
る
こ
と
に
な
�
た
�
そ
し
て
�
八
月
二
十
三
日
�
岐
阜
城
が
即
日
落
城
�
三
成
は
岐
阜
城

に
向
け
て
援
軍
を
出
す
も
�
田
中
吉
政
・
黒
田
長
政
勢
に
一
蹴
さ
れ
�
主
戦
場
は
西
美
濃
へ

移
�
て
い
く
３
８

� 

  

第
五
節 

西
軍
の
軍
事
的
展
開
③―

小
早
川
秀
秋
の
動
向―

 

 

本
節
で
は
�
西
軍
の
主
力
部
隊
で
あ
る
�
小
早
川
秀
秋
の
動
向
を
見
て
い
く
� 

 

前
掲
�
史
料
７
�
④
で
は
�
利
長
軍
の
勢
い
が
激
し
く
��
お
そ
ら
く
加
越
の
西
軍
か
ら
�

援
軍
要
請
が
あ
�
た
の
で
�
さ
ら
な
る
加
勢
と
し
て
宇
喜
多
秀
家
か
�
小
早
川
秀
秋
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な
�
た
�
と
記
さ
れ
て
い
る
� 

�
史
料
１
５
��
慶
長
五
年
�
八
月
二
十
二
日
付
�
秋
田
実
季
宛
佐
々
正
孝
書
状
�
３
９ 

⑮
一
�
大

刑

�
大
谷
吉
継
�

つ
る
か

�

敦

賀

�

ニ
居
申
羽
肥
前

�

利

長

�

殿
御
上
之
由
を
ね
木
の
へ

�
木
ノ
芽
峠
カ
�

ニ
取
出
ヲ
仕
ふ
せ
き
可
レ

申
由
候
て
�
筑
前
中
納
言

�

小

早

川

秀

秋

�

殿
を
為
二

物
主
一

�
其
外
若
狭
侍
従

�

木

下

勝

俊

�

・
鍋
嶋
信
濃

�
勝
茂
�

・
毛
利
豊
前

�
吉
政
�

か
や
う
之
衆
壱
万
余
之
つ
も
り
に
て
�
右
之
取
出
ヲ
こ
し
ら
へ
申
候
由
候
� 

 

当
時
江
戸
に
い
る
家
康
の
そ
ば
で
活
動
し
て
い
た
佐
々
正
孝
が
�
秋
田
実
季
に
�
小
早
川

秀
秋
を
大
将
と
し
て
木
下
勝
俊
・
鍋
島
勝
茂
・
毛
利
吉
政
ら
一
万
の
軍
勢
が
�
ね
木
の
へ
�
木

の
芽
峠
カ
��
に
�
取
手
�
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
� 

 

し
か
し
な
が
ら
�
秀
秋
は
じ
め
�
木
下
・
鍋
島
・
毛
利
ら
が
越
前
ま
で
進
軍
し
た
形
跡
は
�

今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
�
つ
ま
り
��
壱
万
余
�
の
加
勢
は
来
て
い
な
か
�
た
と
考
え

ら
れ
る
�
加
越
の
西
軍
の
一
縷
の
望
み
は
断
た
れ
て
し
ま
�
て
い
た
� 

 

八
月
十
九
日
に
秀
秋
は
家
臣
八
名
に
対
し
て
知
行
宛
行
状
を
発
給
す
る
が
�
こ
れ
は
�
戦

の
一
区
切
り
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
４
０

�
つ
ま
り
�
別
の
方
面
へ
進
軍
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
� 

ま
た
��
慶
長
五
年
�
八
月
二
十
九
日
付
�
黒
河
内
長
三
宛
保
科
正
光
書
状
�
で
は
�
八

月
二
十
九
日
時
点
で
�
徳
川
家
臣
保
科
正
光
に
よ
�
て
�
大
垣
城
で
秀
秋
が
他
の
西
軍
中
枢

メ
ン
バ
�
と
籠
城
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
４
１

� 

し
か
し
�
こ
の
時
期
に
出
さ
れ
た
禁
制
の
署
名
者
は
�
奥
か
ら
�
宇
喜
多
秀
家
・
島
津
義

弘
・
小
西
行
長
・
石
田
三
成
の
四
名
で
あ
り
�
秀
秋
の
名
前
は
な
く
４
２

� 

一
方
で
�
九
月

日
付
で
秀
秋
は
単
独
で
成
菩
提
院
�
滋
賀
県
米
原
市
�
に
禁
制
を
発
給
し
て
お
り
�
秀
秋
は

大
垣
城
に
入
�
て
な
か
�
た
の
で
は
な
い
か
� 

白
峰
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
�
秀
秋
は
九
月
十
四
日
に
松
尾
山
城
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が

４
３

�
以
上
の
通
り
�
伏
見
落
城
後
か
ら
松
尾
山
入
城
ま
で
の
秀
秋
の
動
向
は
不
明
な
点
が
多

い
４
４

� 

 

 

第
六
節 

西
軍
の
軍
事
的
展
開
④―

大
谷
吉
継
の
動
向―

 

 

最
後
に
�
西
軍
中
枢
メ
ン
バ
�
の
ひ
と
り
で
あ
り
�
北
国
方
面
西
軍
の
総
大
将
に
位
置
付

け
ら
れ
た
大
谷
吉
継
の
動
向
を
見
て
い
く
� 

�
慶
長
五
年
�
八
月
一
日
付
�
大
谷
吉
継
宛
毛
利
輝
元
書
状
写
�
で
は
４
５

�
尚
々
書
に
�
山

口
玄
蕃
所
へ
書
状
遣
レ

之
条
�
相
届
候
や
う
に
憑
申
候
�
と
あ
る
こ
と
や
�
前
掲
�
史
料
２
�

で
吉
継
が
府
中
城
後
略
に
固
執
せ
ず
�
北
庄
城
へ
向
か
�
た
こ
と
や
�
や
は
り
北
国
方
面
に

派
遣
さ
れ
た
西
軍
は
�
大
聖
寺
城
�
あ
る
い
は
小
松
城
も
�
の
救
援
が
メ
イ
ン
ミ
�
シ
�
ン

で
あ
�
た
こ
と
が
伺
え
る
� 

 

吉
継
が
北
国
を
離
れ
て
美
濃
方
面
に
向
か
う
過
程
を
詳
細
に
語
る
一
次
史
料
は
今
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
な
い
�
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
�
慶
長
見
聞
書
�
に
よ
る
と
�
八
月
二
十
二
日

89



に
大
坂
へ
向
か
う
た
め
に
北
国
を
発
�
た
が
�
疋
田
�
福
井
県
敦
賀
市
�
で
三
成
ら
か
ら
岐

阜
落
城
の
飛
脚
を
受
け
取
�
た
こ
と
�
そ
し
て
美
濃
の
西
軍
に
加
勢
す
る
た
め
に
�
加
賀
ま

で
出
陣
し
た
大
谷
大
学
以
下
を
関
�
原
に
呼
び
寄
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
４
６

� 

 

残
念
な
が
ら
�
実
情
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
�
吉
継
が
越
前
を
離
れ
ざ
る
を
え
な
く
な

り
�
そ
し
て
美
濃
へ
向
か
�
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
� 

  

小
括 

以
上
�
本
章
で
は
乱
雑
に
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
の
で
�
一
旦
ま
と
め
て
お
き
た
い
� 

 

西
軍
が
周
到
な
準
備
の
下
結
成
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
�
や
は
り
急
ご
し
ら
え
の

感
は
否
め
な
い
�
こ
こ
に
�
家
康
主
導
の
�
豊
臣
公
儀
�
に
従
�
て
会
津
出
兵
に
出
陣
し
た

諸
大
名
を
ベ
�
ス
と
す
る
東
軍
と
の
差
異
が
あ
る
�
結
果
論
か
も
し
れ
な
い
が
��
内
府
ち

か
い
の
条
々
�
が
東
軍
の
諸
大
名
に
効
果
を
発
揮
し
な
か
�
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
か
も
し

れ
な
い
� 

 

ま
た
��
二
大
老
・
四
奉
行
�
体
制
�
政
権
�
の
成
立
に
よ
�
て
�
二
大
老
・
四
奉
行
�

は
�
公
儀
�
を
創
出
し
�
家
康
の
正
当
性
を
は
く
奪
し
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
で
�
筆

者
は
��
秀
頼
を
推
戴
し
て
い
る
�
と
い
う
体
を
装
�
て
い
る
以
上
の
実
態
は
な
く
��
豊
臣

公
儀
�
は
西
軍
・
東
軍
そ
れ
ぞ
れ
の
�
公
儀
�
に
分
裂
し
�
諸
大
名
は
そ
れ
ぞ
れ
が
支
持
す

る
�
公
儀
�
に
従
�
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
� 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
�
西
軍
・
東
軍
の
掲
げ
る
�
公
儀
�
は
と
も
に
盤
石
な
も
の
で
は
な

く
�
ど
う
転
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
不
安
定
な
も
の
で
あ
�
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
� 

 

そ
し
て
�
輝
元
軍
�
濃
尾
方
面
の
西
軍
�
小
早
川
秀
秋
�
大
谷
吉
継
の
動
向
を
概
観
し
て

き
た
が
�
西
国
に
目
線
が
向
い
て
い
る
輝
元
�
計
画
通
り
に
尾
張
・
三
河
を
制
圧
で
き
な
か

�
た
三
成
�
挙
動
不
明
な
秀
秋
�
北
国
方
面
を
離
れ
る
吉
継
�
を
確
認
し
た
� 

そ
の
結
果
�
濃
尾
方
面
に
出
撃
し
て
き
た
東
軍
本
隊
へ
の
対
応
が
後
手
に
な
り
�
も
は
や

西
軍
は
�
家
康
を
討
ち
取
る
し
か
勝
利
へ
の
道
が
な
い
状
況
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
� 

 

つ
ま
り
�
西
軍
は
�
福
島
正
則
を
は
じ
め
と
す
る
濃
尾
方
面
軍
の
尾
張
到
着
を
許
し
た
後
�

北
国
方
面
よ
り
も
美
濃
に
軍
勢
を
集
中
さ
せ
る
作
戦
に
転
換
し
�
そ
れ
は
岐
阜
落
城
以
後
顕

著
に
な
る
�
吉
継
が
北
国
方
面
軍
と
し
て
留
ま
れ
な
か
�
た
の
も
�
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る

の
で
は
な
い
か
� 

 

お
わ
り
に 

 

第
一
章
で
は
�
南
下
し
て
く
る
利
長
軍
に
対
し
て
�
西
軍
は
ど
の
よ
う
に
し
て
迎
え
撃
つ

計
画
で
あ
�
た
の
か
を
確
認
し
た
�
対
利
長
軍
の
拠
点
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
越
前
北
庄
城

で
あ
り
�
北
庄
城
か
ら
�
最
前
線
の
大
聖
寺
城
・
小
松
城
に
援
軍
が
派
遣
さ
れ
る
計
画
で
あ

�
た
� 

 

第
二
章
で
は
�
第
一
章
の
計
画
を
踏
ま
え
て
�
実
際
に
戦
況
は
ど
の
よ
う
に
な
�
て
い
た

の
か
を
検
討
し
た
�
計
画
段
階
で
は
�
約
三
万
人
も
の
軍
勢
が
越
前
に
集
結
す
る
は
ず
で
あ

�
た
が
�
実
際
に
来
た
援
軍
は
四
千
人
ほ
ど
で
あ
�
た
�
利
長
軍
が
�
四
万
人
�
と
い
う
情

報
が
広
ま
�
て
い
た
加
越
地
域
に
対
す
る
援
軍
と
し
て
は
�
あ
ま
り
に
も
心
も
と
な
い
援
軍

で
あ
�
た
�
そ
の
た
め
�
加
越
の
西
軍
諸
将
は
大
し
た
抵
抗
も
な
く
�
利
長
軍
に
降
る
こ
と

に
な
�
た
� 

 

第
三
章
で
は
�
な
ぜ
北
国
へ
の
援
軍
が
な
お
ざ
り
に
な
�
た
の
か
と
い
う
問
題
を
�
西
軍

中
枢
メ
ン
バ
�
の
動
向
を
概
観
す
る
こ
と
で
検
討
し
た
�
秀
頼
を
物
理
的
に
掌
握
し
た
西
軍

で
あ
�
て
も
�
不
安
定
な
�
公
儀
�
で
あ
り
�
こ
れ
は
東
軍
も
同
様
��
決
し
て
西
軍
優
勢

で
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
�
そ
し
て
浜
松
で
家
康
を
討
ち

取
る
と
豪
語
し
て
い
た
三
成
で
あ
�
た
が
�
そ
の
計
画
は
早
々
に
打
ち
砕
か
れ
�
美
濃
に
西

軍
を
集
中
さ
せ
る
方
針
に
転
換
す
る
�
故
に
北
国
の
対
応
が
な
お
ざ
り
に
な
�
て
し
ま
�
た
�

と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
� 

 

以
上
�
雑
多
に
事
例
を
紹
介
す
る
よ
う
な
内
容
に
な
�
て
し
ま
�
た
が
�
本
研
究
を
通
じ

て
再
認
識
し
た
こ
と
は
�
北
国
の
戦
い
を
検
討
す
る
の
に
�
北
国
だ
け
見
つ
め
て
い
て
も
な

に
も
わ
か
ら
な
い
�
と
い
う
こ
と
で
あ
る
�
そ
れ
は
北
国
だ
け
に
限
ら
ず
�
他
地
域
の
戦
い

も
�
ひ
い
て
は
�
関
�
原
の
戦
い
�
を
理
解
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
ろ
う
� 

 

今
後
は
�
特
に
�
豊
臣
公
儀
�
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
�
さ
ら
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
�
痛
感
し
た
�
今
後
も
�
関
�
原
の
戦
い
�
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
� 

 

 

１

以
下
�
慶
長
五
年
七
月
の
石
田
三
成
・
大
谷
吉
継
の
挙
兵
以
降
に
お
き
た
各
地
で
の
戦
い
も
含
め
て
広
義

に
�
関
�
原
の
戦
い
�
と
捉
え
�
鍵
括
弧
を
つ
け
て
呼
称
す
る
�
ま
た
�
美
濃
国
関
�
原
で
起
き
た
戦
い

を
�
本
戦
�
と
呼
称
し
�
そ
の
ほ
か
の
地
方
で
の
戦
い
を
�
北
国
の
戦
い
�
な
ど
と
呼
称
す
る
�
な
お
�

本
報
告
に
お
け
る
�
北
国
�
は
�
若
狭
・
越
前
・
加
賀
・
能
登
・
越
中
・
越
後
国
�
を
指
す
こ
と
と
す

る
� 

２

北
村
太
智
��
関
�
原
の
戦
い
�
と
北
国
���
織
豊
期
研
究
�
第
二
五
号
�
二
〇
二
三
年
②
� 

３

外
岡
慎
一
郎
�
大
谷
吉
継
��
戎
光
祥
出
版
�
二
〇
一
六
年
①
��
同
�
大
谷
吉
継
の
関
�
原
Ⅰ
�
関
�
原

へ
の
途
���
敦
賀
市
立
博
物
館
紀
要
�
第
三
一
号
�
二
〇
一
六
年
②
��
同
��
関
�
原
�
を
読
む―

戦
国

武
将
の
手
紙
��
同
成
社
�
二
〇
一
八
年
��
同
�
第
八
章 

大
谷
吉
継
の
戦
い
�(

白
峰
旬
編
�
関
�
原
大

乱
�
本
当
の
勝
者
��
朝
日
新
書
�
二
〇
二
〇
年
��
ま
た
�
敦
賀
市
立
博
物
館
が
発
行
し
て
い
る
図
録

�
大
谷
吉
継
と
西
軍
の
関
�
原
��
二
〇
一
六
年
��
同
館
主
催
に
よ
る
外
岡
氏
の
講
演
会
の
講
演
録
を
ま

と
め
た
�
吉
継
カ
フ
�
記
録
集
��
二
〇
一
七
年
�・�
吉
継
カ
フ
�
記
録
集
２
��
二
〇
二
一
年
�
な
ど
も

外
岡
氏
の
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
� 

４

真
田
宝
物
館
所
蔵
�
愛
知
県
史 

資
料
編
十
三
織
豊
三
�
九
二
七
号
��
後
掲
�
史
料
⑬
�� 

５

真
田
宝
物
館
所
蔵
�
愛
知
県
史 

資
料
編
十
三
織
豊
三
�
九
二
八
号
��
紙
幅
の
都
合
上
�
改
行
は
ス
ラ

�
シ
�
で
表
し
た
� 

６

堀
尾
吉
晴
は
慶
長
四
年
に
越
前
府
中
五
万
石
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
��
関
�
原
の
戦
い
�
時
は
�
三
河

池
鯉
鮒
で
刃
傷
沙
汰
に
遭
い
�
田
中
吉
政
の
居
城
岡
崎
城
で
療
養
し
て
お
り
�
府
中
城
に
は
い
な
か
�

た
� 

７

�
慶
長
五
年
�
八
月
十
八
日
付
�
麻
生
吉
右
衛
門
・
里
夕
宛
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
連
署
状
写
���
松
井

文
庫
所
蔵
古
文
書
調
査
報
告
書 

三
��� 

８

�
慶
長
五
年
�
八
月
二
十
五
日
付
�
中
川
秀
成
宛
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
連
書
状
���
中
川
家
文
書
�
九

四
号
�� 

９

�
越
前
若
狭
古
文
書
選
�� 

１
０

二
本
松
市
歴
史
館
寄
託
�
木
越
隆
三
・
庄
田
孝
輔
�
浅
井
畷
奇
襲
直
前
に
関
す
る
�
覚
書
�
及
び
九
月

十
八
日
付
�
丹
羽
長
重
和
睦
起
請
文
�
に
つ
い
て―

二
本
松
市
・
丹
羽
家
文
書
調
査
か
ら―

���
研
究
紀

要 

近
世
史
料
研
究
�
第
二
号
�
二
〇
二
四
年
��
史
料
名
・
翻
刻
は
�
木
越
・
庄
田
二
〇
二
四
�
に
よ

    

る
� 

１
１

木
越
氏
執
筆
部
分
�
木
越
・
庄
田
二
〇
二
四
�� 

１
２

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
�
同
館
の
目
録
で
は
写
本
と
さ
れ
て
い
る
� 

１
３

巻
末
に
�
風
御
子
書
之
�
と
あ
る
が
詳
細
は
不
明
� 

１
４

岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
所
蔵
�
丸
数
字
は
史
料
全
体
で
み
た
箇
条
目
を
表
す
�
以
下
同
�� 

１
５

�
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書 

下
巻
�� 

１
６

�
慶
長
五
年
�
九
月
十
四
日
付
�
丹
羽
長
重
宛
西
尾
吉
次
・
言
氏
連
書
状
���
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野

研
究
室
収
集
文
書
�
下
巻
�� 

１
７

山
本
浩
樹
�
関
�
原
合
戦
と
尾
張
・
美
濃
��
谷
口
央
編
�
関
�
原
合
戦
の
深
層
��
高
志
書
院
�
二
〇

一
四
年
��� 

１
８

布
谷
陽
子
�
関
�
原
合
戦
の
再
検
討―

慶
長
五
年
七
月
十
七
日
前
後―

��
谷
徹
也
編
�
石
田
三
成
��

戎
光
祥
出
版
�
二
〇
一
八
年
�
初
出
二
〇
〇
五
年
�� 

１
９

布
谷
陽
子
�
関
�
原
合
戦
と
二
大
老
・
四
奉
行
���
史
叢
�
第
七
七
号
�
二
〇
〇
七
年
�� 

２
０

白
峰
旬
�
慶
長
五
年
七
月
�
同
年
九
月
に
お
け
る
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
の
形
成
に
つ
い
て
���
別
府

大
学
紀
要
�
五
二
�
二
〇
一
一
年
��
同
�
豊
臣
公
儀
と
し
て
の
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
���
史
学
論
叢
�

四
六
�
二
〇
一
六
年
�� 

２
１

�
松
井
文
庫
所
蔵
古
文
書
調
査
報
告
書 

二
�� 

２
２

�
旧
記
雑
録
後
編
三
�
一
一
二
六
号
�
筆
者
は
こ
の
史
料
の
信
憑
性
に
疑
義
を
呈
し
た
い
�
島
津
義
弘

が
こ
れ
ま
で
上
杉
景
勝
と
全
く
連
絡
を
と
�
て
い
な
か
�
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
�
書
札
礼
を
み
て

も
�
こ
の
書
状
を
根
拠
に
議
論
す
る
の
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
� 

２
３

ま
た
�
白
峰
氏
は
�
七
月
五
日
に
宇
喜
多
秀
家
が
豊
国
社
に
参
詣
し
た
こ
と
よ
り
�
家
康
討
伐
の
決
起

の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
先
行
研
究
の
見
解
に
則
る
�
筆
者
は
�
大
西
泰
正
氏
が
述
べ
る
よ
う

に
�
大
西
泰
正
�
第
七
章 

宇
喜
多
秀
家
の
戦
い
��
白
峰
旬
編
�
関
�
原
大
乱
�
本
当
の
勝
者
��
朝
日

新
書
�
二
〇
二
〇
年
���
会
津
出
兵
に
関
わ
る
戦
勝
祈
願
�
豊
臣
軍
が
上
杉
軍
に
勝
利
す
る
よ
う
に
�
で

あ
る
と
考
え
る
� 

２
４

�
秋
田
家
文
書
��
青
森
県
史
資
料
編
中
世
二
�
七
七
五
号
� 
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２
５

笠
谷
和
比
古
�
論
争
関
�
原
合
戦
�
新
潮
選
書
���
新
潮
社
�
二
〇
二
二
年
� 

２
６

�
白
峰
二
〇
一
一
・
二
〇
一
六
�� 

２
７

東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
�
青
森
県
史 

資
料
編
中
世
二
�
七
八
〇
号
� 

２
８

山
本
浩
樹
�
石
田
三
成
と
毛
利
輝
元―

関
�
原
合
戦
前
史―

��
太
田
浩
司
編
�
石
田
三
成
��
宮
帯
出

版
�
二
〇
二
二
年
�� 

２
９

北
村
太
智
�
芳
春
院
江
戸
下
向
の
再
検
討
���
加
賀
藩
研
究
�
第
一
三
号
�
二
〇
二
三
年
①
�� 

３
０

福
岡
市
博
物
館
蔵
�
山
田
貴
司
�
関
�
原
合
戦
前
後
に
お
け
る
加
藤
清
正
の
動
向
��
同
編
著
�
加
藤
清

正
��
戎
光
祥
出
版
�
二
〇
一
四
年
�
初
出
二
〇
一
二
年
�� 

３
１

�
慶
長
五
年
�
七
月
十
六
日
付
�
堅
田
元
慶
宛
蜂
須
賀
家
政
書
状
���
毛
利
家
文
書
�
一
〇
一
九
�� 

３
２

�
慶
長
五
年
�
八
月
二
十
四
日
付
�
浅
野
長
政
宛
福
島
正
則
書
状
���
浅
野
家
文
書
�
一
一
四
号
��
慶

長
五
年
九
月
十
五
日
付
�
中
川
秀
成
宛
加
藤
清
正
起
請
文
�(

�
中
川
家
文
書
�
九
六
号)

� 

３
３

�
布
谷
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
七
�� 

３
４

光
成
準
治
�
軍
事
力
編
成
か
ら
み
た
毛
利
氏
の
関
�
原
��
谷
口
央
編
�
関
�
原
合
戦
の
深
層
��
高
志

書
院
�
二
〇
一
四
年
���
同
�
関
�
原
前
夜
��
角
川
ソ
フ
�
ア
文
庫
�
二
〇
一
八
年
���
山
本
二
〇
二

二
�� 

３
５

五
十
嵐
正
也
�
大
津
城
の
戦
い
の
再
検
討 ―

�
足
止
説
�
を
中
心
に―
���
大
津
市
歴
史
博
物
館
紀

要
�
二
八
�
二
〇
二
三
年
�� 

３
６

前
掲
註
４
� 

３
７

�
歴
代
古
案
���
愛
知
県
史 

資
料
編
十
三
織
豊
三
�
九
三
九
号
�� 

３
８

�
山
本
二
〇
一
四
�� 

３
９

前
掲
�
史
料
⑫
�� 

４
０

例
え
ば
�
利
長
は
八
月
十
二
日
に
一
度
金
沢
城
に
帰
還
し
た
際
に
�
家
臣
に
感
状
を
発
給
し
て
い
る
� 

４
１

�
保
科
御
事
歴
��
愛
知
県
史 

資
料
編
十
三
織
豊
三
�
一
〇
〇
四
号
�
当
時
保
科
は
浜
松
城
の
城
番
を

務
め
て
お
り
��
史
料
⑫
�
の
措
置
に
よ
る
��
黒
河
内
は
江
戸
に
居
た
�
白
峰
旬
�
新
視
点
関
�
原
合

戦
��
平
凡
社
�
二
〇
一
九
年
��� 

４
２

宇
土
市
教
育
委
員
会
編
�
宇
土
市
研
究
第
二
十
六
号 

小
西
行
長
基
礎
資
料
集
��
二
〇
〇
五
年
��
同

編
�
う
と
学
研
究
第
三
十
七
号 

小
西
行
長
基
礎
資
料
集―

補
遺―

��
二
〇
一
六
年
�� 

４
３

白
峰
旬
�
新
�
関
�
原
合
戦
�
論
��
新
人
物
往
来
社
�
二
〇
一
一
年
� 

４
４

黒
田
基
樹
�
小
早
川
秀
秋
��
戎
光
祥
出
版
�
二
〇
一
七
年
�� 

４
５

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
�
類
聚
文
書
抄
���
外
岡
二
〇
一
八
�
掲
載
の
写
真
・
翻
刻
を
参
照
し
た
� 

４
６

�
敦
賀
市
立
博
物
館
二
〇
一
七
�� 

 

�
付
記
�
本
研
究
に
際
し
て
�
石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
近
世
史
料
編
さ
ん
室
の
木
越
隆
三

氏
・
岩
田
裕
斗
氏
�
別
府
大
学
の
白
峰
旬
氏
よ
り
�
史
料
を
は
じ
め
種
々
の
ご
教
示
を
賜
�

た
�
ま
た
�
史
料
閲
覧
に
際
し
て
�
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
の
林
良
樹
氏
・
山
形
隆
司

氏
�
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
宮
下
和
幸
氏
か
ら
ご
高
配
を
賜
�
た
�
末
筆
な
が

ら
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
� 

 

 

 

関
�
原
合
戦
像
の
変
遷
と
そ
の
背
景 

� 

本
戦
の
布
陣
を
題
材
と
し
て 

� 

小
池 

絵
千
花 

 

 

は
じ
め
に 

 

関
�
原
合
戦
に
お
け
る
布
陣
は
長
ら
く
陸
軍
参
謀
本
部
が
編
纂
し
た
�
日
本
戦
史 

関
原

役1

��
以
下
��
日
本
戦
史
�
と
記
す
�
が
定
説
と
さ
れ
て
き
た
が
�
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
�
白
峰
旬
氏
�
高
橋
陽
介
氏
�
乃
至
政
彦
氏
�
水
野
伍
貴
氏
等
に
よ
�
て
�
同
時
代
性
・

当
事
者
性
の
高
い
史
料
か
ら
合
戦
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
る
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
�

た
�
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
�
従
来
�
定
説
�
と
さ
れ
て
き
た
関
�
原
合
戦
像
と
�
一
次
史
料

に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
は
乖
離
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
�
一
方
�
前
述
各
氏
の
研

究
で
は
�
合
戦
当
事
者
が
存
命
だ
�
た
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
史
料
が
主
な
検
討
対
象
で
あ

る
た
め
�
ど
の
よ
う
な
史
料
や
事
情
が
�
定
説
�
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
点

に
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
�
し
か
し
筆
者
は
�
よ
り
建
設
的
な
議
論
と
研
究
を
行
う

た
め
に
は
��
定
説
�
の
当
否
を
一
概
に
断
じ
る
前
に
��
定
説
�
形
成
の
過
程
を
追
�
て

�
定
説
�
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
�
そ
こ
で
本
研
究
で
は
�
地
名
・
地
形
と
い
う
明
確
な
メ
ル
ク
マ
�
ル

が
存
在
し
�
史
料
間
の
記
載
内
容
の
比
較
を
行
い
や
す
い
�
布
陣
�
を
題
材
と
し
�
合
戦
当

時
か
ら
定
説
の
形
成
に
至
る
ま
で
の
布
陣
情
報
の
変
遷
と
�
定
説
�
形
成
に
影
響
を
与
え
た

も
の
を
検
討
し
�
布
陣
地
が
ど
の
よ
う
に
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
た

い
� 

 

先
行
研
究2

で
は
�
日
本
戦
史
�
の
記
述
が
関
�
原
合
戦
の
�
定
説
�
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
�
そ
れ
に
加
え
て
�
行
政
に
よ
�
て
関
�
原
古
戦
場
跡
に
設
置
さ
れ
て
い
た
標

柱
や
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
の
布
陣
情
報
も
多
く
の
人
々
か
ら
�
定
説
�
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
�
そ
こ
で
本
稿
で
は
��
日
本
戦
史
�
の
記
述
と
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
を
布

陣
地
の
�
定
説
�
と
見
な
し
�
関
�
原
合
戦
当
時
か
ら
�
日
本
戦
史
�
刊
行
と
標
柱
設
置
に

至
る
ま
で
の
布
陣
情
報
の
推
移
を
追
う
�
ま
た
�
検
討
対
象
と
す
る
武
将
は
�
関
ケ
原
町
歴

史
民
俗
学
習
館
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
の
文
化
財
・
陣
跡
マ
�
プ
に
�
陣
跡
�
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
人
物
と
す
る
� 

 

第
一
章 

布
陣
地
の
変
遷 

 

本
章
で
は
�
合
戦
勃
発
時
か
ら
�
定
説
�
に
至
る
ま
で
の
関
�
原
合
戦
関
連
史
料
を
通
覧

し
�
布
陣
情
報
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
�
た
の
か
を
把
握
す
る
�
布
陣
情
報
の
推
移
を

見
る
上
で
は
じ
め
に
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
�
本
稿
で
扱
�
た
軍
記
を
は
じ
め
と
す
る
史
料

は
�
膨
大
な
種
類
と
量
が
存
在
す
る
関
�
原
合
戦
関
連
史
料
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
�
関
�
原
合
戦
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
�
そ
の
う
ち
一
書
の
み
の
記
述
を

根
拠
と
し
て
も
�
そ
の
記
述
は
学
説
の
論
拠
と
す
る
に
は
不
安
な
�
特
異
な
例
外
�
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
�
そ
こ
で
本
稿
で
は
�
関
�
原
合
戦
軍
記
総
体
の
記
述
の
傾
向
を
把
握
す
る

た
め
に
�
同
一
軍
記
の
精
緻
な
諸
本
調
査
よ
り
も
�
よ
り
多
く
の
異
な
る
軍
記
の
記
述
を
比

較
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
�
同
一
軍
記
で
も
写
本
に
よ
�
て
語
句
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
多
々
あ
り
�
写
本
の
場
合
は
最
も
原
本
に
近
い
記
述
の
も
の
を
調
査
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
が
�
そ
の
点
は
後
の
研
究
や
指
摘
を
待
ち
た
い
�
扱
�
た
史
料
の
一
覧
が
�
表
１
�
で

あ
り
�
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
関
�
原
合
戦
史
料
全
体
の
記
述
の
推
移
と
�
特
記
す
べ
き
事

項
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
� 

①
同
時
代
・
当
事
者
に
よ
�
て
書
か
れ
た
古
文
書
・
古
記
録
・
覚
書
に
は
戦
場
全
体
の
様
子

や
具
体
的
な
地
名
は
ほ
ぼ
記
さ
れ
て
お
ら
ず
�
部
隊
相
互
の
位
置
関
係
や
距
離
�
地
名
で
は

な
く
地
形
情
報
な
ど
�
内
容
は
書
き
手
自
身
が
把
握
で
き
た
部
分
的
な
情
報
に
限
ら
れ
る
� 

②
北
国
街
道
と
中
山
道
を
押
さ
え
て
南
北
に
展
開
す
る
西
軍
と
�
そ
れ
に
対
応
し
て
東
側
に

布
陣
す
る
東
軍
と
い
う
布
陣
の
大
ま
か
な
構
図
は
�
内
府
公
軍
記
�
の
時
点
で
成
立
し
て
お

り
�
こ
の
構
図
が
そ
の
後
に
成
立
す
る
軍
記
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
�
た
だ
し
�
こ
の
時

点
で
提
示
さ
れ
て
い
る
布
陣
地
は
数
隊
ま
と
め
て
の
大
括
り
な
布
陣
情
報
で
あ
り
�
個
別
の

武
将
の
布
陣
地
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
� 
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③
徳
川
家
康
の
布
陣
地
が
�
桃
配
�
で
あ
�
た
と
す
る
記
述
は
�
関
原
始
末
記
�
の
時
点
か

ら
登
場
す
る
�
標
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
概
ね
の
武
将
の
位
置
情
報
が
�
関
原
始
末
記
�
に

は
記
さ
れ
て
い
る
が
�
具
体
的
な
布
陣
地
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
武
将
も
多
い
� 

④
武
将
ご
と
の
具
体
的
な
布
陣
地
名
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
�
慶
長
軍
記
�
か
ら
で

あ
る
�
し
か
し
��
慶
長
軍
記
�
の
布
陣
情
報
は
�
定
説
�
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
も

の
が
多
い
� 

⑤
小
早
川
秀
秋
の
布
陣
地
が
�
松
尾
山
�
で
あ
�
た
と
す
る
記
述
は
�
関
原
始
末
記
��
慶
長

軍
記
�
時
点
か
ら
登
場
す
る
�
近
世
前
期
に
成
立
し
た
こ
れ
ら
の
軍
記
で
は
�
そ
の
軍
勢
は

�
松
尾
山
下
�
に
布
陣
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
�
そ
の
後
に
成
立
し
た
�
黒
田
家
譜
�
に
は

�
山
よ
り
下
り
け
る
���
関
�
原
御
合
戦
記
�
に
は
�
山
頂
ニ
陣
ヲ
成
ス
�
と
あ
り
�
時
代

が
下
る
と
軍
勢
が
山
上
に
備
え
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
が
増
え
る
� 

⑥
石
田
三
成
の
布
陣
地
は
�
小
関
村
の
南
�
と
す
る
軍
記
��
内
府
公
軍
記
��
関
�
原
合
戦

聞
書
��
武
鑑
要
略
慶
長
軍
記
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
��
と
�
小
関
村
の
北
�
と
す
る

軍
記
��
関
原
始
末
記
��
武
家
事
紀
��
黒
田
家
譜
��
関
�
原
御
合
戦
記
��
に
分
か
れ
�
軍

記
に
よ
る
布
陣
地
の
相
違
が
大
き
い
�
近
世
前
期
に
成
立
し
た
�
慶
長
軍
記
��
石
田
軍
記
�

で
は
三
成
は
�
天
魔
山
�
天
満
山
��
に
布
陣
し
た
と
あ
る
が
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
�
に

見
ら
れ
る
�
篠
尾
�
に
布
陣
し
た
と
の
記
述
が
定
説
と
な
�
て
い
る
� 

⑦
�
関
�
原
御
合
戦
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
は
小
西

行
長
隊
・
宇
喜
多
秀
家
隊
の
布
陣
地
が
�
天
満
山
�
で
あ
�
た
と
書
か
れ
て
い
る
�
小
西
・

宇
喜
多
隊
の
布
陣
地
を
天
満
山
と
す
る
説
は
�
関
原
軍
記
大
成
�
で
�
正
説
な
る
に
や
覚
束

な
し
�
と
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
が
�
こ
れ
は
�
関
原
軍
記
大
成
�
以
前
に
成
立
し
た
軍
記
で

三
成
の
布
陣
地
を
天
満
山
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
� 

⑧
柵
に
関
す
る
記
述
は
検
討
対
象
と
し
た
史
料
の
中
で
は
�
慶
長
軍
記
�
が
初
出
で
あ
る
�

�
慶
長
軍
記
�
に
は
小
池
を
後
ろ
に
し
て
前
に
二
重
柵
を
構
え
�
石
田
隊
先
手
の
島
左
近
は

そ
れ
と
は
別
の
柵
を
設
置
し
た
と
あ
る
�
陣
の
前
に
柵
を
構
え
た
と
い
う
記
述
は
そ
の
後
の

ほ
ぼ
全
て
の
軍
記
に
継
承
さ
れ
��
武
家
事
紀
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
関
�
原
御
合
戦
記
�

�
関
原
軍
記
大
成
��
関
�
原
進
退
秘
訣
��
慶
長
中
外
伝
�
で
は
�
二
重
柵
�
と
い
う
旨
も

特
記
さ
れ
て
い
る
�
柵
を
構
え
た
場
所
は
軍
記
に
よ
�
て
異
な
り
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
石

田
軍
記
��
安
楽
寺
旧
記
��
関
原
軍
記
大
成
��
慶
長
中
外
伝
�
で
は
小
池
村
に
��
慶
長
擾

乱
�
で
は
�
伊
吹
山
の
麓
�
に
��
関
�
原
軍
記
大
全
�
で
は
�
小
関
村
の
前
�
に
��
関
�

原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
で
は
�
笹
尾
�
つ
き
尾
��
に
構
え
た
と
あ

る
�
ま
た
��
慶
長
軍
記
��
関
原
軍
記
大
成
�
に
は
大
谷
吉
継
も
柵
を
構
築
し
た
と
書
か
れ

て
い
る
� 

⑨
山
内
一
豊
は
南
宮
山
の
押
さ
え
で
あ
�
た
と
す
る
も
の
と
�
関
�
原
本
戦
の
一
番
備
で
あ

�
た
と
す
る
も
の
に
分
か
れ
�
軍
記
に
よ
る
布
陣
地
の
相
違
が
大
き
い
� 

⑩
�
戸
田
左
門
覚
書
�
は
�
石
田
三
成
の
布
陣
地
を
�
自
害
が
岡
�
と
し
て
い
た
り
�
島
津

義
弘
は
関
�
原
本
戦
に
は
参
戦
せ
ず
南
宮
山
東
端
に
毛
利
・
安
国
寺
隊
等
と
共
に
あ
�
た
と

記
載
さ
れ
て
い
た
り
�
小
西
行
長
は
当
初
南
宮
山
に
長
宗
我
部
盛
親
と
共
に
在
陣
し
て
い
た

が
�
石
田
三
成
か
ら
呼
ば
れ
て
関
�
原
に
着
陣
し
た
と
�
他
の
史
料
と
は
大
き
く
異
な
る
記

述
が
さ
れ
て
い
る
� 

 

総
体
的
に
見
て
軍
記
に
よ
�
て
布
陣
地
が
極
端
に
変
わ
る
例
は
少
な
い
が
�
十
七
世
紀
後

半
に
な
る
に
つ
れ
て
布
陣
描
写
が
だ
ん
だ
ん
詳
細
に
な
り
�
登
場
地
名
が
増
え
て
い
く
�
十

八
世
紀
に
入
�
て
か
ら
の
新
規
情
報
は
少
な
い
��
ま
た
�
情
報
量
の
増
加
に
伴
�
て
�
布
陣

地
は
南
北
に
や
や
拡
大
し
て
い
く
� 

 

第
二
章 

�
定
説
�
の
形
成 

 

一
章
で
は
�
定
説
�
に
至
る
ま
で
の
布
陣
情
報
の
推
移
を
追
�
た
が
�
本
章
で
は
ど
の
よ

う
な
史
料
・
記
述
が
�
定
説
�
の
直
接
の
形
成
要
因
に
な
�
た
の
か
を
検
討
す
る
��
は
じ

め
に
�
で
�
本
稿
で
は
�
日
本
戦
史
�
の
記
述
と
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
を
�
定
説
�
と
し

て
扱
う
と
述
べ
た
が
�
標
柱
や
解
説
パ
ネ
ル
に
記
さ
れ
た
地
名
は
�
日
本
戦
史
�
に
登
場
し

な
い
も
の
も
多
い
�
つ
ま
り
�
標
柱
の
情
報
源
と
な
�
て
い
る
の
は
�
日
本
戦
史
�
で
は
な

い
�
標
柱
に
記
載
さ
れ
た
地
名
と
地
名
情
報
が
概
ね
一
致
す
る
文
献
は
�
岐
阜
県
の
郷
土
史

 

 

家
で
あ
る
神
谷

か

み

や

道
一

み
ち
か
ず

�
一
八
二
三
�
一
九
〇
四
�
が
記
し
た
�
関
原
陣
地
考
証3

��
以
下
�

�
陣
地
考
証
�
と
記
す
�
で
あ
る
�
本
書
に
は
布
陣
地
比
定
の
過
程
と
�
地
名
比
定
の
根
拠

が
記
さ
れ
て
い
る
�
そ
こ
で
�
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
に
つ
い
て
は
�
関
原
陣
地
考
証
�
の

記
述
を
参
照
し
な
が
ら
��
定
説
�
の
根
拠
と
な
�
て
い
る
情
報
を
武
将
ご
と
に
検
討
す

る
���
日
本
戦
史
�
の
引
用
に
は
�
筆
者
が
読
点
を
補
�
た
�� 

�
徳
川
家
康
隊
� 

日
本
戦
史
��
馬
ヲ
桃
配
山
ニ
駐
ム
��
中
略
�
家
康
乃
チ
九
時
ヲ
過
ル
頃
馬
ヲ
進
メ
テ
駅
ノ

東
口
ニ
至
リ
��
中
略
�
家
康
ハ
十
一
時
頃
更
ニ
三
四
丁
前
進
シ
�� 

標
柱
��
桃
配
山

も
も
く
ば
や
ま 

徳
川
家
康
本
陣
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字

野
上
一
四
二
四―

一
／
�
床
几
場

し
�
う
ぎ
ば 

徳
川
家
康
進
旗
験
首
処
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建

之
�
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
九
五
九―

二 

 

�
日
本
戦
史
�・
標
柱
共
に
徳
川
家
康
が
当
初
布
陣
し
た
場
所
を
�
桃
配
山
�
と
し
て
お

り
��
桃
配
�
地
名
は
�
慶
長
軍
記
�
以
降
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
軍
記
に
登
場
す
る
�
一
方
�

徳
川
家
康
が
最
後
に
布
陣
し
た
場
所
は
軍
記
類
に
は
明
確
な
地
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
�

�
陣
地
考
証
�
に
よ
る
と
�
地
元
の
人
が
�
床
几
場
�
と
呼
称
し
��
関
�
原
明
細
書
上

帳
�
に
�
御
陣
場
�
と
記
さ
れ
�
天
保
十
二
年
�
一
八
四
一
�
に
幕
命
に
よ
�
て
竹
中
重
明

が
石
壇
・
土
塁
を
築
い
た
場
所
を
�
桃
配
山
か
ら
前
進
し
た
家
康
が
布
陣
し
た
�
陣
場
野
�

と
し
て
い
る
� 

�
福
島
正
則
隊
� 

日
本
戦
史
��
中
山
道
ヲ
西
上
ス
�
其
先
頭
二
縦
隊
ト
為
リ
左
ハ
福
島
正
則
�
右
ハ
黒
田
長

政
ノ
隊
ナ
リ
��
中
略
�
正
則
之
ヲ
見
ル
ヤ
即
チ
銃
卒
八
百
人
ヲ
指
麾
シ
�
中
山
道
ノ
左
ニ

進
ミ
�
宇
喜
多
隊
ヲ
射
撃
ス
�� 

標
柱
��
関せ

き

ノの

明
神

み
�
う
じ
ん

前 

福
島
正
則
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町

大
字
松
尾
一
一
一 

 

標
柱
に
記
載
さ
れ
た
�
関
ノ
明
神
前
�
は
�
慶
長
軍
記
��
石
田
軍
記
��
関
原
軍
記
大

成
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
基
づ
い
て
い
る
��
日
本
戦

史
�
に
は
関
ノ
明
神
は
登
場
せ
ず
�
①
東
軍
の
先
頭
で
左
手
�
南
側
�
を
進
ん
だ
こ
と
�
②

宇
喜
多
隊
と
交
戦
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
�
①
の
東
軍
の
先
頭
で
あ
�
た
と
い
う
旨
は

同
時
代
史
料
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
に
共
通
し
�
左
手
を
進
ん
だ
と
い
う
記
述
は
�
戸
田

左
門
覚
書
��
石
田
軍
記
��
安
楽
寺
旧
記
��
関
原
軍
記
大
成
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
�
に

記
さ
れ
て
い
る
�
②
の
記
述
は
��
岐
阜
幷
関
原
手
柄
之
次
第
書
��
慶
長
軍
記
��
関
原
軍

記
大
成
�
に
同
様
の
旨
が
書
か
れ
て
い
る
� 

�
藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
隊
� 

日
本
戦
史
��
加
藤
嘉
明
・
藤
堂
高
虎
以
下
ノ
諸
隊
之
�
福
島
・
黒
田
隊
�
ニ
続
キ
��
中

略
�
藤
堂
・
京
極
ノ
二
隊
ハ
進
テ
大
谷
ノ
隊
ヲ
攻
撃
シ
�� 

標
柱
��
柴し

ば

井い

�
藤
堂
高
虎
／
京
極
高
知
�
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関

ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
二
四
九
一―

一
〇
一 

 

�
柴
井
�
は
�
史
料
上
に
登
場
し
な
い
地
名
で
あ
る
��
陣
地
考
証
�
に
は
��
黒
田
氏
関

原
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
�
の
記
述
を
実
地
に
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
�
関
ケ
原
町
と
大

関
の
間
に
あ
る
関
�
原
の
出
郷
柴
井
の
地
が
藤
堂
・
京
極
隊
の
布
陣
地
に
当
た
る
だ
ろ
う
と

考
え
�
こ
の
地
に
比
定
し
た
と
あ
る
��
日
本
戦
史
�
に
は
具
体
的
な
地
名
は
記
さ
れ
て
お

ら
ず
�
大
谷
隊
と
交
戦
し
た
と
あ
る
�
藤
堂
・
京
極
隊
の
交
戦
相
手
が
大
谷
隊
で
あ
�
た
と

い
う
記
述
は
�
藤
堂
家
覚
書
��
慶
長
軍
記
��
武
家
事
紀
��
石
田
軍
記
��
関
原
軍
記
大

成
��
慶
長
擾
乱
��
武
鑑
要
略
�
か
ら
確
認
で
き
る
�
ま
た
�
藤
堂
隊
と
京
極
隊
が
セ
�
ト

で
記
述
さ
れ
る
の
は
��
内
府
公
軍
記
�
以
降
の
ほ
と
ん
ど
の
軍
記
に
共
通
で
あ
る
� 

�
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊
� 

日
本
戦
史
��
松
平
忠
吉
ハ
暗
ニ
前
軍
ヲ
統
督
ス
ル
ノ
意
ヲ
以
テ
中
央
ニ
進
ミ
�
井
伊
直
政

之
カ
輔
翼
タ
リ
��
中
略
�
福
島
ノ
隊
ト
共
ニ
大
ニ
宇
喜
多
ノ
隊
ヲ
攻
撃
ス
�� 

標
柱
��
茨

い
ば
ら

原は
ら

�
松
平
忠
吉
／
井
伊
直
政
�
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関

ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
九
〇
八―

三 

 

�
茨
原
�
と
い
う
地
名
は
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
�
茨
谷
�
と
あ
る
の
が
元

で
あ
る
�
神
谷
が
こ
の
記
述
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
を
行
�
た
と
こ
ろ
�
こ
こ
は
大
軍
が
布

1415



 

 

陣
で
き
る
場
所
で
は
な
く
�
か
わ
り
に
関
ケ
原
町
の
北
に
�
茨
原
�
と
い
う
地
名
が
存
在

し
�
こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
大
軍
が
展
開
で
き
る
こ
と
か
ら
�
茨
谷
�
は
�
茨
原
�
の
誤
記
だ
ろ

う
と
判
断
し
て
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊
の
布
陣
地
を
茨
原
と
記
し
た
��
日
本
戦
史
�
に

は
具
体
的
な
地
名
の
記
述
は
な
く
�
①
前
軍
の
統
督
で
②
中
央
を
進
み
③
福
島
隊
と
共
に
宇

喜
多
隊
と
交
戦
し
た
と
あ
る
�
①
は
�
慶
長
軍
記
��
進
退
秘
訣
�
に
先
手
の
大
将
と
あ
る

こ
と
�
②
は
�
関
�
原
合
戦
誌
記
��
慶
長
中
外
伝
�
に
松
平
忠
吉
が
�
中
の
陣
�
で
あ
�

た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
�
③
は
�
武
家
事
紀
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
の
記
述
に

基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
� 

�
本
多
忠
勝
隊
� 

日
本
戦
史
��
本
田
忠
勝
ハ
牧
田
路
ヲ
扼
シ
テ
南
宮
山
ノ
敵
ニ
備
フ
��
中
略
�
忠
勝
ハ
己
ニ

南
宮
山
ノ
敵
�
決
シ
テ
下
撃
セ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
断
定
シ
�
又
全
面
ノ
戦
闘
劇
烈
我
カ
軍
往
々
退

却
ノ
色
ア
ル
ヲ
見
テ
進
ン
テ
戦
闘
面
ノ
中
央
ニ
出
テ
小
西
・
宇
喜
多
ノ
隊
ヲ
撃
破
シ
�
其
大

勢
ヲ
挫
折
シ
�
遂
ニ
島
津
ノ
前
隊
ニ
向
フ
�� 

標
柱
��
十
九
女
池

つ

づ

ら

い

け

西 

本
多
忠
勝
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大

字
関
ケ
原
三
四
四
一―

一 

 

�
十
九
女
池
�
は
��
関
�
原
御
合
戦
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備

手
配
留
�
に
登
場
す
る
地
名
で
あ
る
��
日
本
戦
史
�
に
こ
の
地
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
�

①
当
初
�
牧
田
街
道
を
押
さ
え
て
南
宮
山
の
敵
に
備
え
て
い
た
が
�
②
関
�
原
で
の
戦
闘
の

中
央
に
加
わ
り
③
小
西
・
宇
喜
多
・
島
津
隊
と
交
戦
し
た
と
あ
る
�
①
②
を
合
わ
せ
た
記
述

は
�
慶
長
軍
記
��
石
田
軍
記
��
関
�
原
御
合
戦
記
�
に
見
え
�
③
は
�
武
家
事
紀
��
関

�
原
御
合
戦
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
宇
喜
多
・
島
津

と
交
戦
し
た
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
� 

�
田
中
吉
政
隊
� 

日
本
戦
史
��
池
田
・
浅
野
及
駿
遠
参
三
州
ノ
兵
�
田
中
・
山
内
・
堀
尾
・
有
馬
・
中
村

等
�
ヲ
留
メ
テ
大
垣
及
南
宮
山
ニ
備
ヘ
シ
メ
��
中
略
��
田
中
ハ
進
ン
テ
本
軍
ノ
先
頭
ニ
加

ハ
リ
��
中
略
�
田
中
・
長
岡
・
加
藤
・
金
森
父
子
及
黒
田
・
竹
中
ノ
隊
ハ
石
田
ノ
隊
ニ
向

テ
戦
フ
�� 

標
柱
��
甲
斐
墓

か

い

ば

か 

田
中
吉
政
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字
関

ケ
原
九
五
九―

二 

 

標
柱
に
記
さ
れ
た
�
甲
斐
墓
�
は
史
料
に
は
見
え
な
い
地
名
で
あ
る
�
神
谷
道
一
は
�
陣

地
考
証
�
の
中
で
�
古
記
及
ビ
実
測
ヲ
欠
ク
�
と
�
田
中
隊
の
明
確
な
布
陣
地
が
不
明
で
あ

る
旨
を
添
え
�
関
ケ
原
村
内
の
該
当
し
そ
う
な
場
所
の
地
名
を
記
し
て
い
る
��
日
本
戦

史
�
に
は
地
名
情
報
は
な
く
�
①
当
初
は
大
垣
・
南
宮
山
に
備
え
て
い
た
が
②
田
中
は
進
ん

で
関
�
原
本
戦
の
先
頭
に
加
わ
り
③
石
田
隊
と
交
戦
し
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
�
①
の
よ

う
に
池
田
・
浅
野
お
よ
び
駿
河
・
遠
江
・
三
河
勢
が
大
垣
・
南
宮
山
の
押
さ
え
で
あ
�
た
と

の
旨
は
�
太
田
和
泉
守
記
��
関
原
始
末
記
��
慶
長
軍
記
�
等
の
近
世
初
期
軍
記
段
階
か
ら

記
述
さ
れ
て
お
り
�
②
は
�
武
家
事
紀
�
に
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
存
在
し
�
③
は
共
に
石
田

隊
と
交
戦
し
た
味
方
の
軍
勢
も
含
め
て
�
関
原
始
末
記
��
慶
長
軍
記
��
黒
田
家
譜
��
石

田
軍
記
��
関
�
原
御
合
戦
記
��
関
�
原
進
退
秘
訣
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御

陣
御
備
手
配
留
�
と
同
様
の
記
述
で
あ
る
� 

�
細
川
忠
興
隊
� 

日
本
戦
史
��
田
中
・
長
岡
・
加
藤
・
金
森
父
子
及
黒
田
・
竹
中
ノ
隊
ハ
石
田
ノ
隊
ニ
向
テ

戦
フ
�� 

石
碑
��
細
川
忠
興
陣
所
跡
��
平
成
二
十
五
年
三
月
建
之
�
関
ケ
原
町
関
ケ
原
八
一
一―

一

〇
四 

 

細
川
忠
興
隊
は
�
日
本
戦
史
�
に
具
体
的
な
地
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
��
陣
地
考
証
�

に
�
相
川
ヨ
リ
南
�
八
幡
神
社
後
ロ
迄
�
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
最
も
詳
細
な
布
陣
地
描
写

で
あ
る
�
よ
�
て
石
碑
に
地
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
�
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
他
の
武
将

の
よ
う
に
明
治
三
十
九
年
で
は
な
く
�
平
成
二
十
五
年
�
二
〇
一
三
�
で
あ
る
��
日
本
戦

史
�
の
記
述
は
�
①
金
森
長
近
・
黒
田
長
政
と
同
所
で
あ
�
た
と
す
る
部
分
は
�
細
川
忠
興

軍
功
記
�
に
記
さ
れ
て
お
り
�
②
石
田
隊
と
交
戦
し
た
と
い
う
部
分
は
�
関
原
始
末
記
�

 

 

�
石
田
軍
記
��
関
�
原
御
合
戦
記
��
関
�
原
進
退
秘
訣
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�

と
共
通
し
て
い
る
� 

�
黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
隊
� 

日
本
戦
史
��
中
山
道
ヲ
西
上
ス
�
其
先
頭
二
縦
隊
ト
為
リ
�
左
ハ
福
島
正
則
�
右
ハ
黒
田

長
政
ノ
隊
ナ
リ
��
中
略
�
田
中
・
長
岡
・
加
藤
・
金
森
父
子
及
黒
田
・
竹
中
ノ
隊
ハ
石
田

ノ
隊
ニ
向
テ
戦
フ
��
中
略
�
長
政
ハ
是
日
必
ス
三
成
ヲ
獲
テ
甘
心
セ
ン
ト
欲
シ
�
予
メ
精

鋭
ノ
士
十
五
名
ヲ
選
抜
シ
�
其
各
率
ヰ
ル
所
ノ
歩
卒
ヲ
併
セ
テ
一
隊
ヲ
編
成
シ
�
竹
中
重
門

ヲ
嚮
導
ト
シ
�
岩
手
山
ノ
麓
ニ
循
ヒ
�
相
川
ヲ
経
テ
�
小
栗
毛
ノ
磧
ヨ
リ
進
ミ
�
午
前
八
時

頃
石
田
ノ
前
隊
ノ
側
面
ニ
向
フ
�� 

標
柱
��
丸
山
狼
烟
場
�
黒
田
長
政
／
竹
中
重
門
�
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建

之
�
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
七
三
二―

二
七 

 

標
柱
に
書
か
れ
た
�
丸
山
狼
烟
場
�
の
情
報
源
は
�
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御

陣
御
備
手
配
留
�
で
あ
り
�
両
書
に
は
黒
田
・
竹
中
隊
は
丸
山
と
い
う
所
に
布
陣
し
�
こ
の

丸
山
は
狼
煙
場
で
あ
�
た
と
記
さ
れ
て
い
る
��
陣
地
考
証
�
に
は
�
岡
山
�
と
記
さ
れ
て

い
る
が
�
昭
和
十
二
年
に
建
設
さ
れ
た
石
碑
に
�
史
蹟
関
ケ
原
古
戦
場 

岡
山
烽
火
場
�
と

記
さ
れ
て
い
る
通
り
�
岡
山
と
丸
山
は
同
一
地
の
呼
称
で
あ
る
��
日
本
戦
史
�
に
は
丸
山

�
岡
山
�
地
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
�
①
長
政
は
中
山
道
上
を
進
軍
す
る
右
軍
を
率
い
石
田

隊
と
交
戦
し
た
�
②
竹
中
重
門
を
案
内
と
し
て
岩
手
山
の
麓
に
沿
�
て
相
川
を
超
え
小
栗
毛

の
川
原
を
進
ん
で
石
田
隊
の
側
面
に
向
か
�
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
�
①
長
政
が
東
軍

の
右
�
北
�
側
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
旨
は
�
始
末
記
��
黒
田
家
譜
�
に
記
さ
れ
る
�

参
照
し
た
軍
記
で
黒
田
隊
は
概
ね
�
二
番
備
�
と
書
か
れ
て
い
る
が
��
日
本
戦
史
�
で
は

一
番
備
を
左
軍
�
二
番
備
を
右
軍
と
解
釈
し
た
よ
う
で
あ
る
�
②
竹
中
の
案
内
で
間
道
を
通

り
石
田
隊
と
交
戦
し
た
と
い
う
の
は
�
黒
田
家
譜
��
関
原
軍
記
大
成
�
に
記
述
さ
れ
て
い

る
�
間
道
の
具
体
的
な
経
路
は
�
関
原
軍
記
大
成
�
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
���
慶
長

軍
記
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
慶
長
中
外
伝
�
で
は
竹
中
重
門
は
松
平
忠
吉
と
同
陣
の
寄
合

衆
の
う
ち
の
一
人
と
さ
れ
て
お
り
黒
田
と
同
陣
し
て
い
な
い
が
��
日
本
戦
史
�
は
こ
の
二

隊
が
共
に
あ
�
た
説
の
方
を
採
用
し
て
い
る
� 

�
山
内
一
豊
隊
� 

日
本
戦
史
��
池
田
・
浅
野
及
駿
遠
参
三
州
ノ
兵
�
田
中
・
山
内
・
堀
尾
・
有
馬
・
中
村

等
�
ヲ
留
メ
テ
大
垣
及
南
宮
山
ニ
備
ヘ
シ
メ
��
中
略
��
山
内
・
有
馬
ハ
南
宮
山
ニ
備
ヘ
兼

予
備
隊
ト
為
リ
�� 

解
説
パ
ネ
ル
��
山
内
一
豊
陣
跡
�
関
ケ
原
町
大
字
野
上
一
四
二
四―

一
�
標
柱
無
し
� 

 

�
陣
地
考
証
�
に
は
垂
井
一
里
塚
か
ら
桃
配
山
ま
で
の
間
に
布
陣
し
て
い
た
武
将
の
う
ち

の
一
人
が
山
内
一
豊
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
�
そ
れ
以
上
の
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
�

�
日
本
戦
史
�
に
は
駿
河
・
遠
江
・
三
河
勢
の
一
員
と
し
て
池
田
・
浅
野
と
共
に
大
垣
・
南

宮
山
へ
の
備
え
で
あ
�
た
と
記
さ
れ
て
お
り
��
慶
長
軍
記
��
武
家
事
紀
�
等
の
軍
記
が
こ

の
説
の
元
に
な
�
て
い
る
�
標
柱
は
無
く
�
解
説
パ
ネ
ル
の
み
が
建
�
て
い
る
� 

�
石
田
三
成
隊
・
島
左
近
隊
� 

日
本
戦
史
��
石
田
三
成
ノ
隊
先
ツ
関
�
原
駅
ニ
達
シ
�
陣
地
ヲ
小
関
村
ニ
占
メ
�
以
テ
北

国
海
道
ヲ
扼
ス
�
而
シ
テ
三
成
ハ
其
北
方
笹
尾
ニ
在
リ
�
織
田
信
高
・
伊
藤
盛
正
・
岸
田
忠

氏
及
秀
頼
麾
下
ノ
士
�
黄
母
衣
衆
ト
称
ス
ル
者
�
ト
其
右
ニ
備
ヘ
�
島
勝
猛
・
蒲
生
郷
舎
前

隊
ト
ナ
リ
�
其
東
南
ニ
居
リ
�
前
ニ
二
重
ノ
柵
ヲ
施
シ
�
弓
銃
手
ヲ
其
下
ニ
伏
ス
�� 

標
柱
��
笹
尾
山

さ
さ
お
や
ま 

石
田
三
成
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字
関

ケ
原
四
〇
〇
八
／
島
左
近
は
解
説
パ
ネ
ル
の
み
�
住
所
同
� 

 

三
成
の
陣
所
を
�
笹
尾
�
と
す
る
説
は
�
関
�
原
御
合
戦
備
書
�
が
根
拠
と
な
�
て
い
る

��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
は
�
つ
き
尾
�
と
あ
り
�
こ
れ
も
同
地
を
指
す
か
��

�
日
本
戦
史
�
に
は
三
成
自
身
は
①
小
関
村
の
北
・
笹
尾
に
あ
り
�
②
島
左
近
を
は
じ
め
と

す
る
旗
下
の
将
が
そ
の
東
南
方
向
に
い
て
前
に
二
重
柵
を
構
え
た
と
あ
る
�
②
の
よ
う
に
柵

を
構
え
た
と
い
う
記
述
は
�
慶
長
軍
記
�
か
ら
現
れ
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
関
原
軍
記
大

成
��
慶
長
中
外
伝
�
に
は
�
二
重
柵
�
で
あ
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
� 

�
島
津
義
弘
隊
� 
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日
本
戦
史
��
三
成
ノ
陣
地
ヲ
距
ル
コ
ト
一
町
半
ノ
右
ニ
シ
テ
小
池
村
ヲ
選
定
シ
�
東
南
ニ

向
ヒ
陣
地
ヲ
占
ム
�
島
津
豊
久
ノ
隊
前
方
ニ
在
リ
�
山
田
有
栄
ノ
隊
其
右
ニ
備
フ
�
惟
新
ノ

本
隊
ニ
ハ
阿
多
盛
淳
之
ニ
副
フ
�
此
前
後
二
隊
各
二
段
ニ
分
チ
総
テ
四
段
ニ
備
ヘ
�
石
田
ノ

前
後
隊
ト
犬
牙
相
対
シ
テ
�
恰
モ
北
国
街
道
ヲ
挟
メ
リ
�� 

標
柱
��
小
池

こ

い

け 
島
津
義
弘
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ

原
一
八
六
九―

三 

 

�
日
本
戦
史
�
も
標
柱
も
�
小
池
�
地
名
で
共
通
し
て
い
る
��
日
本
戦
史
�
の
記
述
は

概
ね
島
津
家
家
臣
団
の
覚
書
に
基
づ
い
て
お
り
�
①
石
田
三
成
隊
か
ら
一
町
半
右
の
方
と
い

う
の
は
�
山
田
晏
斎
覚
書
�
一
三
〇
九
号
と
�
黒
木
左
近
・
平
山
九
郎
左
衛
門
覚
書
�
一
四

〇
五
号
�
②
小
池
村
に
布
陣
と
い
う
情
報
は
�
関
�
原
進
退
秘
訣
��
関
�
原
御
合
戦
備

書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
�
③
島
津
豊
久
隊
が
前
方
で
山
田
有
栄
隊
が
そ
の
右

と
い
う
の
は
�
黒
木
左
近
兵
衛
申
分
�
一
三
二
九
号
�
④
島
津
義
弘
本
隊
に
阿
多
盛
淳
が
い

た
と
い
う
情
報
は
史
料
上
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
�
帖
佐
彦
左
衛
門
宗
辰
覚
書
�
一
三

一
七
号
等
か
ら
阿
多
盛
淳
が
義
弘
の
側
に
い
た
こ
と
が
伺
え
る
�
⑤
前
後
二
隊
各
二
段
の
四

段
備
え
だ
�
た
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
��
黒
木
左
近
兵
衛
申
分
�
一
三
二
九
号
に
�
此

方
御
備
二
備
ニ
御
坐
候
�
中
書
様
先
備
ニ
而
候
�
右
備
ニ
山
田
民
部
殿
御
坐
候
��
と
あ
る

の
を
全
四
隊
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
� 

�
小
西
行
長
隊
� 

日
本
戦
史
��
小
西
行
長
ノ
隊
ハ
島
津
ニ
次
テ
到
着
シ
�
其
兵
ヲ
前
隊
本
隊
ノ
二
ニ
分
チ
�

島
津
隊
ノ
右
ニ
接
シ
�
寺
谷
川
ニ
面
シ
�
天
満
山
北
方
ノ
岡
阜
負
フ
テ
位
置
ス
�� 

標
柱
��
天
満

て

ん

ま

山や
ま

北 

小
西
行
長
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大

字
関
ケ
原
一
八
六
九―

三 

 

小
西
行
長
の
布
陣
地
は
�
日
本
戦
史
�
も
標
柱
も
共
に
天
満
山
の
北
と
し
て
い
る
�
小
西

行
長
が
�
天
満
山
�
に
布
陣
し
た
と
す
る
根
拠
は
�
関
�
原
御
合
戦
記
��
安
楽
寺
旧
記
�

�
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
見
出
せ
る
��
関
�
原
御
合
戦
備

書
�
に
�
小
池
村
の
南
���
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
�
小
池
村
西
南
�
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
�
神
谷
道
一
は
�
陣
地
考
証
�
の
中
で
�
小
西
行
長
の
布
陣
地
は
天
満
山
の

北
嶺
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
��
日
本
戦
史
�
に
は
①
島
津
隊
の
右
�
南
��
②
寺
谷
川
に

面
し
て
天
満
山
北
方
の
岡
を
背
後
に
布
陣
し
た
と
あ
る
�
①
は
�
慶
長
軍
記
��
武
家
事

紀
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
慶
長
擾
乱
�
の
記
述
と
同
様
で
あ
る
�
②
は
�
関
�
原
合
戦
誌

記
��
慶
長
中
外
伝
�
に
谷
川
を
前
に
当
て
て
布
陣
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ

く
� 

�
宇
喜
多
秀
家
隊
� 

日
本
戦
史
��
宇
喜
多
秀
家
ノ
隊
ハ
最
後
ニ
到
着
シ
�
一
タ
ヒ
石
原
峠
ニ
至
ラ
ン
ト
シ
�
既

ニ
シ
テ
天
満
山
ノ
前
ヲ
選
定
シ
�
其
兵
ヲ
前
隊
本
隊
ノ
二
ニ
分
チ
�
東
南
ニ
向
テ
配
備

シ
�� 

標
柱
��
天
満
山
南 

浮
田
秀
家
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字

関
ケ
原
四
一
四
六―

一 

 

宇
喜
多
秀
家
の
布
陣
地
は
標
柱
で
は
�
天
満
山
南
���
日
本
戦
史
�
で
は
天
満
山
の
前
と

記
さ
れ
て
い
る
�
こ
れ
は
�
安
楽
寺
旧
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手

配
留
�
に
天
満
山
南
の
方
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
基
づ
く
��
日
本
戦
史
�
の
①
石
原
峠

に
向
か
お
う
と
し
た
②
東
南
向
き
に
布
陣
し
た
と
い
う
記
述
は
�
内
府
公
軍
記
��
関
�
原

合
戦
誌
記
��
石
田
軍
記
��
関
原
軍
記
大
成
��
関
�
原
進
退
秘
訣
��
慶
長
中
外
伝
��
武

鑑
要
略
慶
長
軍
記
�
に
基
づ
く
�
③
兵
を
前
隊
本
隊
の
二
つ
に
分
け
た
と
い
う
記
述
は
�

�
慶
長
軍
記
�
に
�
石
原
峠
に
本
陣
�
先
手
は
峠
の
下
���
関
�
原
御
合
戦
記
�
に
�
山
は

遠
候
の
場
と
し
�
山
の
後
ろ
に
備
え
た
�
と
あ
る
の
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
� 

�
大
谷
吉
継
隊
� 

日
本
戦
史
��
大
谷
吉
継
ノ
隊
ハ
初
メ
山
中
村
ノ
高
地
ニ
在
リ
�
今
暁
大
垣
ノ
諸
隊
来
テ
関

�
原
駅
ノ
西
ニ
陣
地
ヲ
占
メ
東
軍
ヲ
要
撃
ス
ル
ノ
計
画
定
ル
ヤ
�
其
兵
ヲ
進
メ
�
関
之
藤
川

ヲ
前
ニ
シ
テ
配
備
ス
�
即
チ
吉
勝
・
頼
継
及
平
塚
為
広
�
其
部
兵
少
キ
ヲ
以
テ
大
谷
ノ
隊
ニ

合
ス
�
等
ヲ
分
ツ
テ
左
右
ニ
列
セ
シ
メ
�
以
テ
中
山
道
ヲ
扼
ス
�
戸
田
重
政
ノ
隊
又
其
左
ニ

在
リ
テ
進
退
ヲ
共
ニ
ス
�
吉
継
ノ
本
隊
ハ
精
兵
六
百
ヲ
以
テ
本
道
ヲ
距
ル
コ
ト
八
町
ノ
後
方

 

 

ニ
在
リ
�
棚
ヲ
施
シ
斜
ニ
脇
阪
・
小
川
等
ノ
陣
地
ニ
連
絡
シ
�
暗
ニ
小
早
川
秀
秋
ニ
備

フ
�� 

標
柱
��
宮
上

み
や
う
え 

大
谷
吉
隆
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字
山

中
三
〇―

一 

 

標
柱
に
記
さ
れ
た
�
宮
上
�
地
名
は
�
安
楽
寺
旧
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原

御
陣
御
備
手
配
留
�
に
見
え
る
��
日
本
戦
史
�
に
は
�
宮
上
�
地
名
は
登
場
せ
ず
�
①
関

の
藤
川
を
前
に
布
陣
�
②
吉
継
自
身
は
精
兵
六
百
を
率
い
て
後
方
に
布
陣
し
③
構
築
物
を
造

り
④
小
早
川
秀
秋
に
備
え
た
と
あ
る
�
①
は
�
関
�
原
合
戦
誌
記
��
関
原
軍
記
大
成
��
慶

長
中
外
伝
�
に
見
え
る
記
述
で
�
②
は
�
関
�
原
合
戦
誌
記
��
関
原
軍
記
大
成
�
に
同
様

の
記
載
が
あ
る
�
③
は
�
慶
長
軍
記
��
関
原
軍
記
大
成
�
に
柵
を
構
築
し
た
と
の
記
述
が

あ
り
�
④
は
�
慶
長
軍
記
��
武
家
事
紀
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
黒
田
家
譜
��
関
原
軍
記

大
成
�
に
記
載
さ
れ
て
い
る
� 

�
脇
坂
安
治
隊
� 

日
本
戦
史
��
脇
阪
安
治
・
朽
木
元
網
・
小
川
祐
忠
・
赤
座
直
保
ノ
四
将
ハ
各
々
其
兵
ヲ
率

イ
テ
平
野
ニ
在
リ
�
中
山
道
ヲ
隔
テ
ヽ
大
谷
ノ
隊
ニ
連
ナ
ル
�� 

標
柱
��
平
野

ひ

ら

の 

脇
坂
安
治
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字
藤
下

四
七
六―

一 

 

�
日
本
戦
史
�・
標
柱
共
に
布
陣
地
を
�
平
野
�
と
し
て
い
る
が
��
平
野
�
と
い
う
地
名

自
体
は
史
料
に
は
登
場
し
な
い
��
陣
地
考
証
�
に
よ
る
と
�
大
谷
吉
継
の
布
陣
地
か
ら
中

山
道
を
挟
ん
だ
南
側
に
一
町
半
ほ
ど
�
約
一
五
〇
メ
�
ト
ル
�
の
原
野
が
あ
り
�
こ
こ
が
平

野
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
�
脇
坂
安
治
布
陣
地
を
�
平
野
�
に
比
定
し
て
い
る
��
日

本
戦
史
�
に
は
①
中
山
道
を
隔
て
②
大
谷
隊
に
連
な
る
と
あ
る
が
�
①
は
�
関
原
始
末
記
�

�
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
�
街
道
の
南
�
と
あ
る
こ
と
�

②
は
�
関
原
始
末
記
��
慶
長
軍
記
��
関
�
原
合
戦
誌
記
��
関
原
軍
記
大
成
��
慶
長
中
外

伝
�
に
大
谷
吉
継
隊
に
続
い
て
布
陣
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
基
に
な
�
て
い
る
� 

�
小
早
川
秀
秋
隊
� 

日
本
戦
史
��
松
尾
山
ニ
ハ
小
早
川
秀
秋
ノ
隊
ア
リ
��
中
略
�
松
尾
山
上
ナ
ル
秀
秋
ノ
隊
ハ

初
メ
霧
霽
レ
テ
両
軍
ノ
旗
幟
一
進
一
退
ス
ル
ヲ
熟
視
シ
ツ
ヽ
�
肯
テ
動
カ
ス
�� 

標
柱
��
松
尾
山

ま
つ
お
や
ま 

小
早
川
秀
秋
陣
所
古
趾
��
明
治
三
十
九
年
八
月
建
之
�
関
ケ
原
町
大
字

山
中
七
三
一―

一 

 

�
日
本
戦
史
�・
標
柱
共
に
小
早
川
秀
秋
の
布
陣
地
は
�
松
尾
山
�
と
記
載
さ
れ
て
お

り
�
こ
れ
は
�
関
原
始
末
記
�
以
降
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
に
共
通
す
る
��
寛
永
諸
家
系
図

伝
�
の
稲
葉
正
成
の
項
に
は
小
早
川
秀
秋
が
松
尾
山
に
入
�
た
と
の
記
述
が
あ
る
の
で
�
寛

永
期
に
は
既
に
�
小
早
川
秀
秋
が
松
尾
山
に
布
陣
し
た
�
と
す
る
情
報
は
存
在
す
る
�� 

以
上
��
定
説
�
の
情
報
源
を
検
証
し
た
が
��
日
本
戦
史
�
は
凡
例
に
�
一
�
全
編
ノ

記
述
一
ト
シ
テ
憑
拠
ア
ラ
サ
ル
ナ
シ
�
其
編
者
ノ
推
測
ニ
係
ル
者
ハ
必
ス
冠
ス
ル
ニ
蓋
惟
等

ノ
字
ヲ
以
テ
シ
テ
之
ヲ
別
ツ
��
と
あ
る
よ
う
に
�
ほ
ぼ
全
て
の
記
述
に
典
拠
と
な
る
史
料

が
存
在
し
た
�
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
の
う
ち
柴
井
・
甲
斐
墓
・
平
野
は
文
献
上
に
登
場
し

な
い
地
名
で
あ
る
が
�
史
料
に
地
名
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
道
一
自
身
が
比
定
し
た
布
陣
地

に
つ
い
て
は
��
陣
地
考
証
�
に
そ
の
旨
と
布
陣
地
比
定
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
��
陣
地

考
証
�
と
�
日
本
戦
史
�
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
史
料
を
重
視
し
て
い
る
の
か
を
考
え

る
と
�
神
谷
は
史
料
間
の
布
陣
地
情
報
に
齟
齬
が
あ
る
場
合
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関

�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
に
記
載
さ
れ
た
地
名
を
採
用
す
る
傾
向
に
あ
る
�
そ
れ
に
対
し
て

�
日
本
戦
史
�
は
�
史
料
間
の
布
陣
地
情
報
に
齟
齬
が
あ
る
場
合
に
は
具
体
的
な
地
名
を
記

す
こ
と
を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
� 

近
世
関
�
原
合
戦
軍
記
の
集
大
成
的
な
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
�
関
原
軍
記

大
成
�
で
あ
る
が
�
現
在
�
定
説
�
と
な
�
て
い
る
布
陣
情
報
は
�
関
原
軍
記
大
成
�
に
記

載
さ
れ
た
地
名
よ
り
も
�
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御
陣
御
備
手
配
留
�
の
記
述
に

拠
る
部
分
の
方
が
多
い
�
こ
の
二
書
は
美
濃
の
領
主
・
竹
中
氏
が
成
立
に
関
わ
�
た
と
さ
れ

る
軍
記4

で
�
物
語
性
が
薄
く
布
陣
に
関
す
る
情
報
を
羅
列
し
た
内
容
で
あ
る
�
現
代
で
は

ほ
と
ん
ど
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い5

軍
記
で
あ
る
が
�
こ
う
い
�
た
広
く
流
布
し

1819



 

 

な
か
�
た
軍
記
に
も
日
本
戦
史
編
纂
委
員
や
神
谷
道
一
は
参
照
し
て
お
り
�
そ
れ
ら
が
�
定

説
�
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
� 

 

 

第
三
章 

布
陣
情
報
の
変
化
の
背
景
と
�
定
説
�
の
固
定 

 

一
章
と
二
章
で
�
布
陣
地
叙
述
の
変
遷
と
定
説
の
形
成
過
程
�
定
説
形
成
に
直
接
影
響
を

及
ぼ
し
た
史
料
に
つ
い
て
分
析
を
行
�
た
�
本
章
で
は
布
陣
情
報
の
変
化
の
背
景
に
あ
る
も

の
と
�
現
代
に
至
る
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
�
定
説
�
が
固
定
さ
れ
て
い
�
た
の
か
を
考

察
す
る
� 

 

関
�
原
合
戦
に
関
す
る
史
料
��
表
１
��
を
見
る
と
�
同
時
代
の
書
状
・
古
記
録
�
日

記
�→

幕
府
主
導
の
歴
史
編
纂
と
そ
れ
に
伴
�
て
各
大
名
家
家
臣
が
作
成
し
た
覚
書
類→

軍

学
者
に
よ
る
軍
記
作
成→

考
証
要
素
の
強
い
軍
記
作
成
�
と
い
う
流
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
�
ま
ず
�
合
戦
と
同
時
代
に
書
か
れ
た
書
状
・
古
記
録
類
で
あ
る
が
�
当
事
者
で
あ
る

書
き
手
に
と
�
て
必
要
な
情
報
と
い
う
観
点
か
ら
記
さ
れ
る
た
め
に
合
戦
に
関
す
る
情
報
は

非
常
に
断
片
的
で
あ
る
�
合
戦
の
全
貌
を
記
し
た
史
料
と
し
て
は
太
田
牛
一
が
著
し
た
�
内

府
公
軍
記
�
の
成
立
が
特
異
的
に
早
く
��
言
経
卿
記
�
慶
長
六
年
十
二
月
七
日
条
に
は
�

こ
の
時
点
で
牛
一
が
�
去
年
之
合
戦
事
一
冊
�
を
徳
川
家
康
に
見
せ
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て

い
る6

��
関
�
原
合
戦
に
つ
い
て
記
し
た
覚
書
類
に
は
�
内
府
公
軍
記
�
の
記
載
内
容
に
わ

ず
か
に
手
を
加
え
た
だ
け
の
も
の
が
い
く
つ
も
存
在
す
る7

よ
う
に
�
本
書
は
近
世
初
頭
の

関
�
原
合
戦
叙
述
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
�
そ
の
後
�
寛
永
年
間
か
ら
幕
府
に
よ

�
て
史
誌
編
纂
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
��
寛
永
諸
家
系
図
伝
�
等
��
諸
大
名
は
自
家
の

歴
史
を
報
告
す
る
こ
と
を
課
さ
れ
た
�
そ
れ
に
伴
�
て
各
大
名
家
で
は
家
臣
に
覚
書
類
の
提

出
を
求
め
�
一
六
四
〇
�
一
六
五
〇
年
代
に
か
け
て
多
く
の
覚
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
��
藤
堂
家
覚
書
�
や
�
薩
藩
旧
記
雑
録
�
所
収
の
覚
書
等
��
こ
の
時
期
に
は
幕
府
成
立

の
由
緒
を
残
す
と
い
う
意
識
か
ら
�
幕
閣
に
よ
る
関
�
原
合
戦
記
録
も
作
成
さ
れ
た
��
関

原
始
末
記
�
等
��
一
六
六
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
�
軍
学
者
に
よ
�
て
物
語
性
の
強
い
軍

記
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
��
慶
長
軍
記
��
石
田
軍
記
�
等
��
柵
の
構
築
な
ど
軍
学
的

な
内
容
を
含
ん
で
記
述
は
か
な
り
詳
細
に
な
り
�
文
章
量
が
急
増
す
る
�
し
か
し
�
物
語
性

の
高
い
軍
記
は
一
七
〇
〇
年
代
に
な
る
と
あ
ま
り
書
か
れ
な
く
な
�
て
い
く
�
か
わ
り
に
�

考
証
意
識
の
強
い
軍
記
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
�
本
稿
で
扱
�
た
軍
記
の
中
で
は
�
関

�
原
御
合
戦
記
��
関
原
軍
記
大
成
��
関
�
原
進
退
秘
訣
�
が
こ
れ
に
該
当
し
�
こ
れ
ら
の

軍
記
で
は
史
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
列
記
し
た
後
に
�
私
曰
�
と
い
�
た
形
で
著
者
の
考

察
を
記
し
た
り
��
按
ず
る
に
�
と
い
�
た
形
で
先
行
軍
記
の
記
述
に
疑
問
を
呈
し
た
り
批

判
を
行
�
た
り
し
て
い
る
�
ま
た
��
安
楽
寺
旧
記
��
関
�
原
御
合
戦
備
書
��
関
�
原
御

陣
御
備
手
配
留
�
等
の
広
く
普
及
さ
せ
る
目
的
の
な
か
�
た
未
出
版
の
軍
記
が
�
明
治
期
の

関
�
原
合
戦
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
� 

 

江
戸
幕
府
が
滅
亡
し
て
明
治
政
府
が
成
立
す
る
と
�
徳
川
氏
に
憚
る
必
要
が
な
く
な
り
史

料
公
開
が
進
ん
だ
た
め
�
関
�
原
合
戦
を
叙
述
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る8

�
そ
の
代
表
的
な
活
動
が
�
神
谷
道
一
に
よ
る
関
�
原
合
戦
研
究
と
�
参
謀
本

部
に
よ
る
�
日
本
戦
史
�
の
編
纂
で
あ
る
��
関
原
合
戦
図
志
�
の
序
文
に
よ
る
と
�
明
治

十
九
年
�
一
八
八
六
�
に
岐
阜
県
知
事
・
小
崎
利
準

こ
さ
き
と
し
な
り

に
関
�
原
合
戦
誌
の
編
纂
を
勧
め
ら
れ

た
こ
と
が
道
一
の
関
�
原
合
戦
研
究
の
契
機
で
あ
る9

�
一
方
�
陸
軍
内
で
は
メ
�
ケ
ル
の

来
日
と
参
謀
本
部
次
長
・
川
上
操
六
等
の
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
国
に
よ
�
て
ド
イ
ツ
の
戦

史
理
論
が
本
格
的
に
流
入
し
�
ド
イ
ツ
に
習
�
て
日
本
で
も
参
謀
本
部
が
国
内
戦
史
の
編
纂

事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り10

�
明
治
二
十
二
年
�
一
八
八
九
�
に
は
�
日
本
戦
史
�
が

起
稿
さ
れ
た11

�
こ
の
両
者
の
動
き
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
開
始
さ
れ
た
が
�
明
治
二
十
二
年
九

月
に
参
謀
本
部
の
日
本
戦
史
編
纂
委
員
が
関
�
原
で
の
現
地
調
査
を
行
い
�
神
谷
道
一
が
こ

の
案
内
を
行
�
た12

こ
と
か
ら
両
者
の
活
動
が
交
差
す
る
こ
と
と
な
る
�
第
二
章
で
扱
�
た

日
本
戦
史
の
記
述
を
見
る
に
�
現
地
で
の
布
陣
地
比
定
作
業
に
伴
�
て
浮
上
し
た
布
陣
地
名

は
日
本
戦
史
の
編
纂
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
�
ま
た
�
神
谷
道
一
の
�
関
原
合
戦
図
志
�

は
出
版
前
に
�
平
素
知
遇
ヲ
辱
ク
ス
ル
所
ノ
陸
軍
中
将
曾
我
祐
準
・
岐
阜
県
知
事
小
崎
利

準
・
文
学
博
士
重
野
安
嗣
・
陸
軍
歩
兵
少
佐
竹
内
正
策
・
陸
軍
編
修
横
井
忠
直
・
帝
国
大
学

編
年
史
掛
小
倉
秀
貫
等13

�
に
よ
る
査
読
を
得
て
お
り
�
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
研
究
者

 

 

や
参
謀
本
部
�
竹
内
正
策
と
横
井
忠
直
は
�
日
本
戦
史
�
の
編
纂
委
員
で
あ
る
�
に
も
神
谷

の
活
動
は
知
ら
れ
て
い
た
�
神
谷
道
一
は
明
治
二
十
五
年
�
一
八
九
二
�
に
�
関
原
合
戦
図

志
�
を
出
版
し
�
参
謀
本
部
は
明
治
二
十
六
年
�
一
八
九
三
�
に
�
日
本
戦
史 

関
原
役
�

を
出
版
し
た
�
こ
こ
に
�
現
代
�
定
説
�
と
さ
れ
て
い
る
情
報
が
出
揃
う
こ
と
に
な
る
� 

 

そ
し
て
�
明
治
期
に
収
集
・
統
合
さ
れ
�
定
説
�
と
な
�
た
情
報
は
�
そ
の
後
の
研
究
に

よ
�
て
も
変
動
す
る
こ
と
な
く
現
地
に
�
固
定
�
さ
れ
て
い
く
�
明
治
二
十
二
年
十
月
に
岐

阜
県
知
事
・
小
崎
利
準
の
指
示
で
関
�
原
古
戦
場
の
各
武
将
の
推
定
布
陣
地
に
木
の
標
柱
を

建
て
る
事
業
が
行
わ
れ
�
神
谷
道
一
は
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
�
標
柱
が
建
て
ら
れ
た
と
明

記
さ
れ
て
い
る
の
は
桃
配
山
の
み
な
の
で
他
の
布
陣
地
が
ど
う
な
�
た
の
か
は
判
然
と
し
な

い
が
�
明
治
三
十
九
年
�
一
九
〇
六
�
に
は
現
在
も
古
戦
場
跡
に
建
�
て
い
る
石
製
の
標
柱

が
各
武
将
の
推
定
陣
跡
に
建
て
ら
れ
た
�
こ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
関
�
原
古

戦
場
の
観
光
地
化
と
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
で
あ
る
�
こ
の
時
期
の
新
聞
に
目
を
通
す
と
�
関
�

原
三
百
年
祭
�
関
連
記
事
が
散
見
さ
れ
る
�
早
い
も
の
だ
と
�
東
京
朝
日
新
聞
�
明
治
三
十

二
年
�
一
八
九
九
�
五
月
五
日
朝
刊
記
事
に
関
�
原
合
戦
三
百
年
記
念
会
の
計
画
が
持
ち
上

が
�
て
い
る
旨
が
�
同
年
十
月
二
十
日
朝
刊
記
事
に
は
本
月
十
五
日
が
関
ケ
原
合
戦
三
百
年

に
相
当
す
る
の
で
古
戦
場
を
弔
う
者
が
多
い
旨
�
三
百
年
祭
は
翌
年
執
行
す
る
こ
と
に
な
�

た
と
い
う
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
�
実
際
に
関
�
原
合
戦
三
百
年
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治

三
十
九
年
で
��
読
売
新
聞
�
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
九
日
朝
刊
記
事
に
は
�
記
念
祭
は

明
治
三
十
七
年
九
月
十
五
日
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
�
た
が
日
露
戦
争
中
で
あ
る
た
め
中
止

さ
れ
た
こ
と
�
本
年
九
月
十
五
日
に
関
�
原
陣
場
野
に
お
い
て
大
祭
を
執
行
す
る
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
�
明
治
三
十
九
年
の
三
百
祭
は
十
月
十
二
日
�
十
四
日
に
実
施
さ
れ
た
�
明
治
三

十
九
年
の
標
柱
は
�
お
そ
ら
く
関
�
原
合
戦
三
百
年
祭
に
あ
た
�
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
�
昭
和
六
年
に
は
関
�
原
古
戦
場
は
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
�
定
説
が
更
に
強
固
に

�
固
定
�
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
�
そ
の
後
も
�
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
な
か
�
た
場
所
に
山

内
一
豊
陣
跡
の
解
説
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
り
�
平
成
二
十
五
年
に
新
し
く
細
川
忠
興
陣
跡

の
石
碑
が
設
置
さ
れ
た
り
と
�
今
な
お
布
陣
地
の
固
定
作
業
は
行
わ
れ
続
け
て
い
る
� 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
�
関
�
原
合
戦
の
布
陣
情
報
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
�
何
を
根
拠
と
し
て
ど
の

よ
う
な
背
景
の
も
と
で
�
定
説
�
が
形
作
ら
れ
て
い
�
た
の
か
を
考
察
し
た
�
第
一
章
で

は
�
同
時
代
・
当
事
者
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
布
陣
情
報
が
�
時
代
が
下
る

に
つ
れ
配
陣
の
大
枠
は
共
有
し
な
が
ら
も
徐
々
に
詳
細
さ
を
増
し
て
い
く
様
子
と
�
江
戸
時

代
の
段
階
で
は
各
武
将
の
布
陣
地
は
軍
記
に
よ
�
て
異
な
る
地
名
が
記
さ
れ
�
統
一
的
な
見

解
が
成
立
し
て
い
な
い
様
子
を
提
示
し
た
�
第
二
章
で
は
��
定
説
�
の
直
接
の
形
成
要
因

と
な
�
た
情
報
は
何
か
を
検
討
し
�
江
戸
時
代
に
広
く
流
布
し
た
軍
記
よ
り
も
�
地
元
美
濃

に
伝
来
し
た
未
出
版
軍
記
の
方
が
�
定
説
�
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
�
江
戸
時
代
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
現
地
で
の
比
定
作
業
に
よ
�
て
�
定
説
�
と

な
�
た
地
名
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
�
第
三
章
で
は
�
江
戸
時
代
に
様
々
な
軍

記
に
記
載
さ
れ
た
異
な
る
布
陣
情
報
が
�
神
谷
道
一
の
布
陣
地
比
定
活
動
と
�
日
本
戦
史
�

に
よ
�
て
統
合
・
一
本
化
さ
れ
て
標
柱
と
し
て
固
定
さ
れ
�
そ
の
布
陣
情
報
が
現
代
に
至
る

ま
で
引
き
継
が
れ
�
定
説
�
と
な
�
た
と
考
察
し
た
� 

 

関
�
原
合
戦
の
�
定
説
�
に
着
目
し
�
定
説
に
至
る
布
陣
情
報
の
変
遷
と
��
定
説
�
の

情
報
源
を
示
し
た
本
研
究
が
�
今
後
の
関
�
原
合
戦
に
関
す
る
議
論
に
何
か
資
す
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
� 
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受
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史
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1 

日
本
戦
史
編
纂
委
員
編
�
日
本
戦
史 

関
原
役
�
本
編
・
文
書
・
附
表
・
附
図
�
博
聞

社
�
一
八
九
三
年
�� 

2 

白
峰
旬
�
新
解
釈 

関
�
原
合
戦
の
真
実 

脚
色
さ
れ
た
天
下
分
け
目
の
戦
い
��
宮
帯

出
版
社
�
二
〇
一
四
年
�
二
七
頁
� 

3 

岐
阜
県
図
書
館
に
神
谷
道
一
自
筆
草
稿
で
あ
る
�
関
原
陣
地
考
証｢

等｣

��
請
求
記
号
�

G204

�
九
カ
／
郷
土
書
庫
／8111421151

�
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
他
�
神
谷
道
一
�
関
原
合

戦
図
志
��
小
林
新
兵
衛
�
一
八
九
二
年
�
中
に
�
附
録
関
ケ
原
陣
地
考
証
�
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
� 

4 

古
典
遺
産
の
会
編
�
戦
国
軍
記
事
典 
天
下
統
一
篇
��
和
泉
書
院
�
二
〇
一
一
年
�
の

�
関
ケ
原
御
合
戦
記
�
の
項
で
��
関
ケ
原
御
合
戦
備
書
��
関
ケ
原
御
陣
御
備
御
手
配
留
�

に
も
僅
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
� 

5 

活
字
化
は
さ
れ
て
い
な
い
が
�
謄
写
版
の
刊
本
は
存
在
す
る
��
関
ケ
原
御
合
戦
備
書
・

関
ケ
原
御
合
戦
記
・
関
ケ
原
御
陣
御
備
手
配
留 

合
冊
��
岐
阜
史
談
会
�
一
九
三
一
年
�� 

6 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
�
大
日
本
古
記
録 

言
経
卿
記 

十
一
��
岩
波
書
店
�
一
九

八
〇
年
��
一
八
五
頁
� 

7 

�
可
児
才
蔵
誓
文
日
記
���
大
日
本
史
料 

第
十
二
編
之
三
十
�
八
四
五
�
八
五
二
頁
�

の
関
�
原
合
戦
部
分
や
��
薩
藩
旧
記
雑
録
後
編
三
�
一
三
二
八
号
の
�
在
伊
地
知
増
也
老

送
于
三
原
九
兵
衛
殿
之
一
巻
��
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
�
鹿
児
島
県
史
料 
旧

記
雑
録
後
編
三
�
鹿
児
島
県
�
一
九
八
三
年
�
六
三
四
頁
���
関
�
原
合
戦
聞
書
�
等
� 

8 

�
日
本
戦
史
材
料
刊
行
趣
意
�
に
は
�
徳
川
覇
府
ノ
世
ニ
当
リ
テ
ヤ
事
天
正
慶
長
間
ニ
係

ル
者
ハ
忌
諱
ス
ル
所
甚
タ
多
ク
仮
令
ヒ
事
理
信
ス
可
キ
者
ト
雖
ト
モ
敢
テ
世
ニ
公
ニ
ス
ル
能

サ
リ
キ
今
ヤ
時
勢
一
変
此
ノ
羈
束
ヲ
脱
ス
�
と
あ
り
��
関
原
合
戦
図
志
�
の
緒
言
に
は

�
関
�
原
ノ
役
ハ
今
ヲ
距
ル
コ
ト
二
百
八
十
余
年
ノ
久
キ
ヲ
経
タ
ル
ヲ
ヤ
然
レ
ト
モ
旧
記
古

文
書
ノ
疇
昔
ニ
隠
レ
テ
現
今
ニ
顕
レ
却
テ
著
述
ヲ
益
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
盖
幕
府
ノ
世
ニ
在
リ
テ

ハ
人
皆
其
忌
避
ニ
触
レ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ
実
記
ア
リ
ト
雖
モ
秘
シ
テ
世
ニ
示
サ
ズ
今
ヤ
皇
政
開

明
復
囁
嚅
ノ
憂
ナ
ク
正
ニ
是
レ
直
筆
ニ
記
載
シ
得
ル
ノ
日
ナ
リ
�
と
あ
る
よ
う
に
�
明
治
期

に
関
�
原
合
戦
研
究
を
行
�
た
当
事
者
は
�
そ
の
動
機
と
し
て
江
戸
幕
府
の
滅
亡
に
よ
�
て

関
�
原
合
戦
関
連
史
料
の
公
開
が
進
ん
だ
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
� 

9 

神
谷
道
一
�
関
原
合
戦
図
志
�
一
頁
� 

10 

ド
イ
ツ
か
ら
明
治
期
日
本
へ
の
戦
史
理
論
の
流
入
に
つ
い
て
は
塚
本
隆
彦
�
旧
陸
軍
に

お
け
る
戦
史
編
纂
���
戦
史
研
究
年
報
�
一
〇
号
�
二
〇
〇
七
年
�� 

11 JACAR(

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
�)Ref.C07081787700

�
明
治
二
十
五
年
自
一
月
至

十
二
月 

参
謀
本
部
大
日
記 

参
人(

防
衛
省
防
衛
研
究
所) 

12 JACAR(

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
�)Ref.C06081022300

�
明
治
二
十
二
年 

�
貳
大

日
記 

十
二
月
�(

防
衛
省
防
衛
研
究
所)

� 

13 

神
谷
道
一
�
関
原
合
戦
図
志
�
四
頁 

使用史料 成立年 使用した刊本・写本 

関ヶ原合戦と同年の古文書・古

記録 

1600 年 ・『舜旧記』慶長 5年 9 月 15 日条 ○続群書類従完成会編『史料

纂集〔第二期〕 舜旧記 第一』（鎌田純一校訂）、続群書類従完

成会、1970 年 

・9 月 17 日吉川広家自筆書状案 ○東京大学史料編纂所編『大日

本古文書 吉川家文書之二』913 号 

・9 月 17 日石川康通・彦坂元正連署状案 ○福岡市史編集委員会

編『新修福岡市史 資料編中世一 市内所在文書』福岡県、2010

年、堀文書五、177 頁 

・9 月 20 日近衛信尹充近衛前久書状 ○藤井譲治「前久が手にし

た関ケ原情報」田島公編『禁裏・公家文庫研究』第 6輯、思文閣

出版、2017 年 

・十月八日付秋田実季宛最上義光書状 343 号 ○横手市『横手市

史 史料編 古代・中世』横手市、2006 年 

『薩藩旧記雑録後編三』所収の

島津氏家臣団覚書 

 鹿児島県維新史料編さん所編『鹿児島県史料 旧記雑録後編三』

鹿児島県、1983 年 

「岐阜幷関原手柄之次第書」

（極月十三日坪内定次宛生駒利

豊書状） 

1601（慶長６年）～1614（慶長 19

年）成立 

生駒陸彦・松浦武編『生駒家戦国史料集―尾張時代の織田信長・

信雄父子を支えた一家―』松浦武（自家版）、1993 年 

太田牛一『内府公軍記』杤山本 1607 年（慶長 12 年）までに成立 大澤泉「史料紹介 杤山斉氏所蔵『内府公軍記』について」『大阪

城天守閣紀要』37 号、2009 年／大阪城天守閣所蔵「内府公軍記」 

太田牛一『内府公軍記』大和文

華館本 

1607 年（慶長 12 年）までに成立 伊藤敏子「太田和泉守自筆本「内府公軍記」」『大和文化研究』13

巻 7 号、1968 年／大和文華館所蔵「内府公軍記」（国文学研究資

料館所蔵マイクロ資料鈴鹿文庫 2－3438 請求番号 257－187－3Ｎ

3077） 

太田牛一『内府公軍記』蓬左文

庫本 

1607 年（慶長 12 年） 小池絵千花「名古屋市蓬左文庫所蔵『太田和泉守記 全』の全文

翻刻」『戦国軍記・合戦図の史料学的研究』2020 年度～2023 年科

研費〈基盤 A〉研究成果報告書、2024 年／名古屋蓬左文庫所蔵

「太田和泉守記」（請求番号 105－32） 

『藤堂家覚書』 1641 年（寛永 18 年） 近藤瓶城編『改訂史籍集覧 第十五冊』近藤活版所、1902 年 

板坂卜斎如春『慶長年中卜斎

記』 

1655 年（明暦元年）までに成立 近藤瓶城編『改訂史籍集覧 第二十六冊』近藤出版部、1902 年 

戸田氏鉄『戸田左門覚書』 1635 年（寛永 12 年）～1655 年

（明暦元年）までに成立 

地域研究史料館「史料紹介『戸田左門覚書』」『地域史研究』116

号、2017 年／『戸田左門覚書』民友社、1914 年 

林道春・春斎編『関原始末記』 1656 年（明暦 2年） 近藤瓶城編『改訂史籍集覧 第二十六冊』近藤出版部、1902 年 

石川昌隆『石川正西聞見集』 1660 年（万治 3年） 埼玉県立図書館編『石川正西聞見集』1968 年 

植木悦『慶長軍記』 1663 年（寛文 3年本） 井上泰至・湯浅佳子編『関ヶ原合戦を読む 慶長軍記翻刻・解

説』勉誠出版、2019 年 

『細川忠興軍功記』 1664 年（寛文 4年） 近藤瓶城編『改訂史籍集覧 第十五冊』近藤活版所、1902 年 

山鹿素行『武家事紀』 1673 年（延宝元年） 山鹿素行先生全集刊行会編『武家事紀 中巻』原書房、（復刻原

本：1915 年）1982 年 

『島津家譜』 1684 年（貞享元年） 藤瓶城編『改訂史籍集覧 第十五冊』近藤活版所、1902 年 

峯賀高亮『関ヶ原合戦誌記』 1687 年（貞享 4年） ※岐阜県図書館所蔵写本 

貝原益軒・竹田定直他編『黒田

家譜』 

1678 年（延宝 6年）製本、1688 年

（元禄元年）増補改訂版製本 

『新訂黒田家譜』（校訂：川添昭二・福岡古文書を読む会）第一

巻、文献出版、1983 年 

『石田軍記』 1698 年（元禄 11 年）の刊本あり 黒川真道編『国史叢書 石田軍記全・仙道軍記全』国史研究会、

1914 年 

『関ヶ原御合戦記』1 1706 年（宝永 3年）と記入された

本あり 

岐阜史談会編『関ケ原御合戦備書・関ケ原御合戦記・関ケ原御陣

御備御手配留 合冊』1931 年 

宮川忍斎『関原軍記大成』 1713 年（正徳 3年） 黒川真道編『関原軍記大成』3巻、国史研究会、1916 年 

『関ヶ原軍記大全』 1720 年（享保 5年）頃 ※岐阜県図書館所蔵写本 

『赤坂安楽寺旧記』 1745 年（延享 2年）の奥書あり ※岐阜県図書館所蔵写本 

『菅氏世譜』 1770 年（明和 7年） 近藤瓶城編『改訂史籍集覧 第十五冊』近藤活版所、1902 年 

久保之英『関ヶ原合戦進退秘

訣』 

1775 年（安永 4年）成立 東京大学史料編纂所所蔵本（請求記号：島津家本－さⅠ－12－33

－9） 

堀麦水『慶長中外伝』 1783 年（天明 3年）までに成立 鹿児島大学附属図書館所蔵本、玉里文庫天 55－569（国書データ

ベースマイクロ請求記号：091－0041－002） 

『関ヶ原御合戦備書』 1785 年（天明 5年）の写が存在 岐阜史談会編『関ケ原御合戦備書・関ケ原御合戦記・関ケ原御陣

御備御手配留 合冊』1931 年 

『関ヶ原御陣御備手配留』 成立年不詳 岐阜史談会編『関ケ原御合戦備書・関ケ原御合戦記・関ケ原御陣

御備御手配留 合冊』1931 年 

『関ヶ原合戦聞書』 成立年不詳 ※岐阜県図書館所蔵写本 

『慶長擾乱』成立年不詳 成立年不詳 ※岐阜県図書館所蔵写本 

『武鑑要略慶長軍記』成立年不

詳 

成立年不詳 ※岐阜県図書館所蔵写本 

※岐阜県図書館所蔵写本とあるのは、岐阜県図書館 HP「岐阜県の戦国時代」（URL：https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-books/digital-

collection/gifu-sengoku/）より写本の閲覧が可能なものである。 

【表１】本稿で使用した関ヶ原合戦関連史料一覧 

2223



関
�
原
合
戦
後
の
上
杉
家
か
ら
見
た
�
首
都
�
と
公
儀 

篠
﨑 

祐
介 

 

は
じ
め
に 

上
杉
景
勝
は
関
�
原
合
戦
の
発
端
に
な
�
た
と
さ
れ
る
会
津
攻
め
に
お
け
る
中
心
人
物

の
一
人
で
あ
り
�
敗
戦
後
の
処
理
に
お
い
て
会
津
百
二
十
万
石
か
ら
米
沢
三
十
万
石
の
大
名

に
減
封
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
�
ま
た
�
関
�
原
合
戦
を
め
ぐ
る
上
杉
家
に
関
す
る

研
究
も
直
江
状
の
真
偽
に
関
す
る
も
の
や
��
１
�
北
の
関
�
原
と
も
呼
ば
れ
る
慶
長
出
羽

合
戦
に
関
す
る
も
の
な
ど
��
２
�
研
究
が
充
実
し
て
い
る
��
３
�
し
か
し
�
関
�
原
合
戦

後
の
上
杉
家
の
動
向
に
つ
い
て
は
�
相
対
的
に
先
行
研
究
が
少
な
く
�
い
ま
だ
研
究
の
余
地

が
あ
る
�
特
に
上
杉
家
は
関
�
原
合
戦
後
も
近
世
大
名
と
し
て
幕
末
ま
で
存
続
す
る
が
�
関

�
原
合
戦
を
経
て
�
徳
川
家
康
に
臣
従
し
�
ど
の
よ
う
な
過
程
で
近
世
大
名
化
し
て
い
く
か

と
い
う
点
が
不
明
確
と
な
�
て
い
る
�
ま
た
�
そ
の
要
因
と
し
て
は
�
慶
長
三
年
以
降
上
杉

氏
関
連
文
書
編
年
目
録
��
４
�
が
あ
る
も
の
の
�
体
系
的
な
史
料
集
が
存
在
し
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
� 

 

一
方
で
�
関
�
原
合
戦
後
の
上
杉
家
を
素
材
と
す
る
研
究
に
は
笠
谷
和
比
古
氏
に
よ
る
二

重
公
儀
体
制
論
の
研
究
が
あ
る
��
５
�
そ
れ
に
よ
る
と
�
慶
長
八
年
�
一
六
〇
三
�
か
ら

二
十
年
ま
で
の
間
を
�
国
制
的
に
は
豊
臣
公
儀
と
徳
川
公
儀
に
よ
る
二
重
公
儀
体
制
と
し
て

把
握
す
べ
き
と
す
る
�
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
�
江
戸
幕
府
開
設
以
降
も
�
豊
臣
系
諸
大

名
の
ほ
か
�
上
杉
景
勝
の
よ
う
な
外
様
大
名
で
も
豊
臣
秀
頼
に
伺
候
の
礼
を
取
り
続
け
た
こ

と
を
挙
げ
る
�
笠
谷
氏
の
研
究
は
慶
長
期
の
国
制
に
つ
い
て
秀
頼
の
位
置
づ
け
か
ら
論
じ
た

も
の
で
あ
る
が
�
上
杉
家
の
関
�
原
合
戦
後
の
動
向
を
笠
谷
氏
と
別
の
視
点
か
ら
検
討
す
る

こ
と
で
�
合
戦
後
の
上
杉
家
の
位
置
づ
け
や
上
杉
家
が
豊
臣
大
名
�
豊
臣
摂
関
家
を
頂
点
と

し
た
支
配
秩
序
に
編
成
さ
れ
た
大
名
�
か
ら
近
世
大
名
�
徳
川
将
軍
家
と
主
従
関
係
を
結
ん

だ
大
名
�
へ
変
わ
る
過
程
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
� 

と
こ
ろ
で
�
上
杉
景
勝
に
つ
い
て
は
�
天
正
十
四
年
�
一
五
八
六
�
の
上
洛
・
臣
従
�
そ

し
て
天
正
十
六
年
の
二
度
目
の
上
洛
の
際
の
参
議
任
官
・
清
華
成
�
６
�
に
よ
�
て
�
多
く

の
公
家
や
大
名
と
の
交
際
が
生
ま
れ
た
�
ま
た
�
文
禄
四
年
�
一
五
九
五
�
の
秀
次
切
腹
事

件
以
降
は
景
勝
自
身
が
絶
え
ず
在
京
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
�
会
津
へ
の
国
替
え
の
時
ま
で

在
京
し
続
け
て
い
た
�
よ
�
て
�
豊
臣
期
に
お
け
る
上
杉
家
中
の
活
動
の
中
心
は
必
然
的
に

京
都
へ
と
移
�
て
い
�
た
�
し
か
し
�
関
�
原
合
戦
を
き
�
か
け
と
し
て
徳
川
家
康
が
将
軍

に
任
官
し
�
武
家
政
権
の
中
心
と
し
て
の
�
首
都
�
は
京
都
か
ら
江
戸
へ
と
徐
々
に
移
行
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
� 

豊
臣
期
か
ら
江
戸
初
期
の
�
首
都
�
に
つ
い
て
は
�
横
田
冬
彦
氏
や
谷
徹
也
氏
の
研
究
が

あ
る
��
７
�
こ
れ
ら
の
研
究
を
ま
と
め
る
と
�
豊
臣
期
に
は
京
都
・
伏
見
・
大
坂
に
�
全

国
の
大
名
の
集
住
地
で
あ
り
�
妻
子
も
在
住
さ
せ
た
�
首
都
�
が
形
成
さ
れ
�
そ
の
儀
礼
と

し
て
年
頭
御
礼
や
大
名
邸
御
成
な
ど
が
行
わ
れ
た
と
す
る
�
そ
し
て
�
家
康
の
将
軍
任
官
や

秀
忠
の
将
軍
職
世
襲
を
契
機
と
し
て
諸
大
名
の
屋
敷
が
伏
見
か
ら
江
戸
に
移
さ
れ
て
い
き
�

江
戸
に
お
い
て
近
世
武
家
政
権
の
首
都
が
確
立
し
た
と
す
る
� 

上
杉
景
勝
も
豊
臣
政
権
へ
の
臣
従
後
�
京
都
・
伏
見
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
�
景
勝
は

�
首
都
�
に
�
留
守
居
役
�
を
置
い
て
い
た
�
そ
の
た
め
�
上
杉
家
の
活
動
が
京
都
・
伏
見

か
ら
江
戸
に
移
行
す
る
時
期
を
上
杉
家
が
近
世
大
名
と
な
る
画
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
�
し
か
し
�
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
�
関
�
原
合
戦
ま
で
を
中
心
に
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
��
８
�
特
に
関
�
原
合
戦
以
降
の
京
都
に
お
い
て
�
上
杉
家
が
ど

の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
か
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
� 

 

以
上
の
研
究
状
況
か
ら
�
本
研
究
で
は
�
ま
ず
考
察
の
前
提
と
な
る
関
�
原
合
戦
前
に
京

都
で
活
動
す
る
上
杉
家
家
臣
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
�
関
�
原
合
戦
後
の
上
杉
家
の
和

睦
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
�
そ
の
上
で
上
杉
家
の
京
都
や
江
戸
に
お
け
る
動
向

を
考
察
す
る
こ
と
で
�
上
杉
家
の
�
首
都
�
と
公
儀
�
９
�
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か

と
い
う
視
点
か
ら
�
上
杉
家
が
近
世
大
名
へ
変
わ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
� 

な
お
�
本
稿
で
は
�
直
江
状
な
ど
関
�
原
合
戦
に
至
る
ま
で
の
経
過
及
び
北
の
慶
長
出
羽

合
戦
に
つ
い
て
は
�基
本
的
に
言
及
せ
ず
�関
�
原
合
戦
前
後
に
お
け
る
上
杉
家
の�
首
都
�

で
の
活
動
�
そ
し
て
上
杉
家
と
徳
川
家
の
和
睦
交
渉
の
過
程
に
の
み
言
及
す
る
� 

 

第
一
章 

豊
臣
期
に
お
け
る
上
杉
家
の
在
京
家
臣 

�
一
�
上
杉
景
勝
の
上
洛
と
千
坂
景
親
の
役
割 

天
正
十
四
年
�
一
五
八
六
�
六
月
�
上
杉
景
勝
は
上
洛
し
�
豊
臣
政
権
に
臣
従
す
る
�
直

江
兼
続
ら
の
家
臣
も
合
わ
せ
て
上
洛
し
�
上
杉
家
の
京
都
で
の
活
動
が
開
始
さ
れ
る
�
京
都

に
お
け
る
上
杉
家
家
臣
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
�
関
�
原
合
戦
前
後
の
検
討
の
前
提
と
な

る
た
め
�
ま
ず
は
上
杉
家
の
�
留
守
居
役
�
と
さ
れ
た
千
坂
景
親
に
つ
い
て
検
討
す
る
� 

�
史
料
一
�
石
田
三
成
書
状
写
�
１
０
� 

其
面
之
義
�
急
速
以
二

使
者
一

�
御
見
廻
可
レ

申
処
�
其
元
之
様
子
承
届
�
達
二

上
聞
一

�

請
二 

御
諚
一

� 

為
レ

可
二

申
下
一

�
少
遅
延
候
�
乍
レ

去
�
早
早
慥
使
者
差
下
候
�
陸

地
遣
候
間
�
路
次
滞
留
可
レ

行
存
�
越
国
在
京
人
千
坂
対
馬
守

�

景

親

�

従
者
一
人
�
其
元
境
目

等
案
内
者
之
事
候
条
�
則
申
付
自
二

敦
賀
津
一

�
船
而
先
達
申
越
候
�
仍
而
鉄
砲
百
丁
同

合
薬
百
斤
・
鉛
五
拾
斤
�
鋳
鍋
鋳
型
相
添
�
送
進
之
候
�
乍
二

勿
論
一

�
堅
固
御
抱
専
要

候
�
此
等
趣
義
広

�
芦
名
�

宜
預
二

御
披
露
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

 
 
 
 
 

七
月
五
日

�
天
正
十
七
年
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
成

�
石
田
�

�
花
押
影
� 

 
 
 
 
 
 

金
上
平
六
郎

�

盛

実

�

殿 

 
 
 
 
 
 

富
田
美
作
守

�

氏

実

�

殿 

 
 
 
 
 
 

平
田
周
防
守

�

実

範

�

殿 

 
 
 
 
 
 

針
生
民
部
少
輔

�

盛

信

�

�

殿 

こ
の
史
料
か
ら
は
�
上
杉
家
と
の
交
渉
担
当
者
で
あ
�
た
石
田
三
成
が
景
親
の
こ
と
を

�
越
国
在
京
人
�
と
認
識
し
て
い
る
�
ま
た
��
上
杉
景
勝
宛
天
徳
寺
宝
衍
書
状
��
１
１
�

に
も
�
定
千
坂
対
馬
守
方
可
被
申
達
候
�
の
文
言
が
あ
る
ほ
か
�
京
都
の
公
家
の
日
記
で
あ

る
�
晴
豊
公
記
�
に
も
景
親
の
名
前
が
現
れ
る
��
１
２
� 

天
正
十
六
年
�
一
五
八
八
�
の
景
勝
の
上
洛
以
後
�
景
親
は
在
京
す
る
こ
と
に
な
る
が
�

�
景
勝
公
御
年
譜
�
の
記
事
に
は
�
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
景
親
か
ら
景
勝
へ
注
進
あ
る
い
は

言
上
が
な
さ
れ
る
記
事
が
複
数
見
ら
れ
る
� 

�
史
料
二
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
五
年
夏
四
月
条
�
１
３
� 

同

年

�
慶
長
五
年
�

夏
四
月
�
大
阪
ニ
テ
ハ
景
勝

�
上
杉
�

公
御
下
國
ノ
後
�
陰
謀
ノ
企
テ
ア
ル
由
�
近
國
ノ

讒
士
シ
キ
リ
ニ
注
進
ス
レ
ハ
�
家
康

�
徳
川
�

ヨ
リ
モ
�
近
日
御
家
人
ヲ
差
下
サ
レ
�
糺
明
ヲ
遂

ケ
ラ
レ
ル
ヘ
キ
ニ
評
諚
相
定
ル
由
�
伏
見
ヨ
リ
千
坂

ち

さ

か

対
島
守

�

景

親

�

羽
書
ヲ
飛
シ
注
進
ス
��
後

略
� 

こ
の�
景
勝
公
御
年
譜
�の
記
事
に
よ
れ
ば
�景
勝
に
謀
反
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
�

家
康
か
ら
糺
明
の
使
者
は
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
千
坂
景
親
が
注
進
し
た
と
あ
る
�
こ
れ
ら
の

�
景
勝
公
御
年
譜
�
内
の
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
が
�
表
１
�
と
な
る
��
表
１
�
か
ら
景

親
が
京
都
か
ら
の
連
絡
役
で
あ
り
�
上
杉
家
の
京
都
で
の
活
動
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
�
ま
た
�
景
親
が
京
都
で
の
留
守
居
役
と
な
�
た
背
景
と
し
て

は
そ
れ
以
前
か
ら
上
杉
家
の
使
者
と
し
て
上
洛
し
て
い
た
実
績
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
�

�
１
４
� 

 

�
二
�
徳
川
家
康
に
よ
る
千
坂
景
親
の
認
識 

と
こ
ろ
で
��
覚
上
公
御
書
集
�
に
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
� 

�
史
料
三
�
徳
川
家
康
書
状
写
�
１
５
� 

一
筆
申
入
候
�
仍
爰
元
様
子
先
度
茂
如
二

申
達
一

�
仕
置
申
付
候
�
自
然
其
元
風
説
可
レ

有
レ

之
候
�
無
二

別
条
一

候
間
�
可
二

御
心
安
一

候
�
委
細
千
坂
対
馬

�
景
親
�

方
ゟ
可
レ

申
候
条
�

不
レ

能
レ

具
レ

候
�
恐
々
謹
言
� 

 
 
 
 

九
月
十
七
日

�

慶

長

四

年

� 
 

家
康

�
徳
川
� 

 
 
 
 

会
津
中
納
言

�

上

杉

景

勝

�

殿 

こ
の
史
料
は
会
津
へ
帰
国
し
た
景
勝
に
対
し
�
上
方
の
仕
置
は
申
し
付
け
て
あ
り
�
も
し

風
聞
が
あ
�
て
も
安
心
す
る
よ
う
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
�
本
文
中
に
は
詳
し
く
は
千
坂
景

親
方
か
ら
伝
え
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
�
家
康
が
景
親
を
上
杉
家
の
交
渉
担
当
者
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
�
し
た
が
�
て
�
関
�
原
合
戦
前
後
に
お
い
て
千
坂
景
親
が
京
都
で
の
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留
守
居
役
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
�
そ
れ
は
石
田
三
成
な
ど
の
秀
吉
奉
行
層
以
外
の
政
権

関
係
者
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
� 

                  

�
三
�
大
国
実
頼
の
位
置
づ
け 

次
に
上
杉
家
家
臣
と
し
て
の
京
都
で
活
動
が
見
ら
れ
る
直
江
兼
続
の
弟
・
大
国
実
頼
に
関

し
て
検
討
し
て
い
く
�
次
の
史
料
か
ら
は
大
国
実
頼
が
上
洛
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
� 

�
史
料
四
�
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
連
署
副
状
�
１
６
� 

去
月
五
日
之
御
状
�
遂
二

披
露
一

候
�
則
以
二

御
書
一

被
二

仰
出
一

候
� 

�
中
略
� 

一
�
九
州
平
均
被
二

仰
付
一

�
御
納
馬
�
并
京
都
御
移
徙
�
彼
是
御
礼
儀
を
被
二

仰
上
一

可

レ

然
之
由
存
候
処
�
直
江
舎
弟

�

大

国

実

頼

�

上
洛
之
旨
�
尤
存
候
�
京
着
候
者
�
馳
走
可
レ

申
候
�

此
方
於
二 

御
前
之
儀
一

者
�
両
人
聊
不
レ

可
レ

存
二

疎
意
一

之
事
� 

�
中
略
� 

一
�
直
山
舎
弟

�

大

国

実

頼

�

上
洛
�
御
礼
候
て
�
猶
様
子
具
ニ
追
而
可
レ

得
二

貴
意
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
廿
二
日

�

天

正

十

五

年

� 
 
 
 
 
 
 
 

三
成

�
石
田
�

�
花
押
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
盛

�
増
田
�

�
花
押
� 

 
 
 
 
 
 
 
 

景
勝

�
上
杉
�

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
々
尊
報 

 

こ
の
史
料
は
�
天
正
十
五
年
�
一
五
八
七
�
に
新
発
田
重
家
の
乱
が
解
決
し
�
そ
れ
を
祝

う
秀
吉
書
状
�
１
７
�
の
副
状
で
あ
る
�
長
谷
川
伸
氏
に
よ
れ
ば
�
実
頼
は
新
発
田
重
家
の

乱
鎮
圧
の
報
告
と
九
州
攻
め
の
成
功
�
聚
楽
第
へ
の
移
転
を
祝
す
使
者
と
し
て
上
洛
し
�
そ

の
ま
ま
人
質
と
し
て
留
め
置
か
れ
た
と
し
て
い
る
��
１
８
�
一
方
で
�
天
正
十
五
年
十
一

月
二
十
三
日
付
青
龍
寺
宛
大
国
�
当
時
は
小
国
と
名
乗
る
�
実
頼
判
物
�
１
９
�
や
�
上
杉

景
勝
一
座
漢
倭
連
句
��
２
０
�
か
ら
�
実
頼
が
こ
の
時
期
に
上
杉
領
国
内
で
活
動
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
�
ま
た
�
関
�
原
合
戦
時
に
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
確
認
で
き
る
� 

�
史
料
五
�
浅
野
幸
長
書
状
写
�
２
１
� 

五
月
十
八
日
之
御
書
�
同
廿
二
日
至
伏
見
到
来
�
忝
拝
見
仕
候
�
並
町
野
左
近
書
中
被

レ

下
�
具
致
二

拝
見
一

候
� 

一
�
会
津
よ
り
伊
奈
図
書

�
昭
綱
�

江
罷
上
様
子
聞
江
�
内
府
弥

�
徳
川
家
康
�

御
機
嫌
悪
御
出
陣
ニ
相
定
�
六

月
十
六
日
大
坂
可
レ

被
レ

成
二

御
立
一

旨
�
被
レ

仰
候
事
� 

一
�
奉
行
衆
ニ
被
二

仰
付
一

�
図
書

�
昭
綱
�

罷
上
早
道
候
ハ
ゝ
�
去
廿
三
日
会
津
被
レ

遣
様
子
之

儀
�
景
勝

�
景
勝
�

七
月
中
ニ
伏
見
迄
罷
上
�
八
月
朔
日
秀
頼

�
豊
臣
�

様
へ
御
礼
可
二

申
上
一

�
並
直
江

�
兼
続
�

妻
子
六
月
廿
日
江
戸
へ
相
越
候
�
尤
於
二

相
違
一

者
急
度
可
レ

有
二

御
働
一

と
の
紙
面
見

御
座
候
�
此
御
返
事
ニ
者
無
二

御
構
一

有
無
ニ
江
戸
迄
ハ
被
二

御
下
国
一

�
景
勝

�
上
杉
�

於
二

罷

【表１】「景勝公御年譜」における千坂景親の連絡記事

巻・頁 年 月日 内容 注進

1 1・491 天正17年 5月 秀吉の金銀配布 △

2 2・53 天正19年 4月 豊臣鶴松誕生祝　※１ ○

3 2・60 天正19年 9月上旬 豊臣鶴松死去 ○

4 2・152 慶長3年 4月20日 秀吉病気 ○

5 2・153 慶長3年 5月16日 秀吉起請文作成 ○

6 2・155 慶長3年 8月17日 秀吉危篤 ○

7 2・183 慶長5年 4月 景勝謀反疑い ○

8 2・192 慶長5年 6月2日 家康の会津出陣命令 ○

9 2・195 慶長5年 6月中旬 家康会津出陣 ○

10 2・225 慶長6年 1月中旬 景勝出頭命令 △

11 2・226 慶長6年 3月27日 秀頼大納言昇進 △

12 2・231 慶長7年 3月15日 奥州賊徒討伐命令 ○

13 2・233 慶長7年 5月1日 家康昇進の参内 ○

14 2・233 慶長7年 5月8日 佐竹義宣の秋田移封 ○

15 2・234 慶長8年 2月12日 家康征夷大将軍任官 ○

16 2・235 慶長8年 4月28日 秀頼内大臣昇進 ○

17 2・237 慶長8年 7月28日 秀頼・千姫の婚姻 ○

※巻は『景勝公御年譜』の１・２巻を指す。

※景親から注進があったものには○、言上があったものには△を付した。

※１　誕生は天正17年5月

上
一

者
武
蔵
様

�
徳
川
秀
忠
�

被
二

召
連
一

御
上
洛
与
�
内
府
様

�
徳
川
家
康
�

者
御
江
戸
御
年
と
ら
れ
来
春
可
レ

有

二

御
上
洛
一

由
候
事
��
後
略
� 

�
年
月
日
欠
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
左
京

�
浅
野
幸
長
� 

 
 
 
 
 

弾
正
様

�
浅
野
長
政
� 

年
月
日
欠
の
文
書
で
は
あ
る
が
�
関
�
原
合
戦
直
前
の
内
容
か
ら
慶
長
五
年
�
一
六
〇
〇
�

に
比
定
さ
れ
る
�
こ
こ
で
は
上
杉
家
の
証
人
と
な
る
人
物
が
直
江
妻
子
と
想
定
さ
れ
て
い
る
�

ま
た
�
関
�
原
合
戦
時
に
お
い
て
は
�
大
国
実
頼
は
上
杉
領
で
あ
る
会
津
周
辺
で
活
動
し
て

い
る
��
２
２
�
こ
の
こ
と
か
ら
実
頼
は
京
都
で
の
活
動
が
見
ら
れ
る
も
の
の
�
証
人
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
� 

 

第
二
章 

関
ケ
原
合
戦
後
の
上
杉
家
の
和
睦
交
渉
過
程 

�
一
�
上
杉
家
の
和
睦
交
渉
の
過
程 

こ
こ
か
ら
は
近
世
大
名
へ
と
転
換
す
る
契
機
と
な
る
関
�
原
合
戦
後
の
上
杉
家
の
和
睦

交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
�
慶
長
五
年
九
月
十
五
日
の
関
�
原
合
戦
に
よ
�
て

西
軍
が
敗
北
す
る
�
そ
し
て
�
そ
の
報
を
受
け
た
上
杉
家
は
和
睦
交
渉
を
開
始
す
る
� 

�
史
料
六
�
直
江
兼
続
書
状
写
�
２
３
� 

御
状
披
見
�
仍
重
而
其
地
へ
御
出
候
由
�
御
太
儀
不
レ

得
レ

申
候
�
能
々
御
相
談
萬
事
御

備
専
用
候
�
我
等
儀
者
去
廿
日
此
方
へ
罷
出
候
�
次
佐
竹
口
よ
り
働
�
江
戸
よ
り
無
事

之
内
證
候
ニ
付
而
相
止
候
�
可
二

御
心
安
一

候
�
追
々
可
二

申
入
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

 

十
月
廿
三
日

�

慶

長

五

年

� 

直

山

�
直
江
山
城
守
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
続 

 
 
 
 
 

安
筑

�
安
田
堅
親
� 

 

 
 
 
 
 

竹

左

�
竹
俣
利
綱
� 

 

 
 
 
 
 

黒

豊

�
黒
川
為
実
� 

 
 
 
 
 
 
 

御
報 

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
�
徳
川
方
か
ら
無
事
の
内
証
が
あ
り
�
佐
竹
口
よ
り
の
軍
事
行
動
は

止
め
る
と
上
杉
家
臣
た
ち
に
知
ら
せ
た
事
が
分
か
る
�
し
た
が
�
て
�
西
軍
敗
北
の
報
が
知

ら
さ
れ
て
の
ち
�
こ
の
時
点
の
前
か
ら
和
睦
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
� 

�
史
料
七
�
久
代
景
備
書
状(

２
４) 

�
前
略
� 

一
�
其
表
之
儀
も
直
江

�
兼
続
�

所
ゟ
使
者
を
為
レ

上
申
様
有
レ

之
由
�
取
沙
汰
申
候
�
此
方
ニ
居

申
候
留
守
居
其
方
ゟ
使
を
も
下
申
候
�
是
も
御
存
分
ニ
落
着
可
仕
と
奉
存
候
� 

�
中
略
� 

 
 
 
 
 
 

十
月
晦
日

�

慶

長

五

年

� 
 
 
 
 
 
 
 

景
備

�
久
代
�

�
花
押
� 

� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
代
勘
右
衛
門 

 
 
 

大
関
左
衛
門

�

資

増

�

様 
 
 
 
 
 
 
 

景
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
々
御
中 

 
 
 
 
 
 

� 

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
�
榊
原
康
政
の
家
臣
で
あ
る
久
代
景
備

く
し
ろ
か
げ
は
る

か
ら
那
須
衆
の
大
関
氏
に
宛

て
た
文
書
で
�
直
江
兼
続
の
使
者
が
上
方
へ
遣
わ
さ
れ
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
�
よ
�
て
�
慶
長
五
年
十
月
に
は
直
江
兼
続
が
和
睦
交
渉
を
行
�
て

い
た
と
い
え
る
� 

�
史
料
八
�
直
江
兼
続
書
状
�
２
５
� 

 
 
 

已
上
� 

書
状
拝
見
�仍
而
仙
北
よ
り
書
状
内
見
候
而
�越
候
由
尤
候
�彼
者
条
々
不
審
多
候
条
�

不
レ

及
二

返
答
一

候
�
以
後
も
如
レ

此
之
類
入
レ

念
可
レ

然
候
�
次
上
方
之
儀
御
無
事
之
様

子
ニ
付
而
�
舟
岡
・

�
源
左
衛
門
�

中
嶋

�
玄
蕃
�

下
着
候
�
就
レ

之
近
日
本
越
州

�
本
庄
繁
長
�

可
レ

有
二

上
洛
一

候
�
於
二

時
宜

一

者
�
可
二

心
安
一

候
�
謹
言
� 

 

十
一
月
十
九
日

�

慶

長

五

年

� 

兼
続

�
直
江
�

�
花
押
� 

 
 

横
田
式
部
少
輔
殿

�

旨

俊

� 

直
江
兼
続
が
上
杉
家
臣
の
横
田
旨
俊

む
ね
と
し

に
宛
て
た
文
書
で
�
和
睦
交
渉
に
つ
い
て
上
方
か
ら

船
岡
源
左
衛
門
と
中
嶋
玄
蕃
が
上
杉
領
に
到
着
し
�
近
日
中
に
本
庄
繁
長
が
上
洛
す
る
こ
と
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を
知
ら
せ
て
い
る
�
よ
�
て
�
兼
続
は
上
方
へ
使
者
を
派
遣
し
�
交
渉
も
進
展
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
� 

�
史
料
九
�
上
杉
景
勝
書
状
写
�
２
６
� 

其
方
上
洛
之
儀
ニ
付
而
�
直
江

�
兼
続
�

所
よ
り
�
館
林
へ
様
子
申
越
候
処
�
路
次
等
不
レ

可
レ

有

二

相
違
一

之
由
�
申
越
候
�
寒
天
之
時
分
�
長
途
大
儀
痛
敷
候
得
共
�
早
々
被
二

罷
上
一

�

尤
ニ
候
�
島
倉
な

�
孫
左
衛
門
�

と
一
両
日
中
可
二

差
越
一

候
条
�
可
レ

被
二

召
連
一

候
�
次
小
袖
一
重
遣

レ

之
候
�
猶
巨
細
直
江

�
兼
続
�

所
よ
り
可
二

申
越
一

候
間
�
不
レ

具
候
�
謹
言
� 

 
 
 
 

十
二
月
廿
二
日

�

慶

長

五

年

� 

景
勝

�
上
杉
� 

 
 
 
 
 

本
庄
越
前
守

�

繁

長

�

殿 

景
勝
が
家
臣
の
本
庄
繁
長
に
宛
て
た
文
書
で
�
繁
長
の
上
洛
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
�

ま
た
�
そ
の
際
に
は
兼
続
が
館
林
ま
で
路
次
中
の
安
全
を
確
認
し
た
こ
と
が
分
か
る
� 

�
史
料
十
�
上
杉
景
勝
書
状
写
�
２
７
� 

今
度
中
嶋
玄
蕃
・
舟
岡
源
左
衛
門
指
下
�
本
佐
・

�
本
多
正
信
�

同
中
・

�
本
多
忠
勝
�

榊
式
太

�
榊
原
康
政
�

内
証
�
懇
聞
届
候
�

則
本
庄
越
前
守

�

繁

長

�

為
二

指
上
一

候
�
其
元
二

令
相
談
一

�
様
子
可
レ

申
渡
候
�
巨
細
者
越
前
守

�

本

庄

�

可
レ

有
二

口
上
一

候
�
謹
言
� 

 
 
 
 
 

十
二
月
廿
三
日

�

慶

長

五

年

� 

景
勝

�
上
杉
� 

 
 
 
 
 
 

千
坂
対
馬
守

�

景

親

�

殿 

こ
の
史
料
か
ら
は
景
勝
が
本
多
正
信
・
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
の
三
人
の
内
証
を
得
た
の

で
�
本
庄
繁
長
を
上
洛
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
る
�
ま
た
�
慶
長
五
年
二
十
二
日
付
で
三
人
に

宛
て
た
景
勝
書
状
の
写
し
が
�
覚
上
公
御
書
集
�
に
は
収
録
さ
れ
て
お
り
�
本
庄
繁
長
に
託

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
��
２
８
�
こ
の
の
ち
景
勝
は
慶
長
六
年
�
一
六
〇
一
�

六
月
二
十
日
に
は
上
洛
す
る
意
思
を
固
め
�
２
９
��
七
月
に
上
洛
�
そ
の
後
米
沢
転
封
が

決
定
す
る
� 

 

�
二
�
上
杉
家
の
交
渉
担
当
者 

こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
和
睦
交
渉
関
係
文
書
か
ら
交
渉
の
担
当
者
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
�
ま
ず
��
史
料
六
�
の
時
点
で
直
江
兼
続
が
和
睦
交
渉
の
進
展
を
上
杉
家
臣

に
知
ら
せ
て
い
る
�
ま
た
��
史
料
九
�
で
景
勝
が
繁
長
へ
上
洛
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

が
�
そ
の
一
�
月
前
に
は
兼
続
が
近
日
中
の
繁
長
の
上
洛
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
る
�
さ
ら

に
�
史
料
九
�
で
は
文
中
に
�
直
江
所
よ
り
�
と
あ
り
�
景
勝
と
兼
続
が
別
の
場
所
に
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
�
こ
の
こ
と
か
ら
�
本
庄
繁
長
の
上
洛
ま
で
の
和
睦
交
渉
は
直
江
兼
続

が
主
導
し
て
行
�
た
と
い
え
る
�
一
方
で
繁
長
の
上
洛
以
降
は
景
勝
の
国
替
え
ま
で
兼
続
の

関
与
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
�
繁
長
と
景
親
が
和
睦
交
渉
を
担
当
し
た
も
の
と
い
え
る
� 

 

�
三
�
徳
川
家
の
交
渉
担
当
者 

次
に
徳
川
家
側
の
交
渉
担
当
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
��
史
料
七
�
で
兼
続
使
者
の
情

報
を
押
さ
え
て
い
る
の
が
榊
原
康
政
の
家
臣
で
あ
り
��
史
料
九
�
で
は
館
林
ま
で
路
次
中

の
安
全
を
確
認
し
て
い
る
�
榊
原
康
政
は
上
野
館
林
城
主
で
あ
り
�
会
津
攻
め
に
お
い
て
は

徳
川
方
の
先
鋒
を
勤
め
た
ほ
か
�
出
羽
国
の
秋
田
氏
と
の
交
渉
も
担
当
し
て
い
る
��
３
０
�

ま
た
��
直
江
兼
続
宛
西
笑
承
兌

せ
い
し
�
う
じ
�
う
た
い

書
状
写
��
３
１
�
の
文
中
に
も
�
榊
式
太
へ
も
被
仰
越

候
而
�
可
然
歟
之
事
�
と
あ
る
�
こ
の
こ
と
か
ら
榊
原
康
政
が
こ
の
時
点
の
上
杉
家
の
交
渉

担
当
者
で
地
理
的
な
要
因
も
想
定
さ
れ
る
�
そ
の
後
�
和
睦
交
渉
が
進
展
し
本
庄
繁
長
が
上

洛
し
よ
う
と
す
る
�
史
料
十
�
の
時
点
に
お
い
て
は
本
多
正
信
・
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
の

三
人
が
上
杉
家
と
の
交
渉
を
担
�
て
い
た
と
い
え
る
�
一
方
で
�
こ
れ
以
降
の
上
杉
家
と
徳

川
家
の
交
渉
に
お
い
て
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
の
名
前
は
見
ら
れ
な
く
な
り
�
上
杉
家
の
交

渉
を
担
う
者
は
本
多
正
信
の
み
と
な
る
�
そ
し
て
�
景
勝
の
米
沢
転
封
に
際
し
て
は
�
兼
続

が
上
杉
家
臣
に
対
し
て
�
正
信
の
指
図
を
受
け
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
��
３
２
�
こ
れ

以
降
�
上
杉
家―

徳
川
家
間
の
交
渉
に
お
い
て
は
直
江
兼
続―

本
多
正
信
間
で
の
書
状
の
や

り
と
り
が
中
心
と
な
る
� 

以
上
の
こ
と
か
ら
�
徳
川
家
に
お
け
る
上
杉
家
の
交
渉
担
当
者
は
�
榊
原
康
政→

本
多
正

信
・
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政→

本
多
正
信
と
い
う
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
分
か
り
�
和
睦
交

渉
が
進
む
中
で
徳
川
家
側
の
窓
口
が
本
多
正
信
に
一
本
化
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
�
ま
た
�

交
渉
担
当
者
が
和
睦
交
渉
の
成
立
を
契
機
と
し
て
前
線
の
有
力
家
臣
か
ら
側
近
層
へ
と
移

行
し
た
と
い
え
る
�
な
お
�
慶
長
九
年
�
一
六
〇
四
�
に
は
本
多
正
信
の
次
男
・
政
重
が
直

江
兼
続
の
娘
婿
と
し
て
養
子
に
な
り
�
直
江
勝
吉
と
名
乗
る
��
３
３
�
こ
れ
に
よ
り
上
杉

家
は
江
戸
幕
府
へ
接
近
す
る
こ
と
に
な
�
た
が
�
そ
れ
ら
の
始
ま
り
は
本
多
正
信
が
和
睦
交

渉
の
担
当
者
で
あ
�
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
� 

 

第
三
章 

上
杉
家
か
ら
見
た
�
首
都
�
認
識 

�
一
�
景
勝
の
江
戸
屋
敷
拝
領 

 

こ
こ
か
ら
は
米
沢
移
封
後
の
上
杉
家
の
動
向
を
整
理
し
�
上
杉
家
か
ら
見
た
�
首
都
�
認

識
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
� 

�
史
料
十
一
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
八
年
二
月
二
十
三
日
条
�
３
４
� 

同
月
廿
三
日

�
慶
長
八
年
二
月
�

�
良
辰
ニ
付
テ
�
江
戸
櫻
田
ノ
御
屋
敷
ニ
御
普
請
ア
リ
�
今
日
ヨ
リ
経
始

ス
�
下
条
駿
河
守
忠
親
ニ
総
監
ヲ
命
セ
ラ
ル
�
山
田
修
理
亮
・
楠
川
左
京
・
上
野
内
膳

此
三
士
副
監
タ
リ
�
渋
谷
弥
兵
衛
作
事
方
ヲ
仰
付
ラ
ル
�
米
沢
・
福
嶋
ヨ
リ
役
夫
ヲ
差

上
ス
� 

慶
長
八
年
�
一
六
〇
三
�
二
月
�
上
杉
景
勝
は
徳
川
家
康
よ
り
江
戸
桜
田
に
屋
敷
を
与
え

ら
れ
る
�
こ
れ
に
よ
り
�
上
杉
家
の
江
戸
で
の
活
動
が
開
始
さ
れ
�
慶
長
八
年
十
月
ま
で
に

は
上
杉
屋
敷
が
完
成
し
た
� 

�
史
料
十
二
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
八
年
七
月
二
十
八
日
条
�
３
５
� 

 
 

同

年

�
慶
長
八
年
�

秋
七
月
廿
八
日
�
秀
忠

�
徳
川
�

ノ
息
女

�
千
姫
�

ヲ
以
テ
秀
頼

�
豊
臣
�

ニ
嫁
娶
ア
リ
�
今
日
未
明
ニ
乗
船

シ
�
伏
見
城
ヨ
リ
大
坂
ニ
到
玉
フ
��
中
略
�
右
ノ
趣
千
坂
対
馬
守

�

景

親

�

注
進
ニ
依
テ
�
使

介
ヲ
大
坂
ニ
上
セ
�
秀
頼
へ
銀
帛
ヲ
進
上
有
テ
祝
詞
ヲ
宣
ラ
レ
幷
ニ
家
康

�
徳
川
�

・
秀
忠
ニ
モ

賀
儀
ヲ
仰
入
ラ
ル
� 

�
史
料
十
三
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
八
年
十
月
二
十
日
条
�
３
６
� 

 
 

同

年

�
慶
長
八
年
�

冬
十
月
廿
日
�
公

�
景
勝
�

米
府
ヲ
発
シ
上
洛
シ
玉
フ
�
駅
路
御
急
キ
ナ
サ
レ
�
先
江

府
ノ
新
邸
ニ
入
玉
ヒ
�
諸
事
御
用
等
仰
含
ラ
レ
暫
ク
御
逗
留
ナ
リ
� 

�
史
料
十
四
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
八
年
十
一
月
一
日
条
�
３
７
� 

 
 

同

年

�
慶
長
八
年
�

冬
十
一
月
朔
日
�
江
府
ヲ
御
発
駕
旅
行
恙
ナ
ク
�
同
十
七
日
伏
見
ニ
御
着
有
テ

家
康
ニ
面
謁
シ
玉
ヒ
�
同
十
九
日
大
坂
ニ
至
リ
秀
頼
公
ニ
謁
シ
玉
ヒ
�
又
伏
見
ニ
帰
邸

有
ハ
�
旧
交
ノ
月
卿
・
雲
客
・
門
主
消
息
ヲ
通
ス
�
諸
山
ノ
僧
侶
・
在
洛
ノ
牧
伯
�
或

尋
訪
�
或
ハ
使
介
ヲ
通
ス
� 

こ
の
三
つ
の
史
料
か
ら
は
慶
長
八
年
時
点
で
は
江
戸
屋
敷
の
完
成
前
後
の
い
ず
れ
で
も

伏
見
の
上
杉
屋
敷
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
�
ま
た
�
慶
長
八
年
に
景
勝
が
上

洛
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
�
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
史
料
が
存
在
す
る
� 

�
史
料
十
五
�
本
多
正
信
書
状
�
３
８
� 

 
 
 
 

尚
以
�
先
度
ハ
馬
尋
ニ
参
候
処
�
被
レ

為
レ

入
二

御
念
一

候
儀
�
是
又
喜
悦
ニ
被
二

思

召
一

候
通
�
直
江

�
兼
続
�

殿
迄
被
二

仰
達
一

候
�
以
上
� 

貴
札
被
二

成
下
一

候
趣
�
則
披
露
仕
候
処
�
被
レ

為
レ

入
二

御
念
一

候
儀
�
喜
悦
之
至
�
以

二

直
書
一

被
二

仰
達
一

候
�
然
者
�
御
上
洛
之
儀
も
�
伏
見
よ
り
之
御
左
右
次
第
ニ
候
条
�

然
与
之
儀
ハ
相
定
不
レ

申
候
�
縦
御
上
ニ
候
共
�
貴
公
様
御
事
ハ
�
去
年
迄
�
御
家
中

過
半
不
作
申
候
由
�
被
二

聞
召
一

�
万
御
不
自
由
可
レ

為
候
間
�
御
無
用
之
由
御
意
候
�

若
御
上
洛
ニ
付
而
者
�
被
レ

為
レ

入
二

御
念
一

候
段
�
於
二

伏
見
一

可
レ

被
二

仰
上
一

旨
ニ
御

座
候
�
当
暮
ニ
者
�
将
軍
様

�
徳
川
家
康
�

御
下
向
可
レ

為
候
条
�
其
節
者
早
々
御
見
廻
可
レ

然
候
�
此

等
之
趣
�
宣
預
二

御
披
露
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
多
佐
渡
守 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
廿
九
日

�

慶

長

八

年

� 
 
 
 
 
 

正
信
�
花
押
� 

直
江
山
城
守

�

兼

続

�

殿 

こ
の
史
料
は
秀
頼
と
千
姫
の
婚
儀
に
合
わ
せ
て
上
洛
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
景
勝
に
対

し
て
�
上
杉
領
の
不
作
を
理
由
に
�
景
勝
の
上
洛
を
免
除
す
る
旨
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
�

し
か
し
�
史
料
の
後
半
に
は
�
も
し
上
洛
が
あ
�
た
際
に
は
伏
見
で
家
康
に
景
勝
の
念
入
り

な
姿
勢
を
報
告
す
る
と
あ
り
�
結
果
と
し
て
は
�
史
料
十
三
�
や
�
史
料
十
四
�
に
あ
る
よ

う
に
�
慶
長
八
年
十
月
に
は
米
沢
を
出
発
し
�
江
戸
を
経
由
し
た
の
ち
上
洛
し
て
い
る
�
こ

2829



の
こ
と
か
ら
�
景
勝
は
慶
長
八
年
時
点
で
家
康
も
し
く
は
秀
忠
に
意
向
を
伺
う
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
�
そ
の
指
示
に
よ
り
上
洛
を
し
て
い
た
と
評
価
で
き
る
� 

 

�
二
�
景
勝
妻
子
の
居
所 

○
菊
�
大
儀
院
殿
・
景
勝
正
室
�
の
居
所 

こ
こ
か
ら
は
上
杉
景
勝
の
妻
子
の
居
所
か
ら
当
該
期
の
上
杉
家
の
�
首
都
�
認
識
を
考
え

た
い
� 

�
史
料
十
六
�
来
次
氏
秀
書
状
�
３
９
� 

 
 
 
 

尚
々
�
此
方
無
二

相
替
一

儀
�
珍
事
候
ハ
ゝ
�
以
二

幸
便
一

可
二

申
上
一

候
�
返
々
相

当
之
御
用
等
可
レ

被
二

仰
付
一

候
�
不
レ

可
レ

有
二

疎
意
一

候
� 

 
 
 
 

以
上
� 

 
 
 

羽
州
様

�
本
庄
充
長
�

御
下
被
レ

成
候
条
�
令
二

啓
上
一

候
� 

一
�
先
日
者
御
脚
力
被
二

差
上
一

候
刻
�
貴
札
并
御
別
書
懸
貴
報
申
上
候
キ
� 

一
�
此
方
御
仕
合
之
御
様
子
�
羽
州
様

�
本
庄
充
長
�

可
レ

被
レ

成
二

御
物
語
一

候
� 

一
�
御
越
年
之
儀
ニ
候
�
上
下
之
迷
惑
�
取
分
拙
者
一
人
之
折
角
御
察
候
て
可
レ

被
レ

下 

候
� 

一
�
先
可
二

申
上
一

候
ヲ
�
宮
代
に
て
者
�
御
他
界
之
儀
中
々
不
レ

及
二

是
非
一

御
事
共
候
� 

一
�
御
前
様

�
大
儀
院
殿
�

自
二

京
都
一

無
二

御
下
一

ニ
付
而
�
重
而
本
佐
よ

�
本
多
正
信
�

り
御
状
被
レ

遣
之
由
候
�
定

而
此
度
者
可
レ

有
二

御
下
一

之
由
�
可
レ

被
二

申
入
一

候
�
左
様
に
も
落
着
申
候
て
�

屋
形
様

�
上
杉
景
勝
�

到
而
来
月
は
御
下
国
候
へ
か
し
と
願
入
御
事
共
候
� 

一
�
爰
元
万
事
不
二

自
在
一

之
儀
�
可
レ

有
二

恐
察
一

候
�
此
分
ニ
候
ハ
ヽ
�
下
々
相
続
申

間
布
被
レ

申
事
候
� 

一
�
来
年 

公
儀
之
御
普
請
可
被
二

仰
付
一

之
由
候
�
当
年
御
人
足
一
倍
ニ
被
二

仰
付
一

へ
き
な
と
ゝ
申
候
�
何
与
可
レ

被
レ

成
候
哉
�
皆
々
御
難
儀
と
存
候
� 

一
�
此
方
似
合
之
御
用
候
者
�
無
二

御
隔
心
一

可
レ

被
二

仰
付
一

候
�
少
も
不
レ

可
レ

有
二

如

在
一

之
由
�
得
二

貴
意
一

候
�
恐
惶
謹
言
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来
次
出
雲
守

�

氏

秀

� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
�
花
押
� 

 
 
 
 
 
 

十
二
月
四
日

�

慶

長

八

年

� 

 
 
 
 
 
 

越
州
様

�
本
庄
繁
長
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
小
姓
中 

こ
の
史
料
は
上
杉
家
家
臣
の
来き

次す
ぎ

氏
秀
か
ら
本
庄
充み

つ

長な
が

�
本
庄
繁
長
次
男
�
に
宛
て
た
文

書
で
��
御
前
様
�
の
下
国
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
�
本
多
正
信
か
ら
繰
り
返
し
連
絡
が
あ

�
た
こ
と
が
分
か
る
�
ま
た
�
景
勝
が
慶
長
八
年
に
江
戸
屋
敷
へ
滞
在
の
の
ち
�
米
沢
へ
帰

国
し
て
い
る
こ
と
�
４
０
�
か
ら
�
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
�
こ
こ
で
の
�
下
る
�
場
所
は

江
戸
を
指
す
も
の
と
い
え
る
�
そ
し
て
�
次
の
史
料
か
ら
�
御
前
様
�
が
誰
を
指
す
の
か
考

え
た
い
� 

�
史
料
十
七
�
直
江
兼
続
書
状
�
４
１
� 

御
前
様

�
大
儀
院
殿
�

御
煩
大
切
之
由
�
驚
入
候
�
為
二

御
迎
一

三
郎
殿

�
武
田
信
清
�

御
上
候
�
我
等
者
指
越
候
�
自

然
其
内
不
慮
儀
者
�
世
上
ニ
不
レ

知
様
�
米
沢
ニ
而
萬
事
取
行
可
レ

申
候
�
其
口
分
別
専

一
ニ
候
�
猶
追
々
可
二

申
入
一

候
�
又
祈
禱
義
者
�
可
二

示
預
一

候
�
恐
々
謹
言
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直
江 

 
 
 
 
 
 
 

二
月
九
日

�

慶

長

九

年

� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
続 

 
 
 
 
 
 
 

宮
右
京
殿

�

宮

嶋

親

家

� 

こ
の
史
料
か
ら
は
�
御
前
様
�
が
病
気
と
な
り
��
三
郎
殿
�
を
御
迎
と
し
て
上
洛
さ
せ

た
こ
と
が
分
か
る
�
次
に
�
景
勝
公
御
年
譜
�
に
あ
る
関
連
記
事
を
見
て
い
く
� 

�
史
料
十
八
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
九
年
二
月
十
六
日
条
�
４
２
� 

同

月

�
慶
長
九
年
二
月
�

十
六

じ
�
う
ろ
く

日
�
伏
見
ノ
邸
ニ
於
テ
�
甲
府
夫
人

�
菊
・
大
儀
院
殿
�

逝
去
シ
玉
フ
�
去
冬
ヨ
リ
少
々

発
病
シ
玉
フ
�
此
事
米
沢
ニ
達
シ
ケ
レ
ハ
�
武
田
三
郎

�
信
清
�

急
キ
上
洛
有
テ
令
妹
ノ
看
病
ア

リ
�

公
�
景
勝
�

在
洛
ノ
事
ナ
レ
ハ
�
洛
中
ノ
名
医
ヲ
招
キ
玉
ヒ
湯
薬
針
灸
�
或
ハ
諸
山
ノ
高

僧
祈
禱
ア
レ
ト
モ
効
験
ナ
ク
�
沈
痾
日
夜
ニ
危
殆
シ
�
今
日
終
ニ
泉
路
ニ
赴
キ
玉
フ
� 

こ
の
記
事
に
よ
れ
は
�
慶
長
九
年
二
月
に
甲
州
夫
人
�
菊
・
大
儀
院
殿
・
景
勝
正
室
�
が

亡
く
な
�
た
と
あ
り
�
病
に
際
し
て
武
田
三
郎
信
清
�
武
田
信
玄
七
男
�
が
派
遣
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
�
こ
の
こ
と
か
ら
上
杉
家
中
に
お
い
て
�
御
前
様
�
は
景
勝
正
室
の
菊
を
指
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
�
し
た
が
�
て
�
将
軍
側
近
で
あ
る
本
多
正
信
か
ら
は
�
こ
れ
ま
で

は
在
京
が
原
則
と
さ
れ
た
景
勝
の
妻
に
つ
い
て
�
江
戸
に
い
る
べ
き
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
�
し
か
し
�
慶
長
九
年
二
月
に
死
去
し
た
た
め
�
実
際
に
は
江
戸
へ
の
移

動
が
実
現
し
な
か
�
た
�
ま
た
�
江
戸
へ
の
移
動
が
課
題
に
な
り
な
が
ら
実
現
し
な
か
�
た

要
因
も
病
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
� 

 

○
上
杉
定
勝
�
玉
丸
・
景
勝
嫡
男
�
の
居
所 

慶
長
九
年
五
月
に
な
る
と
景
勝
嫡
男
の
定
勝
�
玉
丸
�
が
米
沢
に
て
誕
生
し
た
��
４
３
�

定
勝
の
誕
生
は
菊
の
死
後
で
あ
り
�
定
勝
母
�
四
辻
公
遠
娘
・
桂
岩
院
・
景
勝
側
室
�
も
定

勝
誕
生
の
直
後
に
亡
く
な
�
た
�
よ
�
て
�
こ
の
時
点
で
江
戸
屋
敷
に
景
勝
の
妻
子
は
い
な

い
こ
と
に
な
る
� 

�
史
料
十
九
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
十
一
年
四
月
下
旬
条
�
４
４
� 

同
月
下
旬

�
慶
長
十
一
年
四
月
�

玉
丸

�
上
杉
�

君
江
戸
ヘ
登
リ
玉
フ
ニ
ヨ
リ
�
傳
役
ト
シ
テ
松
木
石
見
守
定
吉
ヲ
命

シ
玉
フ
�
其
外
従
者
ニ
至
ル
マ
テ
其
器
ヲ
択
ヒ
�
駅
路
ノ
警
衛
ト
ス
�
旅
中
幼
君
ノ
心

ニ
任
セ
緩
々
ト
上
リ
玉
ヘ
ハ
�
五
月
上
旬
ニ
漸
ク
江
戸
ノ
邸
宅
ニ
入
リ
玉
フ
� 

こ
の
史
料
か
ら
は
定
勝
�
玉
丸
�
が
江
戸
に
移
�
た
の
が
慶
長
十
一
年
四
月
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
�
慶
長
十
一
年
時
点
で
定
勝
は
三
歳
で
あ
り
�
こ
れ
以
前
に
は
幼
少
の
た
め

江
戸
へ
移
動
で
き
な
か
�
た
も
の
と
思
わ
れ
る
� 

以
上
の
こ
と
か
ら
�
景
勝
の
妻
子
の
居
所
か
ら
見
た
豊
臣
か
ら
徳
川
へ
の
転
換
点
に
つ
い

て
は
�
最
終
的
に
定
勝
の
江
戸
屋
敷
へ
の
移
住
す
る
慶
長
十
一
年
と
な
る
が
�
景
勝
妻
の
病

気
や
景
勝
子
の
不
在
・
幼
少
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
�
し
た
が
�
て
�
妻
が
江
戸
に
い
る
べ

き
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
慶
長
八
年
を
上
杉
家
の
�
首
都
�
認
識
が
伏
見
か
ら
江
戸

に
変
化
し
た
画
期
と
い
え
る
� 

 

�
三
��
留
守
居
役
�
千
坂
家
の
活
動 

千
坂
景
親
は
関
�
原
合
戦
以
降
も
京
都
で
の
活
動
が
確
認
で
き
る
が
�
慶
長
八
年
七
月
以

降
��
景
勝
公
御
年
譜
�
に
お
い
て
景
親
の
活
動
が
確
認
で
き
な
く
な
る
���
史
料
十
二
�

お
よ
び
�
表
１
��
一
方
で
�
慶
長
十
六
年
以
降
��
御
留
守
居
�
か
ら
の
注
進
の
記
事
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
る
� 

�
史
料
二
十
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
十
七
年
九
月
二
日
条
�
４
５
� 

同
年
秋

�
慶
長
十
七
年
�

九
月
二
日
�
家
康

�
徳
川
�

駿
府
ヲ
發
シ
江
戸
ニ
赴
カ
レ
�
同
十
二
日
江
城
ニ
着
シ
玉

フ
由
�
御
留
守
居
千
坂
伊
豆
守

�

高

信

�

ヨ
リ
注
進
ニ
依
テ
�
羽
檄
ヲ
以
テ
家
康
・
秀
忠

�
徳
川
�

へ
賀
詞

ヲ
仰
セ
越
ル
� 

こ
れ
に
よ
れ
ば
�
御
留
守
居
の
千
坂
高
信
か
ら
の
注
進
が
あ
�
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
�

そ
し
て
�
こ
の
こ
と
は
注
進
を
行
う
人
物
が
�
慶
長
八
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
間
に
景
親
か

ら
高
信
へ
と
変
わ
�
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
�
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
見

て
い
き
た
い
� 

�
史
料
二
十
一
��
御
家
中
諸
士
略
系
譜
�
千
坂
景
親
の
項
�
４
６
� 

�
前
略
�
同
八
年

�

慶

長

�

江
戸
桜
田
官
邸
公
ニ
賜
ル
ニ
依
テ
伏
見
ヨ
リ
江
府
エ
来
リ
桜
田
官
邸

将
命
之
��
今
ハ
此
職
江
戸
家
老
ト
唱
�
同
年
休
暇
ヲ
賜
リ
米
府
エ
下
着
ス
�
休
息
之

内
満
願
寺

�

千

坂

�

仙
右
衛
門
高
信
・
北
条
右
近
高
能
勤
之
�
同
十
一
年
四
月
廿
四
日
卒
� 

こ
れ
に
よ
れ
ば
�
千
坂
景
親
が
伏
見
か
ら
江
戸
に
拠
点
を
移
し
た
後
に
引
退
し
た
こ
と
�

慶
長
十
一
年
に
景
親
が
死
去
し
�
千
坂
高
信
�
景
親
養
子
�
が
後
継
と
な
�
た
こ
と
が
分
か

る
�
し
た
が
�
て
��
首
都
�
の
留
守
居
役
で
あ
�
た
千
坂
家
の
人
物
か
ら
見
た
場
合
�
そ

の
活
動
が
伏
見
か
ら
江
戸
へ
と
変
わ
�
た
時
期
が
慶
長
八
年
で
あ
り
�
上
杉
家
の
�
首
都
�

認
識
が
伏
見
か
ら
江
戸
に
変
化
し
た
画
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
�
な
お
�
慶
長
十
五
年
十
二

月
に
は
将
軍
徳
川
秀
忠
に
よ
る
江
戸
上
杉
屋
敷
へ
の
御
成
が
行
わ
れ
��
４
７
�
儀
礼
に
よ

る
主
従
関
係
が
明
確
化
さ
れ
た
が
�
そ
の
際
に
は
高
信
も
参
加
し
て
い
る
� 
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お
わ
り
に 

以
上
�
豊
臣
期
の
在
京
家
臣
の
位
置
づ
け
と
関
�
原
合
戦
後
の
交
渉
過
程
を
踏
ま
え
た
上

で
�
関
�
原
合
戦
後
の
上
杉
家
か
ら
見
た
�
首
都
�
と
公
儀
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
き
た
�

最
後
に
本
稿
で
の
論
点
を
整
理
し
�
今
度
の
展
望
を
提
示
し
て
終
え
た
い
� 

 

ま
ず
�
豊
臣
政
権
へ
の
臣
従
以
降
�
千
坂
景
親
が
留
守
居
役
と
し
て
上
杉
家
に
お
け
る
京

都
・
伏
見
で
の
活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
�
ま
た
�
そ
れ
は
秀
吉
奉
行
層
以
外
の
政

権
関
係
者
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
�
一
方
で
直
江
兼
続
の
弟
で
あ
る
大
国
実
頼
は
京
都
で
の

活
動
が
確
認
で
き
る
が
�
証
人
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
な
く
�
関
�
原
合
戦
時
に
は
上
杉
領

国
内
で
活
動
し
て
い
た
� 

次
に
上
杉
家
と
徳
川
家
の
交
渉
に
あ
た
�
て
は
�
始
め
直
江
兼
続
が
主
導
し
�
交
渉
が
進

展
す
る
と
本
庄
繁
長
が
上
洛
し
�
千
坂
景
親
と
と
も
に
交
渉
を
進
め
た
�
ま
た
�
徳
川
家
の

交
渉
担
当
者
は
始
め
榊
原
康
政
で
あ
�
た
が
�
の
ち
に
本
多
正
信
と
本
多
忠
勝
を
加
え
�
最

終
的
に
は
家
康
・
秀
忠
の
側
近
で
あ
る
本
多
正
信
に
一
本
化
さ
れ
た
�
ま
た
�
そ
の
こ
と
が

戦
後
の
上
杉
家
と
徳
川
家
の
接
近
に
寄
与
し
た
� 

最
後
に
上
杉
家
の
�
首
都
�
で
の
屋
敷
の
機
能
�
景
勝
妻
子
の
位
置
づ
け
や
�
留
守
居
役
�

千
坂
家
の
活
動
か
ら
�
上
杉
家
か
ら
見
た
近
世
大
名
へ
の
転
換
の
画
期
を
慶
長
八
年
と
し
た
�

な
お
��
二
重
公
儀
体
制
�
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
�
慶
長
十
一
年
を
終
見
と
す
る
豊
臣
秀

頼
へ
の
御
礼
�
４
８
�
と
秀
頼
か
ら
景
勝
へ
の
礼
状
�
４
９
�
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ

る
�
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
上
杉
家
の
�
首
都
�
認
識
は
慶
長
八
年
を
画
期
に
伏
見
か
ら

江
戸
へ
と
転
換
し
た
�
ま
た
�
慶
長
八
年
以
降
の
景
勝
は
毎
年
江
戸
へ
と
参
勤
し
て
い
る
�

�
５
０
�
よ
�
て
�
上
杉
家
の
奉
公
す
べ
き
対
象
と
認
識
し
て
い
た
公
儀
は
徳
川
将
軍
家
で

あ
�
た
が
�
秀
頼
に
対
す
る
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
�
そ
し
て
�
秀
頼

へ
の
御
礼
の
消
失
は
慶
長
十
二
年
の
家
康
の
駿
府
城
普
請
や
定
勝
の
江
戸
へ
の
移
動
が
要

因
と
い
え
る
� 

な
お
�
本
稿
で
は
上
杉
家
の
事
例
の
み
を
検
討
対
象
に
す
る
に
と
ど
ま
�
た
�
よ
�
て
�

他
大
名
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
上
杉
家
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
�
関
�
原

合
戦
後
の
政
治
状
況
の
開
明
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
�
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
� 

 

�
注
� 

�
１
�
直
江
状
に
関
す
る
研
究
は
多
数
存
在
す
る
が
�
代
表
的
な
も
の
と
し
て
�
笠
谷
和
比

古
�
論
争
関
ケ
原
合
戦
��
新
潮
社
�
二
〇
二
二
年
��
水
野
伍
貴
�
関
�
原
へ
の
道
�

�
東
京
堂
出
版
�
二
〇
二
一
年
��
同
�
会
津
征
討
前
夜
���
研
究
論
集 

歴
史
と

文
化
�
一
一
号
�
二
〇
二
三
年
��
宮
本
義
己
�
直
江
状
研
究
諸
説
の
修
正
と
新
知

見
���
大
日
光
�
八
二
号
�
二
〇
一
二
年
�
を
挙
げ
る
� 

�
２
�
慶
長
出
羽
合
戦
に
お
け
る
上
杉
家
の
動
向
に
つ
い
て
は
�
阿
部
哲
人
�
慶
長
五
年
の

戦
局
に
お
け
る
上
杉
景
勝
���
歴
史
�
一
一
七
集
�
二
〇
一
一
年
��
同
�
関
�
原

合
戦
と
奥
羽
の
諸
大
名
��
高
橋
充
編
�
東
北
近
世
の
胎
動
�
吉
川
弘
文
館
�
二
〇

一
六
年
��
同
�
合
戦
に
至
る
東
北
西
軍
大
名
の
動
向
��
太
田
浩
司
編
�
石
田
三
成
�

宮
帯
出
版
社
�
二
〇
二
二
年
��
高
橋
明
�
会
津
若
松
城
主
上
杉
景
勝
の
戦
い
・
乾
�

��
福
大
史
学
�
八
〇
号
�
二
〇
〇
九
年
�
同
�
会
津
若
松
城
主
上
杉
景
勝
の
戦
い
・

坤
���
福
大
史
学
�
八
一
号
�
二
〇
一
〇
年
��
白
峰
旬
�
慶
長
５
年
の
上
杉
景
勝

VS

徳
川
家
康･

伊
達
政
宗･

最
上
義
光
攻
防
戦
に
つ
い
て
���
史
学
論
叢
� 

四
〇
号
�

二
〇
一
〇
年
�
福
島
県
文
化
振
興
財
団
編
�
直
江
兼
続
と
関
ケ
原
��
戎
光
祥
出
版
�

二
〇
一
四
年
�
初
版
二
〇
一
一
年
�
本
間
宏
�
慶
長
五
年
�
白
河
決
戦
�
論
の
誤
謬
�

��
福
島
史
学
研
究
�
八
九
号
�
二
〇
一
一
年
��
同
�
上
杉
景
勝
の
戦
い
��
白
峰

旬
編
著
�
関
�
原
大
乱
�
本
当
の
勝
者
�
朝
日
新
聞
出
版
�
二
〇
二
〇
年
�
な
ど
を

参
照
の
こ
と
� 

�
３
�
そ
の
他
�
関
�
原
合
戦
前
後
の
上
杉
家
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
�
今
福

匡
�
関
�
原
合
戦
前
後
の
上
杉
氏
と
情
報
伝
達
���
十
六
世
紀
史
論
叢
�
一
号
�
二

〇
一
三
年
��
片
桐
昭
彦
�
上
杉
景
勝
の
勘
気
と
越
後
一
揆
��
谷
口
央
編
�
関
�
原

合
戦
の
深
層
�
高
志
書
院
�
二
〇
一
四
年
��
黒
嶋
敏
�
関
ケ
原
合
戦
後
の
奥
羽
大

名
と
情
報
��
佐
藤
孝
之
編
�
近
世
初
期
の
大
名
と
情
報
�
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
�

二
〇
一
六
年
��
高
橋
充
�
直
江
兼
続
と
関
�
原
合
戦
��
矢
田
俊
文
編
�
直
江
兼
続
�

高
志
書
院
�
二
〇
〇
九
年
��
田
嶋
悠
佑
�
直
江
兼
続
は
年
貢
米
を
持
ち
去
�
た
の

か
��
渡
邊
大
門
編
�
日
本
中
近
世
の
権
力
と
社
会
�
歴
史
と
文
化
の
研
究
所
�
二

〇
二
〇
年
��
福
原
圭
一
��
直
江
状
�
と
景
勝
政
権
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
��
藤
原
良

章
編
�
中
世
人
の
軌
跡
を
歩
く
�
高
志
書
院
�
二
〇
一
四
年
��
光
成
準
治
�
関
�

原
前
夜
��
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
�
二
〇
一
八
年
�
初
版
二
〇
〇
九
年
��
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
� 

�
４
�
片
桐
昭
彦
・
福
原
圭
一
編
�
慶
長
三
年
以
降
上
杉
氏
関
連
文
書
編
年
目
録
��
矢
田

俊
文
�
室
町
・
戦
国
・
近
世
初
期
の
上
杉
氏
史
料
の
帰
納
的
研
究
�
新
潟
大
学
人
文

学
部
�
二
〇
〇
六
年
�� 

�
５
�
笠
谷
和
比
古
�
徳
川
幕
府
の
成
立
と
慶
長
年
間
の
二
重
公
儀
体
制
���
関
�
原
合
戦

と
近
世
の
国
制
�
思
文
閣
出
版
�
二
〇
〇
〇
年
�� 

�
６
�
清
華
成
大
名
及
び
関
�
原
合
戦
以
前
の
豊
臣
政
権
に
つ
い
て
は
矢
部
健
太
郎
�
関
�

原
合
戦
と
石
田
三
成
��
吉
川
弘
文
館
�
二
〇
一
四
年
�
な
ど
を
参
照
の
こ
と
� 

�
７
�
横
田
冬
彦
�
近
世
武
家
政
権
と
首
都
���
年
報
都
市
史
研
究
�
九
号
�
二
〇
〇
一
年
��

同
�
豊
臣
政
権
と
首
都
��
日
本
史
研
究
会
編
�
豊
臣
秀
吉
と
京
都
�
文
理
閣
�
二

〇
〇
一
年
��
谷
徹
也
�
豊
臣
政
権
の
首
都
儀
礼
と
大
名
���
織
豊
期
研
究
�
二
〇

号
�
二
〇
一
八
年
��
同
�
首
都
と
し
て
の
伏
見
��
尾
下
成
敏
・
馬
部
隆
弘
・
谷
徹

也
編
�
京
都
の
中
世
史
六 

戦
国
乱
世
の
都
�
吉
川
弘
文
館
�
二
〇
二
一
年
��
同

�
秀
吉
の
�
首
都
�
伏
見
��
京
都
学
研
究
会
編
�
京
都
を
学
ぶ 

文
化
資
源
を
発
掘

す
る 

伏
見
編
�
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
�
二
〇
二
二
年
��
同
�
織
豊
期
の
京
都
屋
敷
�

�
藤
川
昌
樹
・
山
本
雅
和
編
�
近
世
京
都
の
大
名
屋
敷
�
文
理
閣
�
二
〇
二
四
年
�

な
ど
� 

�
８
�
片
桐
昭
彦
�
関
�
原
の
戦
い
と
伏
見
・
大
坂
と
上
杉
家
��
米
沢
市
上
杉
博
物
館
編

�
上
杉
景
勝
と
関
�
原
合
戦
�
上
杉
博
物
館
�
二
〇
二
三
年
�
な
ど
� 

�
９
�
公
儀
に
つ
い
て
は
�
福
田
千
鶴
�
江
戸
幕
府
の
成
立
と
公
儀
���
岩
波
講
座 

日
本

歴
史
�
一
〇
巻
�
近
世
一
�
岩
波
書
店
�
二
〇
一
四
年
��
牧
原
成
征
�
天
下
人
に

よ
る
列
島
統
合
��
同
編
�
日
本
史
の
現
在
四
近
世
�
山
川
出
版
社
�
二
〇
二
四
年
�

な
ど
を
参
照
の
こ
と
� 

�
１
０
��
会
津
旧
事
雑
考
巻
八
所
収
文
書
��
東
蒲
原
郡
史
編
さ
ん
委
員
会
編
�
東
蒲
原
郡

史 

資
料
編 

第
二
巻
��
東
蒲
原
郡
史
編
さ
ん
委
員
会
�
二
〇
〇
五
年
�
二
七

六
号
�� 

�
１
１
��
上
杉
家
文
書
��
上
越
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
�
上
越
市
史 

別
編
二
�
上
越
市
�

二
〇
〇
四
年
�
三
二
七
四
号
��
以
下
��
上
越
市
史
�
と
略
記
す
る
� 

�
１
２
��
晴
豊
公
記
��
竹
内
理
三
編
�
増
補 

続
史
料
大
成
�
臨
川
書
店
�
一
九
七
八
年
�

天
正
十
八
年
正
月
二
十
日
条
な
ど
� 

�
１
３
�
米
沢
温
故
会
�
上
杉
家
御
年
譜
三 

景
勝
公
二
��
一
九
七
六
年
�
一
八
三
頁
�

以
下
��
上
杉
家
御
年
譜
�
と
略
記
す
る
� 

�
１
４
��
今
清
水
昌
義
氏
所
蔵
文
書
���
上
越
市
史
�
三
〇
五
三
号
�
な
ど
� 

�
１
５
��
覚
上
公
御
書
集
所
収
文
書
��
東
京
大
学
文
学
部
蔵
�
覚
上
公
御
書
集 

下
�
臨

川
書
店
�
一
九
九
九
年
�
三
四
四
頁
��
以
下
��
覚
上
公
御
書
集
�
と
略
記
す
る
� 

�
１
６
��
上
杉
家
文
書
���
上
越
市
史
�
三
二
〇
一
号
�� 

�
１
７
��
上
杉
家
文
書
���
上
越
市
史
�
三
二
〇
〇
号
�� 

�
１
８
�
長
谷
川
伸
�
小
国
氏
と
大
国
実
頼
���
小
国
文
化
�
五
六
号
�
二
〇
〇
九
年
�� 

�
１
９
��
青
龍
寺
所
蔵
文
書
���
上
越
市
史
�
三
二
〇
三
号
�� 

�
２
０
��
上
杉
家
文
書
���
上
越
市
史
�
三
三
二
四
号
�� 

�
２
１
��
坂
田
家
文
書
��
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
�
甲
府
市
史 

資
料
編 

第
二

巻
��
甲
府
市
�
一
九
八
七
年
�
六
十
五
号
�� 

�
２
２
�
直
江
兼
続
書
状
写
�
覚
上
公
御
書
集
所
収
文
書
��
荒
川
善
夫
ほ
か
編
�
戦
国
遺

文
下
野
編 

第
三
巻
�
東
京
堂
出
版
�
二
〇
一
九
年
�
二
四
三
三
号
�
な
ど
�
以

下
��
戦
国
遺
文
下
野
編
�
と
略
記
す
る
� 
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�
２
３
��
黒
川
文
書
��
山
形
県
内
務
部
編
�
山
形
県
史 

巻
一
�
山
形
県
内
務
部
�
一
九

二
〇
年
�
八
六
〇
頁
�� 

�
２
４
��
大
関
家
文
書
�(

�
戦
国
遺
文
下
野
編
�
二
四
五
六
号)

� 

�
２
５
��
上
杉
家
文
書
���
上
杉
家
文
書
�
八
七
四
号
�� 

�
２
６
��
覚
上
公
御
書
集
�
四
〇
五
頁
� 

�
２
７
��
覚
上
公
御
書
集
�
四
〇
五
頁
� 

�
２
８
�
上
杉
景
勝
書
状
写
��
覚
上
公
御
書
集
�
四
〇
五
頁
�� 

�
２
９
�
直
江
兼
続
書
状
�
志
賀
槇
太
郎
氏
所
蔵
文
書
��
新
潟
県
編
�
新
潟
県
史 

資
料

編
五 

中
世
三
�
新
潟
県
�
一
九
八
四
年
�
三
四
三
九
号
�� 

�
３
０
�
秋
田
実
季
書
状
案
�
秋
田
家
史
料
��
横
手
市
編
�
横
手
市
史 

史
料
編 

古
代
・

中
世
�
横
手
市
�
二
〇
〇
六
年
�
三
三
八
号
�� 

�
３
１
�
羽
下
徳
彦
ほ
か
校
訂
�
歴
代
古
案
��
続
群
書
類
従
完
成
会
�
一
九
九
三
�
二
〇

〇
二
年
�
一
五
五
八
号
��
以
下
��
歴
代
古
案
�
と
略
記
す
る
� 

�
３
２
�
直
江
兼
続
書
状
写
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
二
八
頁
�� 

�
３
３
�
本
多
政
重
�
直
江
勝
吉
�
に
つ
い
て
は
阿
部
哲
人
�
江
戸
幕
府
と
直
江
兼
続
�
二

人
の
息
子
と
��
矢
田
俊
文
編
�
直
江
兼
続
�
高
志
書
院
�
二
〇
〇
九
年
�
な
ど

を
参
照
の
こ
と
� 

�
３
４
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
三
四
頁
� 

�
３
５
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
三
七
頁
� 

�
３
６
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
三
九
頁
� 

�
３
７
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
八
年
十
一
月
一
日
条
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
三
九
頁
�� 

�
３
８
��
上
杉
家
文
書
���
上
杉
家
文
書
�
八
七
五
号
�� 

�
３
９
��
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
���
上
越
市
史
�
三
六
八
〇
号
�� 

�
４
０
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
九
年
八
月
十
五
日
条
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
四
一
頁
�� 

�
４
１
��
歴
代
古
案
�
一
〇
〇
八
号
� 

�
４
２
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
四
〇
頁
� 

�
４
３
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
九
年
五
月
五
日
条
��
上
杉
家
御
年
譜
�
二
四
〇
頁
�� 

�
４
４
��
上
杉
家
御
年
譜
�
三
〇
九
頁
� 

�
４
５
��
上
杉
家
御
年
譜
�
三
四
一
頁
� 

�
４
６
�
米
沢
温
故
会
�
上
杉
家
御
年
譜
二
十
三
��
米
沢
温
故
会
�
一
九
八
六
年
�
二
七

六
頁
�� 

�
４
７
��
上
杉
家
御
年
譜
�
三
二
六
頁
� 

�
４
８
��
景
勝
公
御
年
譜
�
慶
長
十
一
年
正
月
条
��
上
杉
家
御
年
譜
�
三
〇
九
頁
�� 

�
４
９
�
豊
臣
秀
頼
書
状
写
�
上
杉
家
御
年
譜
�
三
一
〇
頁
�
原
本
は
�
上
杉
家
文
書
�
八

八
二
号 

�
５
０
�
尾
下
成
敏
�
上
杉
景
勝
の
居
所
と
行
動
��
藤
井
譲
治
編
�
織
豊
期
主
要
人
物
居

所
集
成 

第
二
版
�
思
文
閣
出
版
�
二
〇
一
六
年
�� 
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